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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──俺さ、父さんと母さんの子供でいいかな？







　　　Faker.







　──イタリア、某ぼう所しよ。

　その青年は、イタリア国内の僻へき地ちにある農場──葡ぶ萄どう畑ばたけを訪れていた。

　足を進めるなかで、青年──聖せい槍そう使いである曹そう操そうは、農場内で作業中の老人を視界に捉とらえた。作業服に麦むぎわら帽ぼう子しという格好ながら、見事な体たい軀くであり、遠目からの一見だけでも過去に軍役を経ていたか、何かの競技をしていたのだと思えてしまう。

　だが、その老人はそのどちらでもない。

　老人は曹操の気配を早くから察知していたのか、こちらに目も向けずに一言だけ口にした。

「──聖遺物レリツク、この波動は初めてだ」

　老人は彫ほりとしわの深い顔で、柔にゆう和わな笑みを作っていた。

「Buongiornoボンジヨルノ、聖槍使い。この農場へようこそ」

　帽子をとり、あいさつをくれる老人──否いな、ヴァチカンの司祭枢すう機き卿きようことヴァスコ・ストラーダ。

　先日、多くの教会の戦士たちを連れ立ってクーデターを起こした教会の大物である。テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』との決けつ闘とうに敗れたストラーダは、抵てい抗こうすることなく、天界の裁きに身を委ねた。

　噓うそ偽いつわりなくすべてを天界の者たちに話した老人枢機卿は、いまこの農場に身を置いていた。この農場の半径数キロの範はん囲いは、天界の強固な結界が覆おおっており、おいそれとは簡単に抜ぬけ出すこともできない。いわゆる結界の牢ろう獄ごくだ。

　神のため、信しん仰こうのために人生を費ついやした元デュランダルの使い手は、教会の戦士たちの想いを成就させたのち、立場を剝はく奪だつされて、この緩ゆるやかともいえる牢獄に囚とらわれていた。

　この到とう底てい、牢獄とは言えないであろう場所が、教会──天界側が老人枢機卿に与あたえた断罪である。事件の規模から鑑かんがみれば、地位の剝奪だけではなく、その命をもって償つぐなわれてもおかしくはない。──が、いままでの功績、信仰、そして多くの教会の戦士たちからの嘆たん願がんも手伝って、この農場への更こう迭てつで済んだのである。

「ここは元々私がいただいていた土地だ。時々、この木々をいじりに来ていたのだが……どうやら今後は本格的にどっしりと構えていじれそうだ」

　木をなでながら、ストラーダはそう言った。

　その多くの信徒に敬愛される聖人を前に曹操は頭こうべを垂れた。

「お初にお目にかかる猊げい下か。俺は帝たい釈しやく天てんの先兵だ」

　聖槍の担い手よりあいさつをされたストラーダはタオルで顔の汗あせを拭ぬぐうと言う。

「なるほど、異教の神が老いたこの身に何かを問おうとする。そういうことだろうか？」

　老人枢機卿は、曹操の訪問を帝釈天からの言こと伝づてだと認識したようだった。しかし、これに対して曹操は首を横に振ふる。

「いや、これは俺個人の訪問だと思ってくださって結構」

　曹操の言葉を聞き、ストラーダは途と端たんに興味深そうに笑みを深める。

「……ほう、それはそれは。──して、このような僻地にまで足を運んで私に訊ききたいこととは？」

　曹操は、ストラーダの問いに一度口を開こうとするが、一いつ旦たん閉じて、しばらくしてから、ようやく問いかける。

「…………英えい雄ゆうとは、猊下ご自身はどうお考えか？」

　予想だにしていなかった問いだったのか、ストラーダはきょとんするが……すぐにあごに手をやった。

「……ふむ、これは珍ちん妙みような問いをする若人わこうどだ」

　曹操は顔を伏ふして続ける。

「……俺は、ある英雄の血を引いて生まれてきた。そして、聖槍などというものにまで選ばれてしまった。俺は……『英雄』でありたいと、人間の極みでありたいと、何よりも強大な異形を倒たおす存在でありたいと願い、想い、生きてきた」

　彼は天を見上げながら、こう言う。

「……だが、俺は、ある転生悪あく魔まの少年に負けた。俺の生き方すべてを真っ正面から否定された。……彼はそう考えていないだろうが、少なくともその敗北は生き方を見直す切きっ掛かけとなった。……人々に英雄と崇あがめられた猊下に、英雄の是ぜ非ひを問いたいのだ」

　それは、英雄の血だけではなく、聖槍をも偶ぐう然ぜん手にして生まれた天才の初めて訪れた一種の『壁かべ』だった。

　当たり前のように祖先からの血を受け継つぎ、運命のごとく、神をも滅ほろぼせる最強の槍を振るって生きてきた。元来より、人とは相あい容いれぬ存在──異形を狩かり、異形を戦おののかせ、異形を制することが、生きていく、存在する理由なのだと強く抱いだいていた。

　──それを真っ正面から、赤い龍りゆうと白い龍、手にした槍にすら否定された。

　おまえは弱い、と。

　おまえはただ最強の槍を持っていただけの若造に過ぎない、と。

　曹操の問いを耳にして、ストラーダは小さく笑った。

「……ふふふ」

　訝いぶかしげにする曹操を前に年老いた聖人はこう述べる。

「これは失敬。──だが、若い。貴き殿でんはあまりに若すぎる。歳としは二十そこそこと見受けられるが、私から言わせれば貴殿はまだ赤あかん坊ぼうに毛が生えた程度に過ぎない。そもそも自ら英雄を名乗るなどと、そこからして貴殿は勘かん違ちがいしているのだ」

　ストラーダは断言する。

「──英雄を決めるのは、いつだって力を持たぬ民だ。力がないからこそ、力に憧あこがれるからこそ、彼らは英雄を求め、選定する。聖槍の担い手よ、貴殿は民に担がれて英雄を演じようと決めたのかね？」

「…………ッッ」

　言葉もない曹操だった。

　……彼は、誰だれにも選ばれたわけではない。自らそう生まれたからこそ、そうであるべきだと信じ込んだだけだ。そうであることが、自らに流れる血と、自らに宿った槍に当然の環かん境きようなのだと──。

　ストラーダは農場に置かれた木箱に腰こしをおろしながら続ける。

「民に求められたわけでもなく、自ら名乗る英雄など、ただの子供のお遊ゆう戯ぎだ。ごっこ遊びと言っても過言ではないだろう。だからこそ、貴殿はあのがむしゃらに己の道を突つき進すすむ赤せき龍りゆう帝ていボーイに敵わなかったのだ」

　英雄派の存在自体を否定する老人の一言。その通りだと、曹操は返す言葉すら見つからなかった。

　……そうだ、ストラーダが言うように、彼は、あの男は、がむしゃらに向かってきて、がむしゃらなまま、自分を打ち倒していった。赤龍帝がどうとか、悪魔だからどうとかではなく、自らの目標と、守るべき者たちのために、がむしゃらに自分を屠ほふっていった。

　存在を否定され、倒すべき存在にも逆に打ちのめされた──。……いまのこの姿を見て、自分を慕したって付き従ってくれた者たちはどう思うだろうか？

　ストラーダは数分ほど黙もくした後、言葉もない曹操に言う。

「──貴殿はただの人だ。ただの人間の若者に過ぎない。たとえ、祖先が英雄だろうとも──いや、祖先ですら人であったはずだ。で、あるのなら、貴殿もまた人だ。英雄とは、がむしゃらに生きた者にあとからついた褒ほう章しようのようなものなのだよ」

　……赤龍帝も、真っ直ぐに突き進んだ先で冥めい界かいの民たちから、敬われ始めた。彼に最初から英雄になる願望はあったか？　答えは──ノーだろう。

　老人枢機卿は笑みをたたえながら言った。

「私を英雄と貴殿は呼んだが、私自身はそう思ったことなどこの歳になるまでただの一度もない。──だが、私を敬ってくれる者たちがいる以上、そうであろうとあり続けただけだ。私は人だ。人のまま生き、人のまま死ぬ。それでいい。民が私を英雄と崇めようとするのならば、それでいいだけだ」

　老人の姿に赤龍帝の姿が一いつ瞬しゆんだが、重なって見えた。

　……おそらく、彼もそう言うかもしれない。

　老人は「ふふふ」と小さく笑うと再び帽子を被かぶり、立ち上がった。

「ふむ。歳を取ると、小言が多くなるのがどうにも……。そもそも、貴殿はこの答えを朧おぼろ気げながらに捉えていた節ふしが見受けられる」

「……そうなのかもしれない。彼に負けたときから、俺は──」

『英雄であれ』という概がい念ねんから思考が外れ、一いつ介かいの挑ちよう戦せん者になれたのだろう。

「猊下、俺はあの男に勝てるだろうか？」

　かつて英雄ごっこをしていた青年は、そう問う。

　老人はニッコリと彫りの深い笑みでこう答える。

「──何かを愛しなさい。己でもいい。形なきものでもいい。愛し、愛される者を倒したいのなら、何かを愛する心がなければ到底追いつけはしない。その先でようやく貴殿を愛する者が現れるだろう。そうしたとき、貴殿に──『力』は宿っている」

　そして、ストラーダはこう述べて、作業に戻もどっていく。

「まずは赤龍帝ボーイをこのまま追い続けるといい。彼は──愛に翻ほん弄ろうされながらも、愛に生きるであろう定めを持っている。私のような老骨よりも貴殿と歳の近い彼の存在のほうが万倍もためになろう」

　愛に生きる赤龍帝──。

　その一言に曹操は兵ひよう藤どう一いつ誠せいと出会った僅わずかな時間を脳内で反はん芻すうする。

　……そう、あの男は誰かに愛され、愛する何かのために真っ正面から自分にぶつかってきたではないか。それが赤龍帝、兵藤一誠の源流──。

　槍を見つめる曹操は、ふっと微笑ほほえむ。

「槍に宿るあなたも『愛』を求めるのか？」







　　　Life.0







　兵ひよう藤どう家の上階ＶＩＰルームに集うチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の面々。

　俺──兵藤一いつ誠せいを含ふくめたチームに所属しているグレモリー、シトリー、『御使いブレイブ・セイント』、アザゼル先生のメンバーは、モニターに映された映像を食い入るように見ていた。

　冥界のチャンネルが開くようになっているモニターは、あちらのニュース番組を映し、画面下のテロップに『レーティングゲーム中に突とつ然ぜんの事故!?』、『王者ベリアルが試合中に消息不明！』、『フェニックス家三男、長女も王者と共に行方ゆくえ知れずに！』と悪魔文字でデカデカと表示されていた。

　…………そう、ソーナ元会長からもたらされた情報は、このモニターのテロップに表示されている通り、ライザーと王者ベリアルの試合中に事故が起こったことだった。試合の途と中ちゆう、フィールドに設置してあるカメラの死角──ドーム状の洞どう窟くつで戦せん闘とうを継けい続ぞくしていたライザーと王者は、その場に居合わせたであろうレイヴェルを含めて突然の消息不明となった。

　俺たちもその情報を知らされてから、一度ニュースを確認して、それから問題となったゲームの記録映像を見始めた。やはり、カメラの死角である洞窟に入ってから俺たちの見えないところで何かが起こったらしく、三名は突とつ如じよとしていなくなった。

　洞窟を外から映した映像を見る限り、入り口から漏もれ出た青い光と関係があるのだろう。その光が内部で発生したのは確認できた。

　消えた三名の消息は依い然ぜんつかめないままだ。あらゆる原因を考こう慮りよして、ゲーム運営側と、冥界政府、軍、警察をも動員する事態となっていた。

　……俺は、体を震ふるわせて拳こぶしを握にぎりしめていた。

　…………レイヴェルっ！　ライザーっ！

　俺の大事な後こう輩はいにして、マネージャーのレイヴェル。俺を支えると言ってくれた彼女とは、共に成り上がってやろうと野望を誓ちかい合ったのに……っ！

　……ライザーも、ようやく復帰戦に臨めるようになったんだ。一度は折れた心が、再熱して立ち上がることができた。王者とのゲームを誰よりも心待ちにしていたのに……っ！

　俺の怒いかり、悲しみ、不安の心中を察してくれたのか、リアスが震える拳に手を添そえてくれた。

　リアスがアザゼル先生に問う。

「では、ライザーとレイヴェル、そして王者ディハウザー・ベリアルさまは共に行方不明ということなのね？」

　先生は指を一本立てて言う。

「ひとつだけ確かなのは、三人が消える少し前にゲーム運営側の緊きん急きゆう用プログラムが発動したとのことだ」

　──っ！　…………ゲーム運営側の緊急用プログラム？　なんだ、それ？　あまり耳にしたことがない事こと柄がらだ。先生の話にリアスとソーナ元会長を始め、一部の者は知っていたようだが、多くのメンバーは俺と同様要領を得ない表情をしていた。

　ソーナ元会長が俺たちの反応にこう説明をくれる。

「本来、プロのレーティングゲームの試合には、あらゆる事象が起きてもいいよう数多くの対応プログラムが用意されています。たとえば、フィールドを破は壊かいするほどの想定外の試合があった場合、その場でフィールドを補修するためのプログラムが発動します」

　……つまり、想定していない出来事に対応するためのプログラムってことか。それがライザーと王者との戦いで発動した。

「何が起きたの？」

　リアスの問いに俺も前のめりで先生に訊きく。

「まさか、クリフォトがゲームを襲しゆう撃げきしたとかですか!?」

　一いつ拍ぱくあけて、先生は言った。

「その線も探ることになるだろうが、ただひとつわかっていることは──ゲーム中に不正行こう為いがあった可能性が高い」

『──ッ!?』

　この報告には皆みんなが一様に驚おどろいた！　不正行為って、ようするにゲームで禁止されていることが起こったってことだよな!?

「不正って！　王者がですか!?」

　つい俺は不正を行った者を王者だと思い、そう口にしてしまった。ライザーとレイヴェルが不正をするなど、露つゆほども思っていなかったからだろう。

　しかし、先生は難しい顔と厳しい声こわ音ねでこう返してくる。

「…………あるいはってことも運営側は想定しているそうだが」

　……ライザーが不正を？　いや、あり得ないだろう！　あのヒトは、傲ごう慢まんなところもあるし、貴族のためかプライドも高く、融ゆう通ずうが利かない面もある。だけど、ことレーティングゲームに関しては真しん摯しであろうとしていた。少なくともその姿勢を俺は見て取れた。

　それに傍そばにあのレイヴェルがいたんだ。そんなこと起ころうはずがない。俺の大事なマネージャーなんだぞ……？　俺と一いつ緒しよに将来いろんなことをしてやろうと野望を立てたんだ。あんないい子が不正をしたり、それに荷担するわけがない！

　リアスも察してくれたのか、強くうなずいてくれた。

「イッセー、言わなくてもわかるわ。私も同じよ。……ライザーが不正をするなんて、あり得ないもの。ようやく、再起するために立ち上がったのだから。それに傍にレイヴェルもいたのよ。あの子が兄の不正を許すわけがない」

「では、皇帝エンペラーベリアルが……？」

　木き場ばがあごに手をやりながらそう漏らした。

　解げせない表情をしている。木場はリアスほどではないが、それでも俺よりプロのレーティングゲームに明るい。特に王者となれば、注目度と認知度も高く、木場も試合を何度も見ているだろう。

　木場曰く、試合の内容も真摯であり、戦術も洗練されていて、奇き手しゆよりも王道の手を好んで使う文字通り王者に相応ふさわしいものだったという。

　……ライザーか、皇帝エンペラーベリアルか。どちらも不正を行ったとは思えないのだが……。

　このような突然の状じよう況きようと、フェニックス兄妹きようだいの安否不明に俺は当とう惑わくと共に不安しか抱いだけなかった。

　ふと、朱あけ乃のさんが冷静にしているアザゼル先生に問う。

「……アザゼル先生、何か心当たりがあるのではありませんか？」

　全員の視線が先生に集まった。

「本当ですか？」

　俺の問いかけに先生は腕うでを組んで息を吐つく。

「……いまは言えん。だが、俺の予想が正しければ行方知れずのフェニックス兄妹の安否は、それほど悪いものではないはずだ。現時点で具体的なものを言ってやれないのは申し訳ないんだが、俺を信じてくれるのなら、二人の無事を信じてやってくれ」

　──ッ！　マジか!?　レイヴェルもライザーも無事だと!?　今回の一件に先生は心当たりがあるってのか！　それ以上のことを先生は口にしなかったが……。

　いままであらゆる状況に関して対応し、対処してきたアザゼル先生だ。その先生がそう言うのなら、信じるほかないが……。

　リアスの耳元に小型の通信魔ま方ほう陣じんが展開した。そこから伝わる情報を聞いて、リアスは皆に告げる。

「お兄さまからも連れん絡らくが届いたわ。ライザーとレイヴェル、皇帝エンペラーベリアルの行方は魔ま王おう側も探っていくとのことよ」

　……正直、いますぐ飛び出してレイヴェルを探したい。けど、魔王側が動き、先生も無事を信じろと言う以上、闇やみ雲くもに飛び出すのは各機関に迷めい惑わくをかける、か……。感情の思うがままに下手に動けば……そこを狙ねらわれるかもしれない。そういう敵を相手にしているのだから──。

　大事なマネージャーとライバルを探しに行けない歯がゆさに俺は右の拳を左の手のひらに打ちつけた。……ライザー、レイヴェル、レイヴェルっ！

　俺の肩かたに手を置くリアスは辛つらそうな声音で言った。

「……イッセー、辛いでしょうけれど、いまはお兄さまやアザゼルのことを信じましょう」

　深呼吸をひとつして、俺はこくりとうなずいた。

　ライザー、レイヴェル……お願いだから、無事でいてくれ。







　　　Life.1　不ふ穏おんでも進路相談です







　数日後の朝──。

　……快晴に恵めぐまれたものの、俺の心は晴れないでいる。

　朝早めに起きたが、レイヴェルの安否がいつ届くのかとその日も心配でまるで眠ねむれなかった。それは他の仲間たちも同様で、昨夜もほとんど寝ね付つけなかったのか、朝食の時間になっても表情は暗かった。

　……一緒に寝ているリアスとアーシアもあんな情報を得たせいか、昨日もろくに寝られなかったようで、俺と共に三人で結論の出ない会話をし続けていた。

　朝食の時間、食しよく卓たくで平常通りなのは父さんと母さん、それに黒くろ歌か、オーフィスぐらいなものだ。俺たちの様子がいつもと違ちがうせいか、話しかけづらそうにしているが……。

　黙もく々もくと朝食が進むなかで、母さんがため息を吐ついたあとで俺に話しかけてきた。

「イッセー！　明日あしたは三者面談なのよ？　わかっているの？」

　……そうか、そうだった。明日は、進路についての三者面談だ。

「……うん、わかっているよ」

　──とだけ、俺は答える。

　母さんは呆あきれたような声で言った。

「もう、気のない返事ね。明日、進路に関する三者面談でしょ？　わかっているのかと訊いただけよ」

　母さんはふいにアーシアに笑顔で言う。

「アーシアちゃんも私が対応するから」

「はい、よろしくお願いします、お母さん」

　アーシアは母さんの一声に微笑ほほえんだ。

「まったく、あんたと違ってアーシアちゃんはこんなにも愛くるしいのに……。年とし頃ごろの男の子は、複雑なものよね」

　父さんは読んでいた新聞を畳たたんでうんうんとうなずいていた。

「イッセー、男子たるもの、進路は大事だ。明日はきちんと母さんと一緒に先生と話してこい」

　……一言の多い両親だこと。俺は「はいはい」と返事をして飯をかっこんだ。

　俺の両親が、暗い雰ふん囲い気きに切り込んだせいか、それを機に今度はゼノヴィアが言葉を紡つむぐ。

「進路相談か。来るとしたら、うちはシスター・グリゼルダだが……忙いそがしそうだし、期待はしないでおこう」

　イリナも進路相談に思うところはあるようで首を捻ひねっていた。

「うちは……パパもママもあっちにいるし、やっぱり、ゼノヴィアと同様にシスター・グリゼルダが対応してくれるのかしら……」

　教会にお世話になっている者は、シスター・グリゼルダが受け持つってことか？　まあ、イリナのご両親もイギリスだろうからな。おいそれとは来られないよね。

　ロスヴァイセさんが続く。

「私はまだクラスの担任を任されていませんが、資料集めなどでご協力させてもらってます。何はともかく、進路は大事です。親おや御ごさんと相談しながら、自分の力に見合った道を選定することが何よりも重要です」

　うん、ロスヴァイセさんの言葉には重みがある。ヴァルキリー時代、才能がありながらも芽が出ずにいた魔ま法ほうの才女。オーディンのじいさんのお付きになっても、能力すべては発揮できなかった。いまのポジションを得てようやく才知が生かされ、開花した。俺とそう歳は変わらないのにロスヴァイセさんはいろんなものを見てきたんだろうな……。

　母さんがリアスと朱あけ乃のさんに言う。

「リアスさんと朱乃さんはもう卒業を待つだけだものね。進路が決まっている分、春までゆっくりできそうよね」

「そうだといいのですが、準備もありますのでなかなかゆっくりもできませんわ」

「うふふ、華はなの女子大生ですので」

　リアスと朱乃さんの言葉に母さんも小さく笑った。

「そうね、それもそうだわ。大学生だものね。高校とはまた違うでしょうし、準備は大切だわ」

　キャンパスライフ、か。まだ想像できないな。来年の今いま頃ごろになれば、俺もその辺わかるのかな。

「小こ猫ねこのところはどうなんだ？　誰だれが三者面談に来るんだ？」

　ゼノヴィアの問いに小猫ちゃんが、

「……私のところは」

　そう言いかけたところで黒歌が会話に乱入してくる。

「私が行くわ♪　だって、お姉ちゃんだもん」

「……来なくてもいいと言ったのですが、どうやら来る気まんまんでして」

　半眼で息を吐く小猫ちゃん。

　黒歌は妹の頭を撫なでながら言う。

「つれないわねぇ、白しろ音ねったら。任せておきなさい。私が『うちの子をどうぞよろしくお願いします♪』って誘ゆう惑わくしてあげるにゃ。内申書も安あん泰たいね」

「……うちのクラス、担任の先生は女性ですけど」

　じと目でそう答える小猫ちゃん。

「ありゃりゃ、それは困ったにゃん」

　言葉とは裏腹に黒歌は特に困った顔もせずに玉子焼きを口に放り込んでいた。

　ふーっと息を吐くリアスは、在校生を見み渡わたしながら総そう括かつするように言った。

「いろいろと考え込むことも多いでしょうけれど、進路相談もとても大事なことよ。件くだんのことは、自由登校でやることもない私と朱乃が受け持つから、あなたたちは学校での生活と将来のことを考えなさい。いいわね？」

『はい』

　リアスの年長者、上級生らしい一声に皆みんなも異口同音で返事をした。

　……進路相談、か。

　……脳のう裡りを、共に将来がんばろうと誓ちかい合ったレイヴェルの姿が過よぎるが……。こんな調子じゃ、精神が保もたない。いまはサーゼクスさま、アザゼル先生、リアスたちを信じるしかない。

　俺は頭を振ふったあとで、「おかわり！」と茶ちや碗わんを母さんに突つきだしたのだった。







　登校しようと玄げん関かんで靴くつを履はいていた俺にふと黒歌が近づいてきて、こう訊きいてくる。

「小こ鳥とりちゃんのこと、気になる？」

　小鳥ちゃん──レイヴェルのことだ。黒歌はよくレイヴェルをそう呼んでいる。

「……そりゃ、当然だろ。いますぐ探しに行きたいよ。でも──」

「元総そう督とくが、無事を信じろって言ったんでしょ？　あの元総督が言うなら、まあ、信じてあげていいんじゃないの？」

　俺の言葉を遮さえぎって、黒歌はそう言った。

　……こいつは、案外アザゼル先生のこと、信しん頼らいしているんだよな。だからこそ、朝食時、平常通りにしていたのだろう。……いや、あえてあのなかで普ふ通つうに過ごすことで場の空気を変えたかったのかもしれない。

　俺の隣となりで靴を履いた小猫ちゃんにも黒歌は言う。

「白音も小鳥ちゃんのこと、心配だろうけど、たまには大人を信用してあげなきゃダメよ？」

「……姉さまのことはたまに信用できません」

　妹の一言に黒歌は笑う。

「にゃはは、そう、『たまに』信用できないかもね」

　その表情はやさしげだった。妹との会話を、日常を、満まん喫きつしているという風だ。こいつ、いまが一番楽しいんじゃないかな。確かく執しつのあった大切な妹とこのような形とはいえ、再び同居して生活をしているのだから。

「黒歌さん、準備できました」

　そう報告しにきたルフェイが黒歌の横に並んだ。

　黒歌が言う。

「私とルフェイは、こちらのやり方で小鳥ちゃんを探してきてあげるわ。ま、いちおうというか。私も心配だからね。だから──」

　黒歌は俺と小猫ちゃんを抱だき寄よせて言った。

「あんたたちは心配せずに学生生活しておきなさい。きちんと進路相談しておかないと、小鳥ちゃんに怒おこられるわよ？」

　──っ。

　……思いも寄らない黒歌のやさしげな一言にグッときてしまった。小猫ちゃんもちょっとだけ目元が潤うるんでいた。

　そう、こいつの言う通りだ。ちゃんと進路相談しておかないと、レイヴェルが帰ってきたときに怒られそうだ。あのマネージャーはかわいい顔して結構厳しいもんな。

「ああ、言われなくとも」

「……ええ、その通りです」

　黒歌に笑顔でそう返す俺と小猫ちゃん。

　俺たちはレイヴェルたちの安否を気き遣づかいながらも、その日の生活を送っていった──。




　　　　─○●○─




　翌日の放課後──。

　その日は予定通り進路について相談──三者面談が行われる。生徒は順番が回ってくるまで学内で待機。部活がある者は、時間まで部活動をしていてもよしということになっている。

　とうの俺たちは旧校舎の部室で時間が来るまで待機中だった。いちおう、各部員の親おや御ごさんも旧校舎に集まることになっており、順番が来るまで部室で待つ手はずになっている。

　リアスと朱乃さんは卒業生のため、部室には来ておらず、レイヴェルの情報を探っているようだ。……俺たちも協力したいのは山々なのだが、いまは進路相談に集中しろと言われた以上、そのときが来るのを待つしかない。

　他愛たわいもない会話をしているなか、最初に姿を現したのは──。

「これは、皆みなさん。こんにちは。やあ、イリナちゃん」

　イリナのお父さんだった!?　マジか！　イギリスからはるばる来ちゃった!?

　これには娘むすめのイリナも仰ぎよう天てんしている様子だ。

「パパ!?　来てくれたの!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出すイリナ。事前の連れん絡らくもなしに急に現れたのだろう。……来るときぐらい、娘に報告すべきだと思うが、驚おどろかせたかったのかな？

　イリナのお父さんは朗ほがらかに笑う。

「ハハハハ、当然だろう。かわいい娘の将来の相談事だぞ？　パパ、お仕事サボッて来日しちゃったよ」

「もう、パパったら、ミカエルさまがお怒いかりになられるわよ!?」

　ぷんぷんとかわいく怒るイリナだが……まあ、これぐらいじゃミカエルさんが怒りはしないだろう。娘に怒られたイリナのお父さんは笑って誤ご魔ま化かす。

「まいったな。というのは冗じよう談だんで、日本にちょっとした用事があったものだから、こちらにも寄ることができたんだよ。いやしかし、天使な娘の怒った顔もまたいいものだ」

　相変わらずのイリナパパって感じだ。俺たちもイリナ親子の様子を微笑ほほえましく見守っていたのだが、ふいにイリナのお父さんが俺に歩み寄って、耳打ちしてくる。

（ところでイッセーくん）

（は、はい）

　イリナのお父さんは途と端たんにいやらしい顔つきで訊いてきた！

（あれは……使ってくれたかな？　どうだった？）

　──ッ！　あれ、とは……十中八九あの部屋のことだろう！　天界が開発した天使と異種族がエッチなことをしても大だい丈じよう夫ぶな部屋だ！　専用のドアノブをどの扉とびらでもいいので取りつけると、その不思議な部屋に入ることができる。

　ミカエルさんが直々にその謎なぞ部屋の開発に指示を出したというのだから、天界の考えることはよくわからない！

（い、いや、あ、あの……なんていいますか……）

　反応に困る俺！　いや、実際、あれを使ってくるイリナやゼノヴィアたちには当とう惑わくしているところもありまして……。普通に誘さそってくれればそりゃベッドにダイブしたいところだ。けど、この娘たちときたら、俺がトイレに立つときにトイレの扉にドアノブを設置したり、悪あく魔まの仕事でくたくたになっているところ、自室に戻もどろうとしたらご招待とか、こちらの都合も考えずに不意打ちで仕し掛かけてくるんだもの！

　逆に「いまなら別にあの部屋に行ってもいいかな……」ってスケベ心満まん載さいのときに限って、何もない！　何もないですよ！　タイミングおかしいだろって言いたい！　じゃあ、俺からお願いしますかというと、他の女子たちの目もあり、おいそれというわけにもいかずじまいだ！

　つまり、空気の読めないイリナ（＋ゼノヴィア）にとっては、宝の持もち腐ぐされになりかけているアイテムだった。最近じゃ、朱乃さんや黒歌が貸してくれとせがんでいるようだが……とりあえず、トイレのときは普通にやめてください。

（孫、期待しているからね！）

　などと、背中をポンと叩たたかれる俺だが……。いきなり、『孫』とか！　うちの両親と似ているっつーか、だからこそ家同士で交流あったんだろうなって思うよ。やっぱり、気が合ったのだろう。

「ちょっと、パパ！　イッセーくんと何を話しているの？」

　イリナは俺とお父さんのこそこそ話が気になったようだ。本来、娘に内ない緒しよにしてしかるべき会話だったのに、このおっさんときたら意い気き揚よう々ようと報告しだした！

「ハハハ、あの部屋の具合を聞いていたんだよ！」

　それを聞いて、一気に顔が紅こう潮ちようするイリナ！

「──ッ！　も、もう！　パパったら、娘とその幼おさな馴な染じみの前でそんなことを話題にしないでちょうだい！」

　一層ぷんすかと怒ったイリナだったが、とうのお父さんは──。

「怒ったイリナちゃんもかわいいなぁ」

　懲こりもせずに「ハハハ」と朗らかに笑うだけだった。

　……いやはや、毎度対応に困る親御さんだぜ。

　──と、これを見ていたゼノヴィアが楽しそうにしていた。

「ふふふ、イリナのところは相変わらずだね」

　生徒会の仕事がなかったり、少ないときは割と部室に顔を出すゼノヴィアだった。今日は進路相談のためか、生徒会長の仕事を早めに切り上げて待機室でもあるここで順番を待っていた。

「そういうゼノヴィアのところは、グリゼルダさんが来るんだろう？」

　そう訊く俺にゼノヴィアはうなずく。

「ああ、本来ならそうだろうが、シスターも忙いそがしい身の上だ。今日は私一人だけで──」

「一人で、何でしょうか？　ごきげんよう、ゼノヴィア」

　ちょうど、部室の扉を開いて入ってきたグリゼルダさん！　来ないものと思っていたのか、ゼノヴィアは仰天していた。

「シ、シシシ、シスター・グリゼルダ！　……き、来てくれたのか」

　ゼノヴィアのきょどった声こわ音ねと対応にグリゼルダさんも嘆なげくように息を吐はいていた。

「当たり前でしょう。あなたの保護者なんて私ぐらいなものでしょうし。さあ、あちらで三者面談の最終確認をしましょう」

　言うなり、シスターはゼノヴィアの腕うでを引いてソファのほうに連行していく。

「わ、私は別に確認するようなことなどないぞ。将来のことも大体決まっている」

「あなたの大体は大たい概がい大おお雑ざつ把ぱすぎて要領を得ない事こと柄がらばかりです。いいから、最終確認しますよ」

　有無を言わさぬ迫はく力りよくで、さすがのゼノヴィアも──、

「うぅ、シスターには敵わないな……」

　折れたようだった。ソファに座り、二人で先生に話す内容を再確認していた。

　保護者への対応にイリナ、ゼノヴィアも普ふ段だん見せない顔をしていて新しん鮮せんだ。他の部員は……俺とアーシアはうちの母さんが来るとして、小猫ちゃんは黒歌が保護者として来校する。木き場ばとギャスパーは誰だれなのだろうか？

「なあ、木場とギャスパーは誰が来るんだ？」

「僕のところは毎年グレモリー家から、それらしい見た目の使用人の方がいらっしゃるよ。ギャスパーくんも同じだったよね？」

　木場の問いかけにギャー助すけも「はい」と答えていた。

　あー、なるほどね。グレモリー家には多くの使用人が雇やとわれているから、探せば木場やギャスパーの身内に見えるヒトもいるかもね。

「ところで、トスカさん、元気か？」

　ふと、木場に先日再会できたかつての同志の生き残り──トスカさんのことを訊たずねてみた。トスカさんは時折兵ひよう藤どう家に遊びに来ては、日本のことをリアスやアーシア、小猫ちゃんに習っていた。

「うん、おかげさまでね。教会関係者ということで、生活面ではリー猫ちゃんを始め、アーシアさん、ゼノヴィア、イリナさんにお世話になっているよ」

　意外なことに木場やアーシア経由で出会った桐生きりゆうとも仲良くなってしまい、あいつから日々いろんなことを教えられているそうだが……エロエロな娘こにならぬよう、俺も目を光らせよう。

「ヴァレリーもトスカさんと打ち解け合えそうで安心してますぅ」

　ギャー助がそう言った。

　そっか、ヴァレリーとも仲良くなれるなら、上々じゃないか。新たな仲間たちが、平和にこの町で暮らしてくれるならそれが一番だ。

　コンコンとノックされる扉。

「……あの、ここでいいのかしら？」

　そうこうしているうちに部室にうちの母さんが現れて、俺とアーシアがなかに促うながしたのだった──。

　順番が回ってくる間、母さんとイリナのお父さんが息の合った親トークを展開して、俺とイリナの気き恥はずかしさったらなかったよ！







　三者面談が俺の番に回ってきた。

　アーシアが先に面談を済ませたあとでのことだ。

　……教室に担任の先生と俺と母さんの三人のみとなる。中学の頃ころから、この手の面談は苦手だ。いや、得意だなんて学生は皆かい無むだろう。普段、会ってほしくない大人（親と担任の教師）同士が、子供を挟はさんで面と向かうのだから──。しかも化け粧しようをした母親が学校に来るというのは、年とし頃ごろの男子にとってなんとも耐たえがたいことであり、クラスメイトや友人には絶対に見てほしくないもんさ！

　しんと静まりかえった室内で、俺と母さんが並び、対面の先生があいさつをしたあとにあれやこれやと学校での俺の態度や成績について触ふれていく。

　そして、開始から五分ぐらい経過して、本題である進路について話し合われる。

　担任の先生が言う。

「兵藤くんの希望進路先は、駒く王おう学園大学部への進学でしたね」

「はい」

　返事をする俺。そう、俺としてもまずは大学を出たいので、せっかく大学部もある駒王学園に入ったし、エスカレーター式で行けるなら行きたいと常々思っていた。……外の大学に行きたいってクラスメイトもいたが、俺は特にこれといって目指す大学もないので、評価も高い駒王学園の大学部に進学するつもりだ。

　これについて、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、木場（＋桐生、松まつ田だ、元もと浜はまも）たちも同様の意見だったようだ。つまり、大学部でも同じメンツが揃そろうわけだ。下の世代の進路も俺たちと変わらずというし、先に進学するリアスや朱乃さんを始め、二年後には大学部で皆みんなが再び揃いそうだ。大学で「オカルト研究サークル」ってのも悪くないかもね。

　目先の進学はそれでいいとしても担任の先生的にはさらに訊ききたいことがあるようだ。

「兵藤くんは、その先を何か決めているのかな？　お母さんと何か相談はしているのでしょうか？」

　これを受けて母さんは当惑した様子で頰ほおに手を当てていた。

「……いえ、まだ私や夫には何も──」

　あー、そっか……。大学に行くとは言っていたものの、その先は話してなかったか。

　俺は頰を指でかきながら先生と母さんに向けて言った。

「あ、えーと……いちおう、リアス……部長、でもなくて、リアス・グレモリー先せん輩ぱいのお父さんが経営している……」

　この場合はなんていうんだ？　将来は悪魔稼業ですと正直に話せるわけないし、グレモリーの関連企き業ぎようでいいのかな？　冥めい界かいだけじゃなくて、人間界にも事業を広げているのは確かだし。

「先輩のお父さんが広げている事業がありまして、大学卒業後はその関連企業に勤めたいかなと」

　俺の一声に先生も興味深そうにしていた。

「グレモリーさんの？　兵藤くんはオカルト研究部でしたね」

　すると先生は「ああ、なるほど」と合点していた。リアスは学内でも有名人だし、この学校自体がグレモリーに関係したものだもんな。グレモリーの名前を出せば、教師も得とく心しんするものがあるだろう。

「そういえば、グレモリーさんはアルジェントさんたちと同様に兵藤くんのお家うちでホームステイしているんでしたね。では、グレモリーさんの親御さんとも兵藤くんと言いますか、兵藤さんは交流があるのですか？」

　これに母さんが答える。

「え、ええ。グレモリーさんは度たび々たび我が家やを訪問されるといいますか、家自体も事業の一いつ環かんとやらでリホームしてくださいまして……何かと一家でお世話になっております」

　本当、一家でお世話になりっぱなしですよ。あの大規模な家のリホームといい、その後のフォローといい、申し訳なく感じるほどだ……。

　先生がさらに質問してくる。

「そうなりますと、それ経由で兵藤くんはグレモリーさんのお家の会社に勤めたいということですか？　その辺もあちらとすでに話されているとか？」

「あ、はい。たぶん、あちらの親御さんもわかってくれているかなーと」

　俺はそう答えるが……多分、わかってくれていると思う。リアスの眷けん属ぞくなら、ある程度の受け入れ態勢が現時点であったはず。夏休み、冥界に行くときに眷属が持てる領土についても言げん及きゆうされたしな。

　母さんが俺に訊いてくる。

「確か、各国で旅行代理店やホテル経営もされているのよね？　日本でも東京や京都、大阪とか都市部にグループが運営しているホテルがあるって聞いたわ。あと、キャラクタービジネスにも力を入れてるってこの間リアスさんも言っていたかしら」

「か、母さん、詳くわしいね」

　京都にホテルがあるぐらいだしな。……キャラクタービジネスは俺関連だろうけど。

　母さんは俺の言葉を受けてこう答える。

「ほら、一学期の頃、授業参観あったでしょ？　あのときにあちらのお父さんとお兄さんが来たじゃないの」

　あー、あったあった。一学期の終おわり頃ごろにあったアレね。授業のお題がなぜか粘ねん土どをこねることだった。あのとき、授業参観が終わったあと、リアスのお父さんとサーゼクスさまがうちの両親と出会って話し込んでたよ。我が家にも来られたしな。

「じゃあ、そのときにリアス……先輩の親おや御ごさんから何か説明受けたってこと？」

「ええ、そうよ。『ゆくゆくは息子むすこさんを預かりたい』と言われたわ。こちらとしては願ってもないことだったものだから……じゃあ、あれはあんたの希望でも良かったのね？　まだ正面からその辺教えてもらってなかったからどうなのかハッキリしてほしかったのよ」

　確認するように訊いてくる母さん。

　そっか、あちら側からそう言われていたのか。リアスの眷属として生きるのは当然なんだけど、あらためてグレモリー家からご厚意の一言をいただいていると感無量になるね。本当、最良の上級悪あく魔まだよな、グレモリー！

　けど、グレモリー家から厚意をいただいている上で、俺の意思を確認、尊重しようとしてくれていたうちの両親にも頭が下がる思いだ……。父さんも母さんも俺がもしかしたら他の道を選ぶかもしれないと思っていたんだろうな。

　……あんま、両親に心配かけたくはないさ。ただでさえ、俺は──今の正体を隠かくしているのだから。

　俺はひとつうなずき、母さんと先生に言う。

「まあ、そういうことなんですよね。大学卒業後は、先輩のお父さんの会社に就職しようかなと。ただ、他にも夢がありまして……将来、グレモリーの会社から独立して……自分だけの会社を起こしたいんです」

　そうだ、俺のさらに先の夢は──リアスから独立して、自分だけの眷属を持ち、悪魔稼か業ぎようをしながら、レーティングゲームに参加すること！　つーか、永遠に近い生なら、全部やらなきゃ損だって、年長の悪魔の方々もおっしゃってた！　目標は高く、夢や野望は多く持って突つき進すすむ！

　俺はいまの思いをその場で吐はき出した。……むろん、悪魔関係ってことはうまく誤ご魔ま化かしてだが。

「グレモリーの関連企業になってしまうかもしれませんが、それでも自分だけの会社は持ちたいというか、自分が思い描えがいた経営をしてみたいんですよね。この町で会社を起こしてもいいし、先輩の祖国で経営を初めてもいいのかなーって」

　駒王町をスタートにするのもいいかなって思っていたんだよね。その際、主あるじであるリアスとの縄なわ張ばりの重ちよう複ふくはどうしたらいいか、その辺りはどうなるのか説明を受けないといけないけど。

　大雑把ながら現時点で思い描いていることを口にした俺だったが……隣となりの母さんはというと、きょとんとしている様子だった。

「……あんた、そこまで考えていたの？」

　俺の口にしたことが、信じられない、予想外だったと言わんばかりの反応だった。

「え？　ああ、まあね。自分の将来だし、それなりのビジョンがないとダメじゃないかなーって」

　と言っておく俺だったが……。そうか、母さんや父さんにこういうの一切言ってなかったから、驚おどろいているのかもな。

　これでもいちおう夢ぐらいは抱いだいているのですよ。

　ハーレム王って夢が第一だけど、それをここで言えるわけねぇだろうしな！　絶対に母さんに頭叩たたかれて、先生に呆あきれられるに決まってる！

　担任の先生が、微笑ほほえみを浮うかべながら母さんに言った。

「お母さん、息子さん、一いつ誠せいくんはクラスでも意外と面めん倒どう見みがいいと評判なんですよ？　特に外国からの転校生であるアルジェントさん、紫し藤どうさん、クァルタさんの面めん倒どうをよく見ています。私もいつも見かけてます。簡単そうでなかなかできることではありません。学校を通じての異文化交流に関しては、一誠くんに訊いたほうが早いんじゃないかと教員たちの間でも言われるほどです」

　……いつも学内での評価が芳かんばしくないせいか、褒ほめられるとこそばゆくなるもんだ。

　最近、女子たちの評価も変わりつつあるらしいけどね。木場が……俺のことをフォローする発言を女子にしているそうで、彼女たちのなかで見方が変化してきたとのこと。持つべきものは、ダチだよな！　松田や元浜じゃできないことをやってくれる！　イケメン補正ってこういうとき最高だな、木場！　ありがとうよ！

　──と、褒めてくれていた先生がため息交じりにこう付け加える。

「ただ、ちょっとスケベすぎるのは問題かと。女子生徒からも苦情が届くほどでして……」

「申し訳ございません！　申し訳ございません！　ほら、イッセー！　あなたも謝りなさい！」

　母さんったら、それを受けて俺の頭を押さえて下げるようにしてきた！

　うーん！　それを言われてしまうと、さすがに謝るしかない！

「ス、スケベですみませんっ！」

　多感な時期で申し訳ございませんでした！

　こうして、恥はずかしかったり、熱く語ったり、謝ったりの三者面談は終わっていく。

　けど、俺はその将来の夢を──アーシアやゼノヴィア、そしてレイヴェルと共に進みたいんだ。だから、レイヴェル……。無事でいてくれよな。







　その日の夕食──。

「っかぁぁぁぁっ！　こんなにうまい酒は久しぶりだっ！」

　夕飯の席で、父さんが嬉き々きとして酒を口にしていた。三者面談の様子を母さんから聞いた父さんは、俺が語った将来にえらく感動したようで終始ご機き嫌げんだった。

　喜んでいたと思ったら、今度は突とつ然ぜん男泣きし始める。

「ううぅっ！　あのイッセーが、性せい欲よくしか取とり柄えのないと思っていた息子が！　まさか、そこまで将来のことを考えていたとは……っ！」

　……は、恥ずかしいな、酒の肴さかなが俺だもん。他の女性陣じんもいるんだから、親のこんな姿は見せたくないもんだ。皆、微笑ましそうに見ているけど……。

　母さんが父さんの言葉を受けて、感かん慨がい深ぶかくしていた。

「まったくね。私も驚いたわ。グレモリーさんから、うちのイッセーを大学卒業後に関連企業のほうで引き取りたいとおっしゃっていただいただけでも舞まい上がったというのに、その先のことまで考えているなんて……母さんもあの場で泣きそうになったわ」

　ああああああ、目元を拭ぬぐいだしたよ！　ちょっとちょっと！　恥ずかしいから、マジで止やめてくれよっ！

「……大げさだよ。今時の高校生は、ちったぁ先のことまで考えるもんだぜ？」

　──と、恥ずかしげに言う俺だったが、とうの父さんも、あげく母さんまで楽しげにしていた。

　父さんがその場でコップを掲かかげて母さんに言う。

「ええいっ！　今日は祝い酒だっ！　母さん！　この間、サーゼクスさんから送っていただいた高いお酒、あれを持ってきておくれっ！」

「はいはい、わかりましたよ。まったく、年とし甲が斐いもなくはしゃいで」

　酒を取りにキッチンに行く母さん。

　……あー、あー、もう勝手にしておくれ！　ったく、俺のことでこんなにもはしゃげるものかね？　親ってのは子にはわからんものだな……。ただ将来のことをあらためて口にしただけじゃないか。

　隣の席にいるリアスが俺に言う。

「イッセー、あなた、ご両親に将来のことを話していなかったのね」

「え？　ま、まあ、こういうときに話せばいいかなーって思ってたもんだから……」

　悪魔に転生してから、いろいろありすぎたせいもあり、なかなか言い出しづらかったんだよね。タイミングが見つからなかったといいますか。まあ、この将来の目標自体も転生後に抱いたものだから、去年の俺と意識がまるで違ちがっていて当然だ。

　去年は漠ばく然ぜんと「とりあえず、大学進学」程度の認識だったからな、将来のこと。両親もそのことは知っていて、最新の情報もそれだったのだろう。

　ロスヴァイセさんが真しん剣けんな表情で俺に注意をくれる。

「ダメですよ？　将来のことはご家族ときちんと話すべきです。ちゃんと話し合わないと理解を得られない場合があったとき、大変なことになりますよ？　二年生のこの時期に家庭内での進路の話し合いが決まってなかったら、ご家族も学校もイッセーくんだって、困ることになります」

　教師らしいお言葉ですな……。

　この一言に俺も反論できない。まったくもってロスヴァイセさんのおっしゃる通りでございます。……転生してからいろいろあったとはいえ、家族との会話を少しだけないがしろにしていたかもしれないな……。

　ロスヴァイセさんの一声にゼノヴィアを始め、皆みんなが感かん銘めいを受けていた。

「さすが、駒王学園の教師だ」

　小猫ちゃんもうんとうなずく。

「……たまに教師なことを忘れてしまいますが、さすがです」

　うん、本当、さすが教師です。

　頰ほおを赤く染めるロスヴァイセさんは小さく咳せき払ばらいしたあとに続ける。

「ここにいるほぼ全員は大学卒業後、グレモリー関連の企き業ぎように就職するのではないか？　と予想されてもいるので教員のなかでは『グレモリー内定枠わく』と言われているほどです」

　へー、そんな風に言われているのか。『グレモリー内定枠』ね。じゃあ、ここにいるメンツで駒王学園に通っている者はほぼそれに属するんだろうな。違うのは教会所属のイリナぐらいか。

「ちなみに『シトリー内定枠』もあるのよ？」

　──と、リアスが付け加えてくれた。あ、シトリー眷けん属ぞくのメンバーね。ソーナ元会長もお金持ちとして、先生たちも知っているだろうしな。

　そう学内の情報に思いを馳はせていたとき、うちの父さんが泣きながらリアスの手を取っていた！　リアスにひたすら頭を下げて、こう言い始める！

「イッセーだけじゃなく、アーシアちゃんもグレモリーさんのところの関連企業からお誘さそいがあるようだし、うちの子供たちは将来が安あん泰たいだ！　本当にグレモリーさんには頭が下がる思いだよ！　ありがとう、リアスさんっ！」

　ああああああああ、チョー酔よっ払ぱらってリアスに絡からみ始めやがった！　うわああああ、なんてことだよ！　まったく！

　リアスも驚きながらも笑顔で冷静にこう返す。

「いえ、うちとしましても、貴重な人材は早いうちに確保してこそだと思っておりますので。その点ではイッセーもアーシアも将来に期待できる人材だと父も兄も判断しているようですわ」

「うぅ、なんてありがたい！　心強い！」

「うちのイッセーがリアスさんに拾ってもらってからというもの、本当に我が家は安泰だわっ！」

　リアスの一言に父さんも母さんもただただ喜びの涙なみだを流していた。

　話題に出されたのか、アーシアも反応に困っていたが……。俺に至っては、もう言葉もなく、顔を手で覆おおっていた。

　……うん、きっと、この土ど壇たん場ばで両親に将来を語ったから、反動も大きかったのだろう。今度から、定期的に報告しようと思う。こんな調子じゃ、俺の心が保もたないもの！

　子供には子供の事情があるんだよ？　という言葉を飲み込んで俺は皆と夕食を続けたのだった。







　俺にとって恥ずかしさ満まん載さいの夕食も終わり、それぞれの夜を過ごすという時間になった頃ころだ。レイヴェルの安否報告も届かず、俺は入浴後リビングで時間を潰つぶしたあと、二階に上がった。

　……上がった通路の端はしで大きめの段ボール箱が置かれていることに気づいた。

「……なんだ、この箱。誰だれのだ？　つーか、こんなのここにあったっけ？」

　近寄ってみるが……ギャスパーが中に入っているのか？　まあ、こんなのに入るとしたら奴やつぐらいなものだが、何な故ぜ俺の部屋の近くでこれに隠かくれているのか。

　訝いぶかしげに思いながら、俺は箱を開けてみると──。

「…………」

　中にいた金きん髪ぱつ美女と目が合ってしまった。三角座りでちょこんと収納された──ヴァレリーだったっ！

　赤い双そう眸ぼうが俺を捉とらえて、ニッコリと笑った。

「あ、ごきげんよう」

「ヴァ、ヴァ、ヴァレリーィィィィッ!?」

　廊ろう下かに響ひびき渡わたるほどの素すっ頓とん狂きような声をあげる俺！　当然だ！　通路の端はじっこに段ボール箱が無造作に置かれてて、中にいるのはどうせギャスパーだろうと見てみれば、予想外のヴァレリーなんだもの！

「はい、私です」

　すっくと立ち上がり、箱から出てくるヴァレリー。

　先日、教会の戦士が起こしたクーデターを鎮ちん圧あつした功績として、俺たちは教会のお偉えらいさん方から本物の聖せい杯はいの欠片かけらを譲ゆずっていただいた。

　それを加工してペンダントにしたアザゼル先生は、ヴァレリーに授けることで、限定的にとはいえ、彼女の意識を戻もどすことに成功したのだ。

　吸きゆう血けつ鬼きとのハーフだったためか、意識回復後すぐにベッドから起き上がれるほどに動けたようだが……。さすがに予後の経過は慎しん重ちように見たほうがいいと、行動は制限されていると聞いていた。

　……けど、まさか、俺の家に来ていて、しかも段ボール箱の中に入っているだなんて思ってもみなかった。

「ど、どうして、こんな箱に……？」

　そう訊きくしかない俺だ。起き上がったばかりとはいえ、やんちゃすぎるだろう！

　ヴァレリーは心配している俺をよそにニコニコと楽しげだった。
















「ギャスパーの真ま似ねをしているところなの。この箱に入るとギャスパーは落ち着くそうだから、私も入ってみようと思って」

　……そ、そうなのか。あいつめ、起き上がって日本で暮らし始めたばかりの恩人になんてものを紹しよう介かいしている！　いや、ヴァレリーのほうがギャスパーにこれを訊いたのかもしれないが！

「……はぁ、まあいいか。それで、調子はどうです？」

　息を吐ついて、そう訊く俺。

　ヴァレリーは相変わらずのほほんとした口調で言う。

「ええ、おかげさまで転移魔ま方ほう陣じん経由とはいえ、こちらのお家まで来ることができるようになったわ。今日はギャスパーと共にお邪じや魔まさせてもらっています」

　まあ、直接歩くにはまだ辛つらいだろうな。魔方陣で移動したほうが懸けん命めいだ。つーか、ギャー助もここに来ているのか。

「ギャスパーは小猫さんと一いつ緒しよにレイヴェルさんという子のために学校で習ったことをノートに書いているみたいよ？　私は邪魔をしてはいけないと思ってひとりでお家を見て回ろうかなって」

　ヴァレリーがそう言った。

　あー、ギャスパーと小猫ちゃんは、学校に出られないレイヴェルのためにノートを……。

　まったく、友達想いの後こう輩はいたちだよ。

　ふいにヴァレリーは廊下のあらぬ方向に視線を向けつつも、首を傾かしげながら言った。

「そういえば、『皆』の声は聞こえなくなってしまったのよね……。不思議だわ」

　──っ。

　……『皆』とは、彼女の体に宿る神器セイクリツド・ギアの聖杯が起こす副作用だ。この世あらざる者たちが、彼女には見えてしまい、その声も届いてしまう。本来、見ても聞いてもいけない者だと先生は言っていた。まともに接せつ触しよくし続ければ、精神がイカレてしまう──と。以前出会ったヴァレリーはその者たちと触ふれすぎてしまったばかりに心を壊こわしてしまっていた。

　いまの彼女は、内に眠ねむる聖杯を使用していないことと、本物の聖杯で作ったペンダントを首にかけているおかげか、吸血鬼の国で会った頃よりも意識がハッキリしていた。

　こういうことは、あえて追及しないほうがいいだろう。俺は会話の流れを変えて、笑顔で訊く。

「生活で不都合はありますか？　言ってくれたら、皆で対処しますし」

「……えーと、そうねぇ」

　あごに指を当てながら、考え込む彼女だったが──。

「特にないかも。──ギャスパーがいてくれるから、寂さびしくないわ」

　ハッキリと笑顔でそう答えてくれた。

　……そっか、ギャー助がいれば、寂しくないよな。ようやく、二人は安住の地を得たのだから。せっかく、目を覚ましたんだから、これからはあいつと共に楽しく過ごさなきゃ噓うそだ。

　ヴァレリーは両手をポンと合わせてこうも言ってくれた。

「あと、皆みなさんもいらっしゃるので楽しいわ、夢のよう……」

　そう言ってくれると、うれしいもんだ。ツェペシュ派の国に赴おもむいてまで戦ったかいがあったってもんだ。そうだな、俺たちもヴァレリーと楽しく過ごさなきゃいけないよな！　皆、仲良く平和に暮らせればそれだけで十分に──。

　ふと、安否の知れないレイヴェルが脳のう裡りを過よぎって、ちょっとだけ寂しくなるが、それを察したのか、読んだのか、ヴァレリーがこう口にする。

「──レイヴェル・フェニックスさん」

　ヴァレリーは天てん井じようを見上げて続ける。

「レイヴェルさんって方とそのお兄さまのライザーさんって方、たぶん、生きているわ。それにすぐに会えると思うの」

　どこを見つめているのか、どこに意識を向けているのか、ヴァレリーは何かを感じたかのようにそう口にしたのだ。

「……どうして、そう思うんですか？」

　問う俺にヴァレリーは、ちょっとだけ当とう惑わくした表情を浮うかべていた。

「……うまく言葉にできないのだけれど、そういうのがわかるとしか……」

　……なるほど、他者がそう言ったところで信しん憑ぴよう性せいの有無は知れないが、生命を司つかさどるという聖杯を内に宿したヴァレリーが言うのであれば、強く信じたくなる。

「ありがとうございます。なんだか、少しだけ救われた気がします」

　礼を口にする俺。本当、不安ばかりだったから、ヴァレリーの一言には救われた気分だよ。

　ヴァレリーは変わらずニコリと笑う。

「そんな……逆にお礼を言いたいのはこちらかなって。──ギャスパーやあなたたちともう一度会えた。心から感謝しています。ありがとう」

　素敵な笑顔を見せてくれたヴァレリー・ツェペシュ。

「あー、ヴァレリー！　ここにいた！　ダメだよ、小猫ちゃんの部屋から出ちゃ！　まだ予後の様子を見ているところなんだから！」

　慌あわてながら階段を降りてきたのはギャスパーだった。

　どうやら、ヴァレリーが部屋からいなくなったことに気づいて慌てて探したのだろう。ギャスパーったら、ことヴァレリーに関してはいつものおどおどした態度から、ハキハキとした男の子らしくなるんだよな。

「動くときは僕と一緒って言ったでしょ！」

「うふふ、ギャスパーは厳しいわ」

　ほらね。なんとも頼たのもしいギャー助だ。守るべき女の子ができた男ってのは、どこまでも強くなれると思うんだよね。

　二人の様子に俺は心底癒いやされてしまった。

　そして、先ほどのヴァレリーの発言が、その後予言のごとく的中していく。




　　　　─○●○─




　翌日の昼──。

　オカ研の部室に緊きん急きゆうで集められた『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバー。

　アザゼル先生が、俺たちを見み渡わたすようにして言った。

「確認が取れたぞ」

「じゃ、じゃあ、先生！」

　前のめりに問う俺に先生はこう告げてきた。

「──ライザー・フェニックスとレイヴェルの無事が確認できた。命に別状はないそうだ」

　──ッッ！

　……言葉もなかった。無言で、俺は目を潤うるませてしまった。ハラハラとしていた心情が一気に落ち着き、晴れていくのがわかった。

　見れば俺と同様にレイヴェルたちのことを心配していた仲間たちが安あん堵どの息を漏もらしていた。

「小猫ちゃん、レイヴェルさん無事だって！　よかったよぉおおおおっ！」

「うん。うん！　よかった！　ギャーくん、やったね。──もう心配ばかりかけて、レイヴェルのバカ！　バカ……っ！」

　同じ一年生組であるギャスパーと小猫ちゃんに至っては泣きながら抱だき合あっていた。

　先生は俺たちが一いつ旦たん落ち着いたあとでこう付け加える。

「彼らの身み柄がらを確保したのは──魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブだ」

　一波乱はありそうだった。







　　　Parents.







　夜──。

　アザゼルの報告を終えたあと、『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーは一旦解散となった。

　後日、ライザー、レイヴェル・フェニックス兄妹きようだいの身柄を受うけ渡わたしてもらうため、件くだんの魔王アジュカ・ベルゼブブと出会うこととなる。

　アーシアと共に地下の大浴場で汗あせを流したリアスは、一階への階段を上りながらアーシアと話し込んでいた。

「レイヴェルさんやライザーさんがご無事で本当によかったです」

　ホッと胸をなで下ろすアーシア。レイヴェルのことも、ライザーのことさえも心配していたやさしい少女。リアスにとって、自じ慢まんのかわいい妹だった。

　リアスも微笑みながらこう返す。

「ええ、本当にね。お兄さまやアザゼルのことを信しん頼らいしていたけれど、……それでも、もしものことがあったらと……ちょっとだけ覚かく悟ごしていて、怖こわかったわ」

　そう、もしかしたら……。

　この世に絶対などない。それはわかっている。現に英えい雄ゆう派との戦いで、リアスにとって最愛のヒト──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは一度肉体を失っているのだから。当時の状じよう況きようを顧かえりみると生きていたのが奇き跡せきなほどだった。本来だったら、死んで当然の出来事があのとき起きた。

　そして、それは再び起こりえる現状だ。ライザーとレイヴェルに最悪の結末があってもおかしくないのである。

　しかしながら、彼らの吉きつ報ぽうは本当に喜ばしいことだった。

　ライザーとは、いずれレーティングゲームのプロの世界で正式に決着をつけたいと思っているのだから──。

　レイヴェルにしても、イッセーの優ゆう秀しゆうなマネージャーとして全ぜん幅ぷくの信頼を寄せている。レイヴェルなしでイッセーの抱いだく夢と野望は真っ直ぐに突つき進すすめないだろう。

　いったい、なぜ、魔王アジュカ・ベルゼブブのもとに二人がいるのか？　話では、この情報はシークレットのようで、極少数の者たちにしか伝えられていない。一部の上役悪あく魔まにさえ開示されていないものだ。

　それに気になることはもうひとつある。

　──王者ディハウザー・ベリアルの行方ゆくえだ。

　フェニックス兄妹と共に消息不明となった皇帝エンペラーベリアル。どうして、ライザーたちだけ、消息がつかめたのか？　ディハウザー・ベリアルの行方はどうなっているのか？

　……謎なぞはまだ解明できずにいる。ただ、リアスの心中には不安が影を落としていた。この不安が大たい抵てい悪いほうに向かうのを彼女は知っている。英雄派の曹そう操そうが召しよう喚かんしたサマエルを見たとき、ツェペシュ派のもとに行くとき、言い知れないものを感じ取り、その結果も惨さん烈れつたるものであった。

　だからこそ、嫌いやな予感がしてならない──。

　一階に上がり、冷蔵庫のなかにあるアイスを湯上がりに食べようとリアスとアーシアがリビングに姿を現したときだ。

「あら、リアスさんにアーシアちゃんじゃないの」

　イッセーの母が、リビングで何やらいろいろとテーブルの上に展開していた。

「ちょうど、お風ふ呂ろに入ってきたところでして。ところでお義か母あさまは、何をされていたのですか？」

　リアスとアーシアが訝いぶかしげに近づいてみると──。

「私？　うふふ、これよ」

　イッセーの母が、一冊取り上げて広げて見せてくれた。

「……まあ、アルバム」

　そう、イッセーの母がリビングのテーブルに展開していたのは、数多くのアルバムだった。広げて見せてくれたものは、幼い頃ころのイッセーの写真が収まっていた。

「ええ、イッセーのね。ほら、以前にもこういうの見せたことあったかもしれないわね」

　コカビエル襲しゆう撃げき事件の前にイッセーの部屋でアルバムを見たことがあった。あのときは、ついつい興奮して見入ったものだ。

　リアスとアーシアはソファに腰こしをおろすと、それぞれアルバムを手に取ってイッセーの赤せき裸ら々らな思い出を再び拝見することとなった。

　以前は夢中になりすぎてわからなかったが、アルバムの写真は事あるごとに撮とられていたようで、『イッセー、初めての○○』というタイトルで収まっているものばかりだった。

「……本当にひとつひとつ成長を記録されていらっしゃるのですね」

　微笑を浮かべながらそう漏らすリアス。

　イッセーの母もやさしい笑みを浮かべながら言う。

「……ひとり息子だもの。なんだかんだ言って、私にとってもあの人にとってもかわいい子供なのよ。だからかしら、たまにね、赤ちゃんの頃から最近の写真まで見たくなるの。あの頃はかわいかったなぁって思ってしまうわ」

　イッセーの母の冗じよう談だん交じりな一言にリアスとアーシアも微笑ましく感じた。

　──イッセーは両親に愛されている。

　いまのイッセーの母の微笑みからも、この数多くのアルバムからも、彼がどれだけ愛され、大切にされてきたかがわかった。

　ふと、イッセーの母が、とあるアルバムの一枚を見て手が止まった。

「あー、これ」

　イッセーの母が指さす写真にリアスとアーシアも視線を落とす。

　小学校に入学したての頃のイッセーだ。サイズの合っていない釣つり竿ざおを誇ほこらしげに構えている一枚。

「これが……何か？」

　問うリアスにイッセーの母が言う。

「これね。うちの人が当時一番大事にしていた釣り竿よ。お父さんね、釣りが趣しゆ味みなの。イッセーにも教えていたのよ。最近、あまり行けてないんだけれど、若い頃やイッセーが小さい頃はよく川にも海にも行ったものだわ」

　……初めて聞く話だった。イッセーが釣りをしていたなんて。修行中に釣りをして食料を確保していたのは知っていたが……。

　イッセーの母が続ける。

「イッセーも幼い頃は父親の影えい響きようで釣りをしていたものだけれど、ある日ぴったりとやめてしまったのよね」

「何かあったのですか？」

　アーシアの問いにイッセーの母は苦笑する。

「この写真の釣り竿をね、イッセーが壊こわしちゃったのよ」

　イッセーの母が語ったのは──イッセーの幼い頃の苦い思い出だ。

「海釣りのときに休きゆう憩けいをしていたら、イッセーがお父さんの釣り竿を勝手に持ち出してひとりで始めちゃったのよね。本人は、お父さんの釣り竿に憧あこがれていたし、その竿で大きな魚を釣って褒ほめてもらいたかったんでしょうけど……使い方を誤ってポッキリいっちゃったわ。あの人は酷ひどく落らく胆たんして、イッセーも号泣しながら謝って、もう大変で」

　……子供の頃、誰だれしも経験するであろう苦い失敗だ。リアス自身も幼い頃、両親に褒めてもらおうと無茶をして、結果的に困らせてしまったことがある。ふいに幼少時の思い出がフラッシュバックして、他ひ人と事ごとのようには思えなかった。

　イッセーの母は、寂さみしげな表情で続ける。

「お父さんはイッセーを一言注意しただけですぐに許したわ。でも、イッセーは……それ以来釣りを自主的にしなくなったわね。許せなかったんでしょうね。自分自身が。あの子、そういう子よ。相手が悲しんだり、自分も悲しかったりすると、謝ってもずーっと引きずるの」

「……そのイッセーさんのこと、なんだか、わかる気がします」

　しんみりとした様子でそう言うアーシア。

　……それは、リアスも同意できることだ。彼は、イッセーは、そういうところがある。悲劇が起こると、彼に責任が一切なくとも、彼は──抱かかえ込んでしまう。

　──あのとき、自分がこうしていれば、ああしていれば、と横で見ていてこちらまで辛つらくなるほど、彼は猛もう省せいしてしまう。

　イッセーは、アーシアのことをいまだに引きずっているだろう。

　自分が強ければ、アーシアを死なせることはなかった──と。

　だが、それがいまの彼をここまで強くさせた。

　リアスの心中を察するかのようにイッセーの母が訊きいてくる。

「……あの子、アーシアちゃんを悲しませたこと、あるんじゃないの？　いえ、あの子に限ってアーシアちゃんを泣かすことなんて絶対にしないでしょうけど、それでもアーシアちゃんをどこか助けられず、悲しませたことがあるように思えてね」

　──っ。

　……リアスは、言葉もなかった。この方は、イッセーのことをきちんと見ている、理解しているのだ。イッセーの母の、いや、母親の観察眼というものには敵わないと感じてしまう。

「……わかるんですか？」

　訊くアーシアにイッセーの母はニッコリと笑みを作る。

「わかるわよ。親だもの。イッセー、アーシアちゃんにとても過保護だものね。きっと、あの子自身、許せなかったことがあって、ずーっと心に残っているんでしょう」

　イッセーの母はイッセーの、自分たちの正体を知らない。でも、日々の変化を感じ取っているのだ。それが母親というものなのだろう。

　……いずれ、隠かくせないときが来ると、このときリアスは覚悟を抱いた。

　イッセーの母が言う。

「イッセーが釣りを趣味にしなくなったのもきっとそれと似ているの。あのときの自分をきっと許せないのね」

　イッセーの母が指を一本だけ立てた。

「ひとつだけ、イッセーの癖くせがあって、それは子供の頃から変わらないわ」

「どのような癖ですか？」

　リアスが訊くと、イッセーの母はアルバムに映る幼い頃の彼に視線を落としながら言った。

「自分で悪いことしたな、自分を許せないなってことが起きたり、そのことに触ふれると必ず謝るの。そのときの表情が同じでね。見ればすぐにわかるわ。お父さんもイッセーのその癖のこと、知っているみたい。すぐに顔に出るもの、あの子」

　……確かに彼は「ごめん」「悪い」「わりぃ」と自分からきちんと謝る。そのときの表情がすべて一いつ致ちするかまではさすがのリアスも思い出せなかったが……。

　イッセーの母はリアスとアーシアの手を取り、真しん剣けんな表情で訴うつたえる。

「……リアスさん、アーシアちゃん。こんなときに言うのもなんだけれど、言わせてちょうだい。──イッセーのこと、よろしくね。スケベでバカだけど、誠実であろうと思う心だけは確かだと思うから」

「はい、お義母さま」

「はい、お母さん」

　──二人の娘むすめは母の手に自身の手を重ねて、こくりとひとつうなずいたのだった。







　　　Life.2　饗きよう宴えんの真実







　次の日──。

　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは朝から、ある場所にアーシアと共に来ていた。

　駒く王おう町の地下にある広大な空間だ。ドーム状に広がる空くう洞どうは厳重に結界などが敷しかれており、その中央には大きな丸い物体──ドラゴンのたまごがあった。

　このたまごは、教会の戦士たちとの一戦前にタンニーンのおっさんから任された希少種のドラゴン──『虹龍スペクター・ドラゴン』のものだ。冥めい界かいに移り住んでいる『虹龍スペクター・ドラゴン』だが、たまごの孵ふ化かに冥界の空気はよくないようで、人間界のこの町にある地下空間にたまごを置くことになった。

　それからは駒王町にいる『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーで順番に様子を見に来ていた。今日は、俺の番だったのだが、アーシアもついてきてくれた。

　それとは別にここに訪れている者を見て、俺は顔かおを綻ほころばせていた。

「しっかし、おまえがたまごの面めん倒どうを見ているなんてな」

　俺の視線の先には、大きなたまごを抱だきかかえピッタリと寄より添そったオーフィスの姿だった。

「我、子育てしたことない。興きよう味み津しん々しん」

　そう、順番で見回っている俺たちの他にこのオーフィスが毎日ここに来ているというのだ。どうにも「たまご」「孵化」「ドラゴン」というキーワードが重なり、物もの凄すごく興味が引かれているそうだ。随ずい分ぶんと永く生きてきたのに、オーフィスはたまごからドラゴンが生まれるというのを見たことがなかったという。いい機会だから見たいそうだ。

　……とはいえ、親鳥のごとく、抱えなくてもな……。なんとも微笑ほほえましいというか、かわいい行動と思えた。

「ひっひっふー」

　誰に習ったか知らないが、龍りゆう神じんさまがラマーズ法しているよ……。というより、それ人間の妊にん婦ぷがやるもので、卵生の生物がやるものではないんじゃないかな。ていうか、すでにたまご自体は生まれていますからね！

　……レイヴェルとライザーの身み柄がらをアジュカ・ベルゼブブさまから受うけ渡わたしてもらうのは二日後だ。無事が確認できたとはいえ、現ベルゼブブさまにもいろいろと体てい裁さい、都合があるようで引き渡しにも細心の注意を払はらうためにその日取りとなったのだ。

　……政治が絡からんでいるってことかな。どうやら、レイヴェルたちはとんでもないことに巻き込まれていそうだ……。

「…………」

　実は、この空間にはもう一名、来訪者がいた。

　少し離はなれた位置で座り込み、オーフィスにジーッと視線を送り続ける黒いコートの男性。信じられないことに、邪じや龍りゆうクロウ・クルワッハがそこにいるのである！

　なんでもオーフィスがここを訪れるのを知った奴やつは、何度かオーフィスの行動を観察するために足を運んでいるそうだ。

　タンニーンのおっさん経由での来訪なのだが、それでも相手は一度敵対した邪龍だ。……極悪なドラゴンではないそうだが……怖こわいよね。話しかけづらいので、こちらからアクションすることは止やめている。タンニーンのおっさんには全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せているけど、だからといってこいつとはまだ打ち解け合えないというか……。

　──と、思っていたら、アーシアちゃんが近づいていき、クロウ・クルワッハを前にして話しかけ始めた。

「あ、あの、これ、よかったら食べてください」

　アーシアが手て提さげ袋ぶくろから取り出したのは──一ひと房ふさのバナナだった。それは、よくオーフィスがおやつで持ち歩いてもいた。それ以外にもアーシアは邪龍四兄弟やファーブニルににも度々与あたえていたりもした。アーシアのなかで「ドラゴン＝バナナ」の謎なぞの図式があるのかもしれないが……。

「バナナといいます。おいしいですよ？」

「…………」

　とうのクロウ・クルワッハは、アーシアからバナナを無言で受け取り、反応に困っていた。バナナを受け渡すとアーシアは一礼したあとこちらに戻もどってくる。

　そのアーシアが小さな笑みを浮うかべながら言う。

「私もたまにオーフィスさんとここに様子を見に来ていたんです」

　アーシアとオーフィスは仲良しというか、アーシアは本当にドラゴンと打ち解けるのが上う手まいといいますか……。ドラゴン使いとして大成しそうな器を持っているってアザゼル先生も常々口にしているんだよな。

　──と、ドラゴンについて気がかりなことはあった。

「……アーシア、ファーブニルはその後、どうなんだ？」

　ファーブニルのことだ。天界での一戦で、アーシアを庇かばい傷つき、そのアーシアのために猛もう烈れつな攻こう撃げきを仕し掛かけた龍りゆう王おう──。リゼヴィムとの戦いで、ファーブニルは負傷して眠ねむり続けているという。傷自体はアーシアの神器セイクリツド・ギアで治ったんだが……。

　アーシアは悲ひ哀あいに満ちた表情となり、首を横に振ふった。

「……そっか」

　反応が返ってこない、か。アーシアの召しよう喚かんに応じない。傷が予想以上に深かったため、体力と意識が戻らず、応じられないのではないかと皆みんなは言っているが……。

　ふいにオーフィスが言葉を発する。

「心配無用。──ファーブニルは戦っている」

　これに呼応するようにクロウ・クルワッハもバナナを手にしながら真剣に言った。

「奴も龍王だ。引くようなタマではあるまい」

「「？」」

　俺とアーシアはドラゴン二体の言っていることに皆かい目もく見当もつかず、顔を見合わせて頭に疑ぎ問もん符ふが浮かぶかのような反応しかできなかった。

　そんなこんなで時間は正午となっていた。

　俺はオーフィスに言う。

「さて、そろそろお昼の時間だ。オーフィス、おまえはどうする？」

　名残なごり惜おしそうにたまごをひとなでしたあとにオーフィスはこちらに小走りしてくる。

「我、ご飯は逃にがさない」

　ったく、案外食い意地張っているんだよな、このロリっ娘こ龍りゆう神じんさまは……。

　さて、俺たちは引き上げるとして、もう一人の邪龍さまはどうしたものかと、

「おまえはどうす──」

　話しかけようとしたが、すでに奴の姿は消えていた。

　オーフィスが帰るとわかったら、即そく引き上げるとか……。

　だが、クロウ・クルワッハと一いつ緒しよにバナナもそこにはなかった──。




　　　　─○●○─




　それから二日後、休日のことだ──。

　その日は、アジュカ・ベルゼブブさまより打だ診しんされていた、レイヴェルとライザーの身柄を引き渡してもらう日だ。

　俺たちは準備を済ませてから、兵藤家地下にある転移型魔ま方ほう陣じんの部屋からベルゼブブさまのいる場所にジャンプする予定だ。

　気分を落ち着かせるため、水でも飲むかと一階に降りたときだった。

　リビングのソファで釣つり竿ざおを磨みがいている父さんから話しかけられた。

「おう、イッセー。これから釣りにでも行かないか？　母さんも来るそうだ。アーシアちゃんも誘さそおうかな！」

　ニッコリとした表情でそう誘ってくれる父さん。

　……釣り、か。アーシアも含ふくめて四人で？　……うーん、悪くはないけど、時期が時期だからな。この状じよう況きようで俺とアーシアだけ抜ぬけ出して釣りってのも、皆に悪くて気が引けてしまう。

　俺は後頭部をさすりながらばつの悪い顔をした。

「悪い、父さん。……俺、いま手が離せないっていうか、大事な用事があるからさ。今度でいいかな？」

　それを受けて父さんは──少しだけ寂さびしそうな表情をしたあと、苦笑した。

「……そうか。たまには親子で釣りってのもいいかなと思ったんだが、おまえももう高校生だし、学生なりの都合があるもんな」

「ゴメン」

「なーに、いいってことさ！　今度行けばいいだけのことだ！」

　そう言ってくれる父さんだったが……。

　本当の事情を話せないのが、心苦しいけど、これも両親を危険な目に遭あわせないための措そ置ちなんだ……。

　父さんに断りを入れたところで、母さんは近寄ってきて耳打ちしてくる。

（お父さんね、あんたが将来会社を起こしたいって言ったもんだから、うれしくなって海で釣りでもしながら二人っきりで話がしたくなったんですって）

　──っ。

　……そういう事情があったのか。すげえテンション高まってたもんな、父さん。それで一緒に釣りでもってことになったのね。

（……あー、なるほど。でも、今度でいいよね？）

　俺がそう言うと、母さんも苦笑いしながらこちらの背中をポンと叩たたいた。

（まあ、今日は私がお父さんに付き合うから、あんたはあんたの用事を済ませなさい）

　コップを手に取った俺に母さんはこうも言った。

「でもね、イッセー。お父さんだって、あんたと父として語りたいときもあるのよ？　それだけは忘れちゃダメだからね？」

　……父さんと語る、か。

　あらためて二人きりで語るなんて気き恥はずかしくてな……。俺も年とし頃ごろの男子だし、父親と語るってのもなかなかに難易度高いといいますか……。

「わかったよ」

　そのとき俺はそう返したのだった──。







　時間通り、地下室に集合を果たした俺たち。オカ研メンバー、シトリー、グリゼルダさん、アザゼル先生が集つどっていた。デュリオは天界の警備、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんは外の任務でここにはいない。

　ヴァーリチームも来てはいなかったが、黒くろ歌かとルフェイは招集されており、ヴァーリたちに付き添っているそうだが……。

「…………」

　先ほどの両親とのやり取りを思い返して、俺は若干心ここにあらずになっていた。レイヴェルたちと出会うために向かうのに、両親に言われたことも気になってしまって……。

「どうした、イッセー？」

　俺の様子が気になったのか、アザゼル先生が怪け訝げんそうに訊きいてくる。

「あ、すみません。ちょっと」

　事情を知っていたのか、リアスが言う。

「ご両親と何かあったのでしょう？」

　さすがリアス。わかっておりましたか。

　先生が息を吐つきながら言う。

「なんだ、ご両親と何があった？　こういうときは変に心を囚とらわれても困る。言ってみろ、軽くなるかもしれん」

　それはそうかもしれない。俺は先ほどのことを皆に言うことにした。

「大したことないんですけどね。釣りに行かないかって言われたんです。事が事なんで断りましたけど」

　俺の言葉を聞いて、先生があごに手をやり、意味深にしていた。

「……釣り、か。親子で、ね」

　先生は真っ正面から言った。

「なあ、イッセー。今日はダメでも、今度は一緒に釣りに行ってくるといい」

「え？　ま、まあ、そのつもりですけど……。急になんですか、先生」

　俺の肩かたに手を置いて先生は言う。

「親はな、いつまでもいるってもんじゃない。いずれ、必ずいなくなる存在なんだ。だからこそ、いるうちに子供がやれることってのがあるもんだぜ」

「は、はい、わかりました……」

　ふいに朱あけ乃のさんと目が合って──ニコリと微笑ほほえみを返された。

　……親はいつまでもいるわけじゃない、か。そうだな、二ふた親おやがいる俺は、このなかじゃ恵めぐまれた環かん境きようなのかもしれない。

　……よし、時間が空いたら、父さんと釣りにでも行こう。たまには家族とじっくり過ごすのもいいよな！

　そう気持ちをあらためる俺だった。

　先生は見み渡わたすように皆にも言う。

「こういうことは、リアスたちもよく覚えておけよ」

「十分にわかっているわ。けど、そろそろ時間ではなくて？」

　冷静なリアスの反応に先生は嘆なげくように息を吐いた。

「ったく、これだから若い連中は……ほら、構えておけよ」

　アザゼル先生が手元を光らせると、足下の巨きよ大だい転移型魔方陣が輝かがやき出す。行き先はアジュカ・ベルゼブブさまのいるところ──という曖あい昧まいな説明だった。

　数秒後、俺たちは魔方陣の放つ光に包まれて、目的の地にジャンプをしていく──。




　　　　─○●○─




　光が止むと、そこは──砂すな浜はまだった。

　そう、見渡せば海!?　空は……暗い。夜である。さざ波の音が静かに浜に響ひびき渡わたっていた。……冥めい界かいには、海はない。巨大な湖はあるそうだが……。空の模様が冥界とは違ちがうので冥界ではないだろう。では、人間界……？

　その考えも空に浮うかぶものを見て一いつ蹴しゆうされる。──月とおぼしきものが、ふたつもあったからだ。人間界、地球から見える夜空に月はひとつしかない。

　ではここは……？

　皆が、ここが冥界でも人間界でもないことに気づいて周囲に視線を配らせていた。

「──ここは、『異世界』とされる別次元の世界の一部を再現したフィールドだ」

　ふいに声がかけられた。声のした方向に目を送ると──砂浜の一角に椅い子すに座った男性がいた。妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを持つ男性──現魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブさまだった。

　ベルゼブブさまの近くにはベッドまで置かれており、誰だれかが寝ねている様子だった。

　……砂浜に椅子とベッドというあまりに場ば違ちがいな組み合わせだ。普ふ通つうなら、ビーチに来たらパラソルとデッキチェアだと思うが……。この魔王さまらしい妖あやしげなチョイスだと感じてしまった。

　ベルゼブブさまは、読んでいた本を閉じてあいさつをくれた。

「久しぶりだ、グレモリー眷けん属ぞくの諸君。……いや、いまは『Ｄ×Ｄデイーデイー』だったな」

　一歩前に出たアザゼル先生は、立ち上がったベルゼブブさまに手を差し出だして握あく手しゆを求めた。

「冥界でちょっと会って以来か、アジュカ」

　握手をしながら、ベルゼブブさまは小さく笑みを作った。

「こうやって他のＶＩＰを抜きに会うのは初めてかもしれませんね、アザゼル元総そう督とく殿どの」

「っていうよりは、この対面は用意されたと思ったほうがいいんだろう？」

　砂浜を見渡しながら先生がそう言った。

　ベルゼブブさまが苦笑する。

「我々の会合は各勢力でも危険視するでしょうからね。たとえ、間にチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』が入ろうとも」

　お偉えら方がたのあいさつが済んだところでリアスが問う。

「アジュカさま、ライザーとレイヴェルは？」

　ベルゼブブさまが視線をベッドに向けた。

「ライザー・フェニックスのほうは一足先にフェニックス本家に運ばせた。お嬢じようさんはキミたちに直接預けたほうがいいと思ってね。レイヴェル嬢はそちらに」

　ベッドに視線を送れば──すやすやと寝ね息いきを立てるレイヴェルの姿がそこにあった！

　──っ！

　俺は、俺たちはたまらなくなって彼女のもとに走り寄った！

「レイヴェル！　レイヴェル！」

「レイヴェル！」

　俺と小こ猫ねこちゃんがベッドにかじりついて名前を呼んだ。

　ベルゼブブさまが安心させるように言ってくる。

「眠ねむっているだけだ」

　俺たちの声が届いたのか、レイヴェルは反応を示した。

「…………んん。…………イッセー……さま？　小猫さん……？」

　目を開け、俺と小猫ちゃんを捉とらえたレイヴェル！

「うわあああああああああああんっ！」

　レイヴェルが無事だったことで、小猫ちゃんはこみ上げてきたものを遠えん慮りよなしに出して抱だきついていた。

　さすがに俺まで抱きつくわけにはいかなかったが……レイヴェルが無事だったことで涙なみだがぶわっと出ちまったぜ！　見れば皆みんなもホッと胸をなで下ろしていた。

　……そっか、レイヴェルだけじゃなくて、ライザーも無事にフェニックス家に戻もどれたんだな。

　先生が追加の情報をくれる。

「実は、うちのエージェント──刃狗スラツシユ・ドツグのチームが、先にフェニックス家へ行っていてな。ライザーを護衛している。何が起こるかわからんからな」

　なるほど、幾瀬さんが外の任務でいないってのはライザーのもとに行っているからか。

　……しかし、グリゴリでも最上位とされるエージェントチームが派は遣けんされているってことは、ライザーの身み柄がらって最重要扱あつかいってことか……？

　レイヴェルがこんな場所で眠らされていたってことにも関係ありそうだ。二人がよほどのものに巻き込まれたってのは確かなのだろう。

　フェニックス兄妹きようだいの無事が確認できたところで、ベルゼブブさまがあらためて俺たちに言ってくる。

「さて、キミたちと元総督殿をここに招いたのはその少女の無事を伝えるだけではない」

　そう切り出したベルゼブブさまは、懐ふところから──ひとつの駒こまを取り出した。……ベルゼブブさまといえば、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を作り出された方だから、すぐにそれと直結してしまうが……駒の形状は見たこともなかった。『兵士ポーン』でも『騎士ナイト』でも『僧侶ビシヨツプ』でも『戦車ルーク』でも『女王クイーン』とも似つかない。

「この駒が何かわかるかな？　悪魔の駒イーヴイル・ピースということだけはわかるだろう」

　そう、駒から伝わるこの波動は──確かに悪魔の駒イーヴイル・ピースだ。俺やここにいる転生悪魔ならば、内に有する駒からそれを感じ取れるはず。

　ベルゼブブさまは、衝しよう撃げき的なことを口にし出す。

「──これは『王キング』の駒だよ」

『──ッ!?』

　…………なんだ、そりゃっ!?　この報告に全員が度ど肝ぎもを抜ぬかした！　当然だろう！　だって、俺たちはいままで悪魔の駒イーヴイル・ピースの説明を受けて、『王キング』の駒はないと信じていた。

　俺が教えてもらった情報では、上級悪魔になると、各領の領主の城、または魔王領の魔王の城にのみ存在する『石せき碑ひ』に触さわり、『王キング』であることを登録することで眷属を有する権利と、悪魔の駒イーヴイル・ピースを渡されると聞いていた。だから、『王キング』の駒はないと教えられたんだが……。

　先ほど、全員が度肝を抜かしたと言っていたが、一人だけ狼ろう狽ばいせず、冷静に見ているヒトがいた。──アザゼル先生だ。

「……噂うわさには聞いていたが、目にするのは初めてだ」

「……知っているんですか、先生？」

　俺が問うと、先生はあごに手をやっていた。

「だから、噂だけな。もっとも、悪魔と協定を結んでからは、俺のなかで日に日に真実味を帯びていったがな」

　そんな噂があったんですか……？　いやいや、俺はもう驚おどろきしかありませんよ！

　上級悪魔で『王キング』でもあるリアスは、信じられないという面おも持もちでベルゼブブ様の持つ駒を見つめていた。

「……『王キング』の……駒？　そんな、『王キング』の駒は作成の技術がいまだ確立できず、『王キング』の登録を『石碑』に済ますことでシステムを動かすことになったと聞いていたのですが……」

　リアスの言葉にベルゼブブさまはうなずく。

「そう、『王キング』の駒は本来あり得ない。キミが言うようにそもそも悪魔の駒イーヴイル・ピースのシステム上、『王キング』とは登録制だった。……いや、登録制にあえてしたのだ。この『王キング』の駒を表に出さないために。それと眷属悪魔が昇格したとき、内にある駒と『王キング』の駒の重複及び融合は危険だと判断した面もある」

　ベルゼブブさまは駒を手のなかで遊ばせながら続ける。

「この駒の特性は──単純な強化だ。ただし、それは力が二倍や三倍というものじゃない。これによって、少なくとも十倍から百倍以上の強化が可能なのだよ。文字通り、力が跳はね上がる。そのため、『王キング』の駒は使用を禁止にした。力を得ることで政府に害意、邪よこしまな感情を抱く者が出てしまうことを恐おそれてね。絶大な力とは、それだけ目を曇くもらせる」

　……単純な強化。十倍から百倍ってそりゃオーフィスの蛇へびと同様の効果ってことか？

　旧魔王派はそれを知っていた？　……そこまではわからないけど、知っていたとしても使用はしなかったんじゃないかな。

　何せ、『王キング』の駒は現魔王が作り出したものだから──。現魔王を憎にくんでいた彼らが『王キング』の駒を使用するとは思えない。

　同時に強化による邪な感情を抱くってのも旧魔王派に覚えがある。……あいつら、オーフィスを後うしろ盾だてにして蛇を得てから、力に溺おぼれていたように見えたからな。

　仮に『王キング』の駒が使用可能になったら、調子に乗った上級悪魔や転生悪魔は出たはずだ。……ディオドラとか絶対に『王キング』の駒の力に溺れただろう。禁止になって当然かもしれない。

　ベルゼブブさまは手元に小型魔ま方ほう陣じんを展開させた。少し魔ま力りよく操作をしたあとで、この砂浜に数十名の人物データが広がっていった！

　……なんとなく、記録映像やレーティングゲームの雑誌などで見覚えのある顔ぶれかもしれない。

　リアスやソーナ元会長は見覚えがあるらしく、困こん惑わくの一いつ途とだった。

　その状じよう況きようで、ベルゼブブさまはもっとショッキングな情報を口に出された。

「ここに映し出された者たちは現レーティングゲームのトップランカーだ。共通点は元七十二柱はしら──純血の上級悪魔の出身者ということ。そして、彼らは──この『王キング』の駒を使用しているのだよ、冥界の上役たちの思おも惑わくによってな。公表もせずにね。結果、使用した者のなかには、いわゆる最上級悪魔クラス、または魔王級と言っても過言ではないレベルに達したプレイヤーが出たほどだ」

『──ッ!?』

　……皆、言葉が見つからなかった。仰ぎよう天てんすることばかりのベルゼブブさまの言葉にただただ息を吞のむ。

　生なま唾つばを飲み込んだあとで、ソーナ元会長がベルゼブブさまに訊きいた。

「……では、ここに映された現トップランカーの実力は……？」

「ああ、彼らは、公表されていないルール外の力によって実力を向上させている。ゲーム運営の執しつ行こう委員の大半は、真っ黒でね。『王キング』の駒に留まらず、商業的な権利の選定などで賄わい賂ろはもちろん、各上役の思惑も加味した八や百お長ちよう試合の組み合わせ、不正だらけの非常に不誠実な競技となっている。むろん、実力でトップランカーになっている者たちもいる。元龍りゆ王おうタンニーン、リュディガー・ローゼンクロイツなど、主に転生悪魔に見られる傾けい向こうだ」

　……あまりの告白に皆がしんと静まりかえっていた。

　確かに浮うかび上がったデータには、タンニーンのおっさんのものはない。やっぱり、あのヒトは実力だけで最上級悪魔の位についたんだな。

　ベルゼブブさまは肩かたをすくめる。

「まあ、人間界の国際競技でも似たようなことはあるだろうが……冥めい界かいのレーティングゲームも類に漏もれずといったところだ。俺はあくまでゲームの発案者であり、根本的なシステムの管理ぐらいしか任されていない。他の部分は『触るな』、そして『語るな』とレーティングゲームを取り上げられてしまったからな。発案者というものは、どの時代も製作したものから一歩離はなれただけで厄やつ介かい者もの扱あつかいされる」

　レーティングゲームのシステムを作ったあとで、権利の大半を現運営サイドに取られたってことなのだろうか。

　案外、アジュカ・ベルゼブブさまが他でゲーム制作をしているというのは、レーティングゲームのように他者の思惑が混在することを嫌きらったからかな。

　クリエイティブな仕事をするヒトのなかには、自分の作ったものに他のクリエイターのセンスが混ざることを嫌うヒトもいるって、以前耳にした覚えがあった。

「つまり、だ。狭せまき門とはいえ、実力さえあれば誰だれでもレーティングゲームで大成できる可能性がある、トップランカーになれるという側面、これらは噓うそではないが……いまのトッププレイヤー陣じんを砕くだくにはキミたちのように突とつ出しゆつした異例中の異例でもない限り、現状を打破できないだろうな」

　……生なま半はん可かな思いと実力じゃ、作られたトップランカーを超こえられないってことか。

「トップランカーのランキングがあまり動かないというのは……」

　レーティングゲームの試合をよく見ているという木き場ばが、ベルゼブブさまに訊く。

「──そういう拮きつ抗こう状態になるよう絶ぜつ妙みようなバランス調整がされているだけだ。裏で利権を貪むさぼっている古い悪魔たちによってな。トッププレイヤー同士の試合は、それだけで莫ばく大だいな金を生む。試合を操作できればその分旨うまみも大きいのだ。いくら転生悪魔が目立ってきているとしても、『王キング』の駒を使用し、古い悪魔たちの思惑が絡からんだトッププレイヤーたちに挑いどむのは多くの挑ちよう戦せん者にとってあまりに高すぎる壁かべだ」

　ベルゼブブさまのその一言にソーナ元会長は──その場で膝ひざをついた。

「…………なんてこと……ッ！」

　誰もが通えるレーティングゲームの学校を作ろうとしているソーナ元会長にとって、この情報は猛もう毒どくに近かっただろう……。

　──『王キング』の駒。トッププレイヤーのランキング操作。

　あまりに酷こくな事実だ。

「……すべてが覆くつがえる情報ですね。これを民衆が知ったら冥界の価値観自体が大きく揺ゆらぐぞ……っ」

　匙さじがソーナ元会長を支えながら苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「……サーゼクスもさすがにこいつを動かすのは辛つらいってことか」

　アザゼル先生がベルゼブブさまに訊く。

「いちおう、表向きはうまく回っているように見えますからね。下手に介かい入にゆうすれば、現冥界のバランス自体が崩くずれかねない。種の存在を大事にしなければならない状況で内部争いが加熱しては、元も子もない。切きっ掛かけがあれば一気に崩せるかもしれませんが、相手には老ろう獪かいな年長悪魔も多い。彼らは貴族社会と利権を得られるなら、なんでもしますよ。ある意味で旧魔ま王おう派よりも厄やつ介かいで、抱かかえている闇やみも深い。超ちよう越えつ者と呼ばれる俺とサーゼクスも、政治面では一進一退を余よ儀ぎなくされている」

　……レーティングゲームの話が政治や経済に絡んで……。しかも裏で大物悪魔たちが利権を巡めぐってなあなあのゲームマッチングをしていた、か……。俺たち、とんでもない裏事情を知っちまった。これじゃ……もう真しん剣けんにプロのゲームのことを見られないじゃないか！

　グレモリーとバアルの一戦も、裏で現魔王派と大王派のにらみ合いがあったというのもこういう面の延長線上にあることなのだろう。

　試合自体は誠実だった。きっと、俺たちのゲームだけでもクリーンにさせたいというサーゼクスさまの陰かげながらの尽じん力りよくがあったように思える。

　険しい表情のリアスがベルゼブブ様に訊く。

「しかし、なぜその情報を私たちに？　これは本来上役──魔王クラスでもないと知ることが許されない、極ごく秘ひとされる情報ではないのでしょうか？」

　ベルゼブブさまは静かに瞑めい目もくする。

「知ってはならない者、あえて知らされなかった者が、その真実を知ってしまった。──皇帝エンペラーベリアル、ディハウザーのことだ。彼は、この事実を知ってしまった」

　──ッ！　……ここで王者の名前が出てきますか。しかも、レーティングゲームの真実を知ってしまったと。

「ディハウザーは生きつ粋すいの？」

　先生の問いにベルゼブブさまはうなずかれる。

「ええ、彼は純じゆん粋すいなまでに突出した才能で王者になった悪あく魔まです。『王キング』の駒こまを使わずに頂点に上のぼり詰つめた本物。それゆえ、先日の行動を起こしてしまった。──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーにアグレアス強ごう奪だつを完かん遂すいさせてしまったのも彼の助力があったからだ。すべては真実を知るためだろう」

『──ッ!?』

　……なんてこった！　この情報も仰天だった。あの皇帝エンペラーベリアルが、リゼヴィムに──クリフォトに力を貸したってのか!?　あのアグレアス強奪の一件も王者が絡んで……。

　俺は得心するところもあった。あのアウロスに行ったとき、王者は俺たちのもとを訪れて子供たちの相手をしていた。アグレアスで映画の撮さつ影えいがあるからとついでに足を運んだようだが……。そうか、あのときすでに裏で王者とリゼヴィムは……。

　──あれほど、後手後手に回ったアウロス防衛戦は、王者の手回しがあったからか。

　……クソ、怒いかりを覚える以上に驚くことばかりでいい加減頭がおかしくなりそうだっ！

　リアスも驚きのあまり、肩を震ふるわせていた。

「そんな王者が……テロリストに荷担するだなんて……っ！」




「真実を知りたいがゆえに裏切るなんて、いささかやり過ぎというか、思い切りがあまりによすぎるぐらいだ」

　思い切りのいいほうであるゼノヴィアですら、王者の行動に疑問を感じていた。

　ベルゼブブさまは眉み間けんにしわを寄せる。

「その辺りは、彼にも事情がある。……突つき詰めれば、古い悪魔のせいだと言えるだろう。……年寄りたちの思惑は徐じよ々じよに少しずつ確実に冥界の屋台骨を歪ゆがめていった。そして、限界がようやく訪れたということだ。楔くさびを打ち込むのが、王者に過ぎなかっただけだ」

　王者の事情──。……冥界を、悪魔を、全勢力を敵に回すだけの理由があのヒトにあったということか……。お会いした機会はごく僅わずかだったが、俺には悪いヒトに見えなかった。単に経験不足の子供の観察眼だから、悪人と見破れなかっただけなのかな……。

　俺はふいに気になってベルゼブブさまにお訊きする。

「ライザーやレイヴェルは、どうしてこのようなことに……？　皇帝エンペラーベリアルが、テロに利用しようとしていたのですか？」

　ここまできて気になったのが、王者がフェニックス兄妹きようだいを巻き込んだことだ。

　ベルゼブブさまは答えられる。

「俺を呼ぶために、俺とだけ話をするために、彼らを利用したのだろう。ゲーム中、不正行こう為いがあると、俺の管理下に回されてね。それに対応するようになっている。今回の不正行為は、王者が能力をシステムに使用したことだ。彼は『無価値』という、特性自体を無効化してしまう力を有するのだが、レーティングゲームのリタイヤを無効化してしまった。ゆえに緊きん急きゆう時のプログラムが発動した。……ただ、王者が何な故ぜそのような行為に走ったのかが気になって、俺もその場に転移させてもらった」

　……それが不正行為の真実か。

　王者が、自身の特性でゲームのプログラムを歪め、結果、不正行為に興味を抱いだいたベルゼブブさまがその場にジャンプした──と。

「では、そこで話を聞いたんだな？」

　アザゼル先生の問いにベルゼブブさまはうなずかれた。

「ええ、『王キング』の駒と、リゼヴィムに協力していることを打ち明けてくれました。──だが、それだけではその場に残されたフェニックス兄妹の身に危険が及およぶ」

「どういうことですか？」

　再度、ベルゼブブさまに問う俺にアザゼル先生が口を開く。

「レーティングゲームにはな、観客用のカメラの他に監かん視し用のカメラがある。その監視用のカメラは、運営側が確認するだけではなく、場合によってはその上の者たちも内容を視し聴ちようすることになる。アジュカと王者の会話は、上役に見られただろう。同時にその場にいたフェニックス兄妹も関かん与よが疑われる。アジュカと王者は『王キング』の駒から始まり極秘とされた事こと柄がらのオンパレードを話しただろうからな。下手すれば、処分されるだろう」

「処分って、そんな……っ！」

　その場に居合わせただけでレイヴェルたちを処分!?　いくらなんでもやりすぎだ！

　ベルゼブブさまは苦笑された。

「やるだろう。年寄りたちは、体てい裁さいを保つためなら、それぐらいわけもなく平気でおこなう。過去に『王キング』の駒の真実にたどり着いた者を容よう赦しやなく始末したからな。それを恐おそれた王者は、フェニックス兄妹を利用した上で、その身み柄がらを俺に預けた。年寄りたちも、俺にまでは手を出せないだろうからと踏ふんでね」

　……それが、王者ベリアル対ライザーの試合で起こった事件の顚てん末まつか……。

　ベルゼブブさまは続ける。

「彼らの身柄をすぐに明あけ渡わたせなかったのも、彼らの無事を確保できるまでは解放できなかったからだ。未来ある若者たちが年寄りどもの思おも惑わくで殺されるのは、俺も納得できなかったのでね」

　ライザーとレイヴェルが極秘の事件に関わりながら無事だったのは、ベルゼブブさまがここまで庇かばってくれたおかげか。

　……この方は妖よう艶えんで、俺には捉とらえきれないほど冥界のいろんなことに深く関わる雲の上の存在だけど、フェニックス兄妹を救ってくれただけで信しん頼らいできる魔王さまだ。考えてみれば、ここまで俺が強くなったのも、俺の駒を調整してくださったこの方のおかげだ。

　気を持ち直したソーナ元会長は立ち上がりながら、目を細めていた。

「アジュカさま、それで姿が現さない王者がしたいこととは？」

　核かく心しんについての質問だ。

　ベルゼブブさまはこう述べた。

「──いまここで話したことを、冥めい界かい全土、各勢力に至るまで打ち明けることだろう」

『──っ』

　ベルゼブブさまから、王者の目的が語られ、皆みんなが一様に息を吞のんだ。

　……さっき、匙が言っていたことじゃないが、それを皆が知れば、冥界の価値観はひっくり返る。レーティングゲームには未知の可能性があり、下級、中級悪魔の夢、希望となっていたのだから──。

　……内部は真っ黒で、ランキングも操作されたものだと知ったら、ここまで夢を抱いて生きてきた者たちが……将来の夢にしていた子供たちでさえ、希望を失ってしまう。

　ランキング一位、絶対王者たる皇帝エンペラーベリアルの口から語られる真実は何よりも重いはずだ。

　苦く渋じゆうに満みちた表情でソーナ元会長が言う。

「……いま以上の犠ぎ牲せいが出るかもしれませんね」

　すでにアグレアス強奪と天界襲しゆう撃げきで多くの犠牲は出ている。王者の目的は、現時点の被ひ害がいよりも大きくなるだろう。真実を知った者たちが暴動を起こすかもしれないのだから。

　ベルゼブブさまが息を吐つく。

「……相応の犠牲はあるだろう。特に今回は無理矢理に事が進んだ。アグレアス強奪の件といい、失われたものは無視できない」

「アジュカさまと話された王者はそのあとどこに……？」

　リアスがそう問う。伝えるだけ伝えて、訊くだけ訊いて、王者はどこに行ったのか？

「強制転移していった。リゼヴィムの力か、あるいは魔術に突出している邪龍アジ・ダハーカの力か。俺との長居を危険視したのかもしれない」

　ベルゼブブさまはそう答えられた。

　しかし、ふと疑問も生じる。

「……けど、どうしてライザーとの試合でそれをけしかけたんだろう。他の相手じゃダメだったのか……？」

　そもそもの疑問を口にする俺だったが、ベルゼブブさまは小さく笑みを作られた。

「それについてもいずれわかる。彼は意外とめざとい」

　…………？　よくはわからないが、ライザーたちを利用したのは、何か他に理由があったということか。

　アザゼル先生が息を吐きながら言う。

「しかし、アジュカ。その監視カメラの映像が見られたということは、古き悪魔たちにおまえさんと皇帝エンペラーベリアルの会話を聞かれたってことだ。いいのかって訊きくことすら野暮かもしれんがな」

「あの場の出来事はある程度改ざんしておきましたよ。もう、年寄りたちは勘かんづいて行動しているでしょうが……」

　先生は肩をすくめた。

「その様子だと、たとえ王者が事を起こしても、いい対策案があるのだと見える。おまえさんは、用意周到だろうしな」

「いちおう、悪魔の王なのでね。それにサーゼクスができないことをするのが、俺の仕事だと思っています」

「なるほどな、そりゃそうだ。──だが、いろいろ事が起きるにしてもできるだけ犠牲は少なくするべきだ」

「ええ、それは重々承知の上です。特に罪のない民から犠牲を出すつもりはありませんよ」

　しばし、じっと意味深に見つめ合うアザゼル先生とベルゼブブさま。ＶＩＰ、種族の長おさ同士、思うところがあるのだろう。

「ま、レイヴェルとライザーのことはあらためて礼を言うぞ、アジュカ」

「それぐらいはしますよ、元総督殿。せっかく、有望な若手が出てきたのだから、死なせるわけにはいかない。いまのレーティングゲームの状じよう況きようは俺の見通しが甘すぎたがゆえの結果だ、可能であるなら少しでも環かん境きようをクリーンにできる要素が欲しかったのです。ライザー・フェニックスも、キミたち若手悪魔も今後のレーティングゲームを変えられるかもしれない大事な逸いつ材ざいだ」

　俺も一歩前に出て頭を下げた。

「……難しい話はわからないし、政治に関してもアザゼル先生や魔王さま方を信じてお任せするしかないと思ってます。でも、お礼だけは俺からも。レイヴェルとライザーさんを助けていただいてありがとうございました」

　率直な思いだった。本当、政治とかレーティングゲームの闇やみとか、俺から遠すぎてどうしようもないんだけど、レイヴェルを助けてくれたのはこの方だ。なら、そのことについてお礼を口にして当然だと思ったんだ。

「……ありがとうございました」

「あ、ありがとうございました！」

　小猫ちゃんも俺の隣となりで頭を下げていた。ギャスパーもそれに倣ならう。二人は友人を助けてもらった感謝の礼なのだろう。この場にいる『Ｄ×Ｄデイーデイー』の皆が頭を下げていた。

　ベルゼブブさまは微び笑しようを浮かべる。

「こちらこそ、若手悪魔に多大な迷めい惑わくをかけるだろうが、どうか、乗り切ってくれ。上のことは上で対処させてもらう。これから何が起ころうとも、キミたちは暴れるところで暴れ、守るべきところで守ってくれるだけでいい」

　なんともわかりやすいことを言ってくださる！

　ああ、降りかかるものがあれば振ふり払はらう。守るべきものがあれば守る！　それが俺たちだ。それこそが、俺たちがいままでやってきたことで、これからもやるべきことだ。

　──と、アザゼル先生が指を一本立ててベルゼブブさまに問う。

「ひとつだけ教えてくれ。──現存する『王キング』の駒こまはいくつある？」

「生産ライン自体は初期ロットでストップさせてます。製造方法を知らせていないどころか、製造自体が俺しかできないため、新たに作り出すことは不可能です。したがって、現存しているのは初期ロットで製造した分のあまり。俺が把は握あくしている限り、残りはこの手にある分を含ふくめて九つでしょう。王者の分は俺が受け取りました。俺の手元にあるのはすべてで四つ」

　いつの間にか、ベルゼブブさまは二個めの『王キング』の駒を手に取っていた。おそらく、それが王者から受け取ったものなのだろう。

　この答えに先生は険しい顔つきとなる。

「……残り五つは悪魔の上役の手元か。意外に多いな。いざというとき、十分に状況を覆くつがえせる数だ」

　……使用した者によっては、最上級悪魔どころか、魔王クラスになるかもしれないという驚きよう異いの駒だ。先生としても、残り五つでどんな悪魔が生まれるかわかったもんじゃないってことなんだろうな。

　ベルゼブブさまは決意ある瞳ひとみで言った。

「俺は数千年かかろうとも回収するつもりですがね。製造した手前、それぐらいはしなければ」

　王者から受け取ったのも回収したかったからだろう。この方以外の手に渡わたったら、どんな悪用がされるかわかったものではない。それに、よく王者はその『王キング』の駒をリゼヴィムに取られなかったな……。隠かくしていた？　それともリゼヴィムのこだわりで使用はしなかった？

　俺の心中を察したのか、魔王さまが言われる。

「『王キング』の駒は、あまりに強すぎる者、あるいは特異な能力を持つ者が使用すると、オーバーフローを起こすようでね。最悪、命の危険が生じる。助かっても……いいことはないだろう」

　そういう側面もあるのか。実力者は使うものではないってことか。旧魔王派が使わなかったのは案外そこか？　リゼヴィムも使用したら、死ぬかもしれなくて使わなかった……？　疑問は尽つきない。

　ベルゼブブさまが先生に言う。

「それと、アザゼル元総督殿」

「なんだ？」

「気をつけたほうがいいでしょう。正直な話、俺が敵ならば『Ｄ×Ｄデイーデイー』打だ倒とうのために真っ先に狙ねらうのはあなただ」

　──っ。

　……このベルゼブブさまの発言に皆みんなも思うところはあったようで、視線を二人に集中させた。

　ベルゼブブさまが続ける。

「あなたは有能すぎます。腕うで利ききのアドバイザーとして、そのチームだけではなく、各勢力にとってもね。インドラやハーデスが次に狙うとしたら、確実にあなたでしょう。……といっても自覚はおありなのでしょう？」

　先生は苦笑しながら、肩かたをすくめる。

「……破壊の神にも同じことを言われたな。……まあ、自衛の策はいくつか用意しているがな」

　……先生を狙う、か。先生は、俺たちをここまで導いてくれた恩人だ。そして、各勢力との橋はし渡わたしとして何度も様々なＶＩＰと会談を行っている。いま、この現状、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』があるのも、先生の尽じん力りよくがあったからだ。これからだって、先生の力は俺たちや各勢力のＶＩＰにとって重要なものになるはずだ。

　……だからこそ、狙われるってことか。お願いだから、無茶だけはしないでくれよ、先生……。あなたが倒たおれたら、先行き不安になっちまう……っ！　まあ、ただで死ぬヒトでもないんだけどさ。それでも、ベルゼブブさまの忠告は怖こわかった。

　アザゼル先生は逆にベルゼブブさまに問う。

「そういうおまえさんも大分おかしなことに首を突つっ込こんでいると聞いているぞ？　──『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』の行方ゆくえをほぼ捉とらえているのだろう？　自前の『ゲーム』で対応しているそうだが……この空間もそれに関かん与よしているってことだ」

　突とつ然ぜん、アザゼル先生が神滅具ロンギヌスの名前をふたつも挙げていくが……。どういうことだ？　ベルゼブブさまが、日本のとある場所で自作の『ゲーム』を運営していることは知っているのだが……。神滅具ロンギヌス二種と、この空間が、それに関与している？

　ベルゼブブさまは、首を横に振った。

「申し訳ないが、これは俺の領域だと思っている。たとえ、神器セイクリツド・ギアに明るいあなたでもあれらを捉えるのは無理でしょう。何せ、この世界の理ことわりの外にあるのですからね」

　先生は「そうかい」とちょっと残念そうに息を吐ついていた。

　そのときだった。ベルゼブブさまの耳元に連れん絡らく用の小型魔ま方ほう陣じんが展開し始める。

　耳を傾かたむけるベルゼブブさま。

「……ホットラインか」

　ベルゼブブさまは、意味深に目を細めていた。

「……ほう、その手は奇き手しゆか悪手か、あるいは」

　こちらに振り返かえり、一言告げてくる。

「すぐに戻もどりたまえ」

「何があったのですか？」

　突然のことにリアスが問い返すと、魔ま王おうさまは衝しよう撃げき的なことを口にされた。

「──オーフィスが邪じや龍りゆうに襲おそわれたそうだ」

『──ッ!?』

　俺も皆も、絶句するしかなかった──。

　奴やつらの悪意が、再び動き出した。




　　　　─○●○─




　兵藤家上階──。

　オーフィスの自室に先ほどのメンバーにデュリオも加えて集まっていた。

　連れ帰ってきたレイヴェルは、自分の部屋で休んでもらっており、小猫ちゃんについてもらっていた。

　そして、ベッドに横たわるオーフィス……。服はボロボロとなっており、現在、アーシアが治ち癒ゆしているところだ。外傷は徐じよ々じよになくなりつつあるが……。ベルゼブブさまのフィールドから、ここに戻ってきたとき、オーフィスは無残なほどのズダボロ状態だった。

　四し肢しは砕くだかれ、顔も見られないほどに滅め茶ちや苦く茶ちやにされ、全身が爪つめで切きり裂さかれていた。意識を失い、治ち療りようを受けているいまでも目を覚ましてはくれない。

　……無限の頃ころなら、そんな傷、意にも介かいさなかっただろう。けど、いまは有限だ。ここにいる誰だれよりも強くても、ダメージは受ける。

　……でも、いったい誰が？　オーフィスをやれる奴なんて想像もできないし、どこで襲われた？

　疑問しかない俺にデュリオが言う。

「……どうやら、例の地下空間で襲われたようだよ。何やら、不安を感じてさ、俺があそこに行ったときは、邪龍が逃にげるとこだった。先にそこのクロウ・クルワッハが駆かけつけていたようだけどね」

「…………」

　デュリオが指さす方向には、部屋の壁かべに背中を預ける格好のクロウ・クルワッハの姿があった。

　デュリオが報告を続ける。

「オーフィスは……『虹龍スペクター・ドラゴン』のたまごを庇かばう形で倒れていた」

　…………。

　……つまり、たまごを庇ったオーフィスをここまでやったというのか……？

　……ああ、奴らなら、たまごをわざと狙うことぐらいするだろうさ。そして、いまのオーフィスなら、そのたまごを庇うだろう。もし、奴らの目的がオーフィスだとしたら、そのたまごから狙うのは必然と言える。

　そのままのオーフィスならばたまごを庇いながら、邪龍ぐらい倒せただろう。それができなかったということは、何か、オーフィスを無む抵てい抗こうにさせる術すべを持ってきたということになるが……？

　どちらにしても、無抵抗のオーフィスをここまで痛めつけたわけだ。いかにも外道らしいやり方だな……ッッ！

「…………ッッ。……オーフィス」

　憤ふん怒ぬの形相となった俺は、怒いかりに身を震ふるわせていた。

　……こいつは、平和に生きていたんだ。俺たちと共に日常を送ることを選んだ！　『虹龍スペクター・ドラゴン』のたまごを興味深そうに見守っていた！　ただ、普ふ通つうに暮らしていただけなんだ！

　怒りのオーラを全身から滲にじみ出させていた俺をアーシアとリアスがなだめる。

「……イッセーさん」

「イッセー、落ち着きなさい。冷静さを欠いては奴らの思うつぼよ。あなたの怒りは皆理解しているわ。皆、私も、こみ上げてくる怒りでいっぱいよ」

「……わかっていますよ、全部あいつらの……あの野や郎ろうの扇せん動どうだってことは……っ！」

　──リゼヴィム、クリフォト！

　やっぱり、あいつらだけは……っ！

　内なる怒りの矛ほこ先さきをあらためて定めているところで、先生の耳元に連絡用の魔方陣が展開する。

「なんだ、何があった？」

　意識を向けていた先生は、連絡に言葉を失っていた。途と端たんに悔くやしそうに苦い顔を作る。

「──ッ！　…………なんてこった。そうきやがったか、あの野郎……っ！」

　一いつ拍ぱくおき、息を整えた先生は、俺に告げてくる。

「イッセー、落ち着いて聞け。いいな、落ち着いて聞くんだぞ」

「どうしたんですか、先生。いったい、何が」

「──おまえのご両親が、外出先でクリフォトに拉ら致ちされた」

　その報告を受けた瞬しゆん間かん、俺のなかで何かが弾はじけるのがわかった。







　　　To be infuriated.







　兵ひよう藤どう家上階にあるＶＩＰルームに集まる『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバー。

　オーフィスの部屋から、この場所に移動してきた僕──木き場ば祐ゆう斗とと仲間たちは、ＶＩＰルームに設置してある複数のモニターで、とある記録映像を確認していた。

　──例の地下空間を映したものだ。

　元龍りゆう王おうのタンニーンさんから大事なたまごを預かる以上、不測の事態に備えて監かん視しをしなければならなかったのと、希少種ゆえ、孵ふ化かの瞬間を映像に収めたかったのもあり、カメラをその地下空間にいくつか設置してあったのだ。

　その複数のカメラに映されていた記録映像の数々を同時に皆で見ている。

　……映されていたのは、突とつ如じよ地下空間に現れた一体の邪龍とオーフィスが対たい峙じし、そして……無残に暴ぼう虐ぎやくの限りを浴びているところだった。

　……あまりに残ざん虐ぎやくな映像ゆえ、まともに見られず、目を背けるメンバーも出るほど、邪龍の行こう為いは凄せい惨さんだった。

　……黒い鱗うろこと黄土色の蛇へびの腹ばら、長細い蛇へびタイプの邪龍。映像を見る限りでは、二十メートルほどの巨きよ体たいだ。蛇タイプではあるが、四肢はあり、翼つばさも四つ生えていた。大きく開かれた口からは、よだれなのか、毒液なのか、わからないものが延々垂れ流されていて、不気味に浮うかべる笑みと合わさって醜しゆう悪あく極まりないものだった。

　これを見て、覚えがあるのか、嫌けん悪おの表情で口元を押さえながらロスヴァイセさんが言う。

「『外法の死龍アビス・レイジ・ドラゴン』──ニーズヘッグ、北ほく欧おうに生息していた伝説の邪龍です。討とう伐ばつしても、何度も蘇よみがえる非常に厄やつ介かいなドラゴンです。あまりに執しゆう念ねん深ぶかいため、ラグナロク──世界の終末が来ても生き残るだろうとさえ、言われています。……記録では、最後に討伐されたのが、数百年前のこと。自力で蘇ったのか、それとも聖せい杯はいか」

　ニーズヘッグ、か。僕も伝承を読んだことがある。北欧の世界にある氷の国──ニヴルヘイムに生息していたという邪龍。貪どん欲よくなドラゴンであり、常に腹を空かせていて、あらゆるものを口にする悪あく食じきだったはずだ。

　そのニーズヘッグが、無抵抗のオーフィスに暴力を振ふるい続けていたのだ。巨きよ大だいな前足で、何度も弾はじき飛ばし、幾いく度も踏ふみ潰つぶし、その大きい口で嚙かみついてもいた。

　なぜ、そこまでオーフィスが無抵抗だったのか。理由は、ニーズヘッグが左の足で摑つかんでいるものにあった。

　──気を失っている様子のイッセーくんのご両親が、ニーズヘッグのまさに手の中にいたからだ。

　アザゼル先生が苦い顔で言う。

「……奴らは、先にイッセーの両親を拉致して、オーフィスのもとに行ったのだろう。そこで何を話したかは知れないが、最終的にイッセーの両親を人質にされて……」

　そう、映像では、突如地下空間に現れた邪龍とオーフィスが対峙し、何かを話していた様子だった。ニーズヘッグが、足に摑んでいたイッセーくんのご両親をオーフィスに見せつける。すると、オーフィスは──構えを解いて、邪龍の暴虐を甘んじて受け入れてしまった。

「……たまごも狙ねらっていたようね。卑ひ劣れつ極まりないわ……っ！」

　怒りに打ち震えるリアス元部長がモニターを見ながらそう漏もらした。

　映像では、ニーズヘッグがたまごを何度も狙う素そ振ぶりを見せていて、そのたびにオーフィスがたまごの前に立ち、守ろうとしていた。そこを──この邪龍が無む慈じ悲ひに暴行を繰くり返していく。あまりに健けな気げな龍りゆう神じんの姿に、皆みんなが悔しそうに涙なみだを流していた。

　彼女は、イッセーくんの友人だ。きっと、友人のご両親が人質に取られたことで、「両親が死ねば、友達が悲しむ」という考えに至ったのだろう。それに、興味深く見守り続けていた『虹龍スペクター・ドラゴン』のたまごにも愛着が湧わいていたのだと思う。

　──それを、利用されたのだ。悪あく辣らつにもほどがある邪龍の行動だった。

　たとえ、強大な力を有していようとも、有限であるいまのオーフィスでは、無抵抗のまま攻こう撃げきをされ続ければ、こうなるのは必定である。

「……しかし、どうやって入ってきたのでしょうか？」

　冷静にそう問うグリゼルダさん。

　強固な結界が張られている駒く王おう町周辺一帯。この地下空間もその結界の領域に含ふくまれており、易々と外敵が入ってこられる作りではなかった。……とはいえ、過去に突とつ破ぱされてもいるし、結界の外に敵意を持つ者が待ち構えていることもあった。おそらく、今回はその両方をされたのだ。ここの結界を突破され、結界の外に出かけていたイッセーくんのご両親が捕とらえられた。

　話では、釣つりに出かけたイッセーくんのご両親を陰かげで守護していた名うてのエージェントが、外出先で始末されていたとのことだった。

　先生が答える。

「……リリス。オーフィスの分身体とオーフィスの……繫つながりのようなものを利用したのかもしれん。どちらにしても、あちらはもう一人のオーフィスを持っている。……いざとなったら、こういうこともできるという示し唆さなのだろう。いま、突破された結界の解かい析せきをしている。……ったく、考案した俺が言うのもなんだが、こういうときに限って役に立たん結界だ……っ！」

　悔しそうに、先生は目を細めて、髪かみをかき上げる。

「途と中ちゆう、転移してくるクロウ・クルワッハの気配を察知して逃げ出している。クロウがオーフィスと接点を持っていて、あそこに度々訪れていた情報はあちらにとって予想外だったのかもしれんな」

　先生がそう言われる通り、映像はクロウ・クルワッハが転移してきたことで状じよう況きようが一転する。ニーズヘッグが、クロウ・クルワッハを見た瞬間に仰ぎよう天てんしたようで、慌あわてている様子が見て取れた。多分、ここにクロウ・クルワッハがくるとは露つゆほども思わなかったのだろう。

　映像のクロウ・クルワッハがオーフィスの変化に気づいて、ニーズヘッグを睨にらんだところで、敵の邪じや龍りゆうは逃げるように転移していった。

　記録映像は、クロウ・クルワッハがオーフィスのもとに近寄り、デュリオさんも地下に現れたところで停められた。

　その後の話では、デュリオさんが傷ついたオーフィスを兵藤家の自室に送り届けたという。

　この情報は、アザゼル先生のもとに届くよりも早く、アジュカ・ベルゼブブさまの情じよう報ほう網もうが摑んだようだが……。

　これが、襲しゆう撃げきされたオーフィスの事の顚てん末まつである。

「……………………」

　状況を完全に認識したイッセーくんは──無言で体から赤いオーラを滲み出させていた。

　無表情でモニターを見続けるイッセーくんは、映像が途と切ぎれたあとも、ただただ無言でかつてないほどのプレッシャーを放ち続けていた。

　あまりの迫はく力りよくにここにいる全員が声をかけられず、固かた唾ずを飲むしかなかったのだ。

　大事な両親を囚とらわれて、その二人を人質にされて、イッセーくんが大切にしていたオーフィスを完かん膚ぷなきまでに痛めつけられた。




　──絶対に触ふれてはいけない領域、聖域というものがある。




　眼前のイッセーくんの状態を見て、僕はそう強く思ってならなかった。

　クリフォトは──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーはその領域を一切の遠えん慮りよなしに踏み込んで荒あらしていこうとしている。

　──ドラゴンの逆げき鱗りんに触れるなかれ。

　もし、天てん龍りゆうに逆鱗があるとしたら、それはどうなってしまうのか？　どんな結果を相手にもたらすのか？

　イッセーくんは──焦しよう点てんの合わない目でぼそりと言う。

「………………そうだよな、ヴァーリ。ようやく、本当の意味でおまえの心、想いが理解できたぜ」

　ふいにイッセーくんはクロウ・クルワッハに視線を送る。

「……クロウ・クルワッハ、なぜ、もっと早く……」

「……俺はオーフィスを観察するためにあの場に行っていただけだ」

　簡素な答えにイッセーくんは詰つめ寄より、胸ぐらを摑んだ。

「……おまえ、オーフィスを見ていたんじゃないのか!?　オーフィスからドラゴンを学ぶんじゃないのかよ……!?　どうして、どうしてこんな……っ！」

「…………」

　イッセーくんの訴うつたえに邪龍は、無言のままだった。

　リアス元部長が間に入り、二人を離はなれさせる。

「やめなさい、イッセー。いま彼を追及したところで何も変わらないわ」

　冷静に言い聞かせるリアス元部長にイッセーくんはオーラを迸ほとばしらせながら、叫さけぶ。

「……わかってる！　わかっていますっ！　でも、でも……っ！　……クソ、父さん、母さん……ッッ！　野や郎ろう……ッ！　リゼヴィムの野郎……ッ！」

　怒いかりに我を忘れ始めているイッセーくん。気持ちはわかる。ここにいる者の大半が、イッセーくんのご両親にお世話になり、オーフィスと共に生活を送ったのだ。三人が危険に晒さらされたことは、腸はらわたが煮え返る出来事だ。僕だって……強い憤いきどおりを感じている！

　──けど、このままではいけない。

　ダメなんだ。このまま直進すれば、イッセーくんは──僕と同じになってしまう。復ふく讐しゆうに駆かられて、大切なことと、大切な者たちの気持ちを気づけないでいた僕と同じに──。

　僕はイッセーくんの肩かたを摑み、言った。

「冷静になるんだ、イッセーくん」

　僕の手を振り払はらい、詰め寄るイッセーくん。憤ふん怒ぬの形相で僕の胸ぐらも摑んだ。

「……おまえ、これでも冷静になれっていうのか……？　オーフィスぶん殴なぐられた上に親まで拉ら致ちされたんだぞ……!?」

「だからこそさ。これは明らかに敵の罠わなだ。人質というだけでなく、キミやこちらの心情を逆なでして冷静さを欠かせるためのね。このままでは、相手の目もく論ろ見み通りになってしまう」

　イッセーくんは、僕の胸ぐらを摑んだまま、顔を伏ふせる。

「──あの野郎は、絶対に許さない」

　……やはり、このままではダメだ。

　僕はイッセーくんを摑み、そのまま部屋の壁かべに押しつけた。真っ正面から、僕は彼に宣言する。

「…………僕はキミの代わりなんてしないからね。リアス・グレモリーの『兵士ボーン』は、キミだけしかいない。だから、僕はキミの代わりなんてしないよ。僕は大切な友人に言われたからね。──おまえは、リアス・グレモリーの『騎士ナイト』なのだ、と。だから、『騎士ナイト』に準ずる」

　それは──先日、クーデターを起こした教会の戦士たちとの一戦前に、冷静さを欠いていた僕にイッセーくんが言ったことの返しだった。

　そこに気づいたのか、イッセーくんは驚おどろいたあとに、苦笑した。

「…………あのときのこと、まんまお返しってわけか」

「怒おこるなとは言わないよ。でも、平常を装うだけでもしなければいけない。我を忘れれば、絶対にキミ本来の力を出せないだろう。兵藤一いつ誠せいの真価は、怒りを内に込めながらも、視野を狭せばめずに相手の隙すきをうかがえることさ」

　そう、キミはいつだって格上の相手を前にして、自分の力量を知り尽つくした上で相手の隙をうかがった。真っ正面から殴り合うのも兵藤一誠だが、相手の虚きよを突ついてギリギリの攻こう防ぼう戦せんをしてきたのも兵藤一誠だ。

　──我を忘れたままのキミでは、相手の思う壺つぼにしかならない！

　そんな彼を見たくなかった僕は、ダメ押しとばかりにこう言う。

「それにご両親のことで悲しんでいるのはキミだけじゃない」

　僕はアーシアさんに視線を送る。イッセーくんも目でそれを追った。

　そこには──号泣している彼女があった。

「……アーシア」

　泣いているアーシアさんを見て、イッセーくんはいつもの目の色となっていた。

　アーシアさんが泣きながら訴える。

「……私にとっても、ようやくできたお父さんとお母さんです。イッセーさん、私も……私だって……」

　泣なき崩くずれるアーシアさん。天てん涯がい孤こ独どくの身であった彼女は、この地でようやく「家族」を得た。母と、父と、呼べる存在を得られたのだ。

　──親を囚われた悲しみはイッセーくんだけのものではなかった。

　アーシアさんの姿にイッセーくんは、首を横に振ふり、顔を手で覆おおった。

「…………そうだったな。ゴメン、アーシア。ゴメン、皆みんな……」

　どうにか、彼は冷静さを取とり戻もどしたようだった。

　イッセーくんが、僕にふと言う。

「──木場、おまえがいてくれてよかったよ」

　それは、こちらの台詞せりふさ。僕もキミに何度も助けられた。これぐらい、大したことじゃない。やっと、ひとつだけお返しできただけに過ぎないんだよ。

　少しだけ落ち着いたところで、ドアがノックされた。

　顔を覗のぞかせたのは、黒くろ歌かとルフェイさんだった。

「あら、取り込み中かにゃ？」

「あ、こんにちは、皆みなさま」

　軽いあいさつをしてくる二人にアザゼル先生が問う。

「黒歌、ルフェイ、どこに行っていた？　ヴァーリと一いつ緒しよだと聞いていたが……」

　黒歌が中にツカツカ入ってきながら言った。

「まあね、さっきまで一緒だったわ。それより、有力な情報を摑つかんだから私たちだけ一時的に抜ぬけてきたの」

　黒歌が皆を見み渡わたすように言う。

「──アグレアス、奴やつらのアジトの場所をほぼ特定できたわ」

『──ッ！』

　この情報に皆が一様に驚きよう愕がくした！

　クリフォトが本ほん拠きよ地ちとしている浮ふ遊ゆう都市アグレアス！　その場所がついに──。

　先生がその情報を耳にして、にんまりと笑った。

「グッドタイミングだ、黒歌。──話せ、たまにはこっちからけしかけないと割に合わんからな」

　その通りだ。いつまでも僕たちが、ただ黙だまって見ているわけにはいかない。

　ここから、アグレアス攻こう略りやく戦の作戦が話し合われる──。







　　　Life.3　兵ひよう藤どう一いつ誠せい







　アグレアス攻略の作戦立案をアザゼル先生とソーナ元会長たち戦略家にお任せしたところで、俺──兵藤一誠は自室に戻り、戦いへの準備を始めていた。

　ふいに机に置いている写真立てに視線が行った。俺と、両親、そしてアーシアが映った写真が収まっている。去年、アーシアがホームステイするようになってからすぐに家の前で撮とった写真だ。

　俺は──壁に頭をこつんとさせて、そのままうな垂れた。

　……俺が、一緒に釣つりに行けば、こうはならなかった？　いや、レイヴェルを迎えに行かねばならない状じよう況きようでは……。でも、何か、何か言えたはずだ！

　そうさ、どうして考え至らなかったのか。あんなに危険な奴らが相手なのだから、両親が狙ねらわれてもおかしくないと！　頭のどこかで、両親は異形とは関係のない世界の住人だと高をくくっていた。俺が悪あく魔まに転生していようと、二人は人間の世界の住人のままだと信じていた。

　──そこを狙われ、俺の認識を蹂じゆう躙りんされた。

　……言葉もない俺。心のなかで思うのは……ただただ、父さん、母さん、無事でいてくれという願いと、奴らを絶対に許せない怒りだ。

　──絶対に二人を取り戻す。

　決意をあらためたところで、ドアをノックされた。

　入ってきたのは──レイヴェルだった。

「イッセーさま……」

　部屋のなかに入ってきて、心配そうな顔を浮うかべている。

「なんだ、レイヴェル。休んでいなくていいのか？」

　俺が笑顔で対応するが、彼女は表情を曇くもらせたままだ。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶですわ。それよりも……大変ご心配おかけしました。進路相談にも側そばにいなかったので……肝かん心じんなときにいない役立たずなマネージャーで申し訳ありません……」

「いいんだよ。レイヴェルが無事ならそれでいいんだ」

「で、ですが！　……こんな大事なときにまで何もできないなんて……っ！　『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のときも、吸きゆう血けつ鬼きの国での騒動でも、アウロスのときも、この間だって……っ！　私はマネージャーなのに、イッセーさまのお側にいられない……。私があんなことにならなければイッセー様のご両親だって……！」

　悲痛な声で、レイヴェルは顔を両手で覆ってしまった。大おお粒つぶの涙なみだが、手からこぼれ落ちていく。

　……そんなことを、気にしていたのか。俺は、いつだってレイヴェルに助けられていたというのに、彼女は肝心の場面で傍かたわらに居られないことを気にしていた。

　俺は──静かに歩み寄り、レイヴェルを抱だき締しめる。

「それは違ちがうぜ、レイヴェル。レイヴェルが待っていてくれるから、俺は安心して戦えるって面も強いんだぞ？　だから、泣かないでくれ」

「…………私、ずっと、ずっとイッセーさまのお側にいます。百年も千年もその先まで──」

「ありがとう。レイヴェルがそう言ってくれるなら、俺、死ねないな」

　かわいい俺のマネージャーを強く抱き締めながら、宣言を口にする。

「──必ず、生きて皆で帰ってくるよ」

「……はい」

　俺は、無事にこうやってレイヴェルを抱き締めることができて本当に良かった思う。

　そうさ、俺は死ねない。皆も死なせない。

　──父さんと母さんは、俺が、俺たちが救う！







　作戦会議が終わったのは、黒くろ歌かたちから情報をもたらされてから半日が過ぎた頃ころだった。

　兵藤家地下の巨きよ大だい転移型魔ま方ほう陣じんのある部屋に集う『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバー。

　グレモリー、シトリー、『御使いブレイブ・セイント』のイリナ、シスター・グリゼルダ、デュリオ、刃狗スラツシユ・ドツグの幾いく瀬せさん、黒歌、ルフェイといったメンツだ。

　今回の作戦は──奇き襲しゆうである。相手は、現状こちらにアグレアスの場所を突き止められていないと思っているはずで、ほぼ間ま違ちがいなく、クリフォトにとって予想外の襲しゆう撃げきとなるだろう。俺たちにとって、初めての攻こう勢せいとなる。

　ヴァーリの執しゆう念ねんがアグレアスの居場所を突き止めた格好だ。ただでさえ、各地を転移して移動している浮遊都市を、よくもまあ見つけたよなと思うが……考えてみれば、あいつはほとんど俺たちと合流せず、ひたすらリゼヴィムの居場所を探し求めていたな。ヴァーリのこだわりが実を結んだ形か。

　この場にいないサイラオーグさんやシーグヴァイラさんは冥めい界かいサイドでいざというときのために待機している。しかし、頃ころ合あいを見て、合流する作戦も立てられていた。

　転移型魔方陣から、一気にアグレアスの都市部に転移する作戦だ。

　アザゼル先生が俺たちを見渡しながら言う。

「黒歌からアグレアスが留とどまっている場所の大体の座標は教えてもらった。──アジュカの協力でアグレアスまでジャンプさせてもらうことになっている。ただし、転移型魔方陣のなかでも禁きん呪じゆの類たぐいらしくて、一度に飛ばせる人員は限られている。まあ、その禁呪でもない限り、アグレアスに張られた結界を突とつ破ぱして転移するのは不可能らしいからな」

　この魔方陣、いつもと模様が違うと思ったら、ベルゼブブさまの魔ま力りよく操作が働いているのか。この場にあの方はいらっしゃらないけど、遠くで魔方陣を動かしているのだろう。

　しかも禁呪の転移法ときましたか……。まあ、それぐらいじゃないとクリフォトの本拠地に襲撃できないってことだな。

　先生が言う。

「第だい一いち陣じんは──陽動部隊として」

　ソーナ元会長と、シトリー眷けん属ぞくが一歩前に出る。

「私たちシトリーが引き受けます。敵の目を引いて突とつ破ぱ口こうを作るつもりです」

「俺も行くってね」

　まずは、シトリー眷属とデュリオ、シスター・グリゼルダ（＋『御使いブレイブ・セイント』の転生天使が複数名号流する予定）が都市部に現れて、暴れ出す。相手の注意を引きつけたところで──。

　先生が俺とリアスに視線を向けた。

「第二陣となる本隊は、リアス、イッセー、おまえたちオカ研のメンバーだ」

　そう、俺たち本隊が、転移して俺の両親奪だつ還かんと、できる限りアグレアスとクリフォトの力を削そいでいく。

　リアスがうなずいた。

「ええ、わかっているわ。お世話になっているお義と父うさまとお義か母あさまだもの。あの家に集つどう者たちでお救いしてこそよ」

　オカ研の全員が首を縦に振って応じていた。

「それと鳶とび雄おは、リアスたちと一緒に行って、すぐに単独行動で裏のサポートに回ってくれ。──で、俺も後々から行くつもりだ。俺は──アグレアスの深部たる動力室に行く。停められるなら、停めてくるさ」

　アザゼル先生も乗り込む気満々だ！　そうだ、アグレアスを停められるなら停めてしまったほうがいい！　もうこれ以上レーティングゲームの聖地が悪用されるのはおもしろくないからな。あそこは、俺とサイラオーグさんが戦った場所なのだから──。

　先生が今度はルフェイに訊きく。

「ルフェイ、ヴァーリの野や郎ろうは？」

「他のメンバーの方々と共にアグレアスの近くで待機しています。下手に動くとアグレアスごとヴァーリさまのお祖じ父いさまが消えるかもしれないと」

　ヴァーリや美び猴こうたちは、監かん視ししているってことだな。

　黒歌がカラカラと笑う。

「攻せめるなら、そちらを利用してまで今回で一気に決めたいそうよ？　ヴァーリったら、ようやく相手の尻尾しつぽを摑んだから、二度と逃にがしたくないんだと思うにゃ」

　ここで決めるつもりか。まあ、奇襲できるんだ、好機ってことだよな。俺も、やれることなら、ここで奴との決着をつけたいもんだ。

　しかし、先生は若干解げせないこともあるようで、あごに手をやっていた。

「ヴァーリの執念が奴の居所を摑んだ……。それもあるだろう。しかし、今回のリゼヴィムの行動には粗あらも目立つ。オーフィスを狙うのとイッセーの親を拉ら致ちするのは確かに効果的だ。だが、たとえあの男が生きつ粋すいの煽あおり屋だとしてもあまりに性急すぎる。焦あせっているようにしか思えん。それともこちらにそう思わせることすらあっちの計算だとでも言うのか……？」

　俺には、先生の考えていることは知れないが……。

　皆みんなの視線を集めていることに気づいた先生は、気を取り直してあらためて告げてくる。

「どちらにしてもおまえたち。気をつけろ、あいつがろくでもないことだけは明らかだ。何が待ち受けているかわからん。細心の注意を払はらって、最悪の状況でもイッセーのご両親だけは救出しろ」

『はいッ！』

　揃そろって返事をする俺たち！

　先生が不敵な笑みを浮かべてこう告げてきた。

「けどな、これも頭に入れておけ。──奴やつは入っちゃいけない領域に土足で踏ふみ込んだ。万死に値するだけの連中だ。絶対に許すな。倒たおせるなら、やっちまえ。俺が許す」

『はいッッ！』

　当然だッ！　やれるなら、やっちまうさ！

　──ヴァーリ、来るなら早く来いよ？　俺は、遠えん慮りよなしに奴を殴なぐるからな！

　そう思いを強めているところで、第一陣たるシトリーチームが、転移の準備を始め出した──。

　アグレアス奇襲作戦が始まる！




　　　　─○●○─




　俺たちオカ研メンバーが転移したときには、至るところから炸さく裂れつ音、爆ばく音おんが鳴なり響ひびいていた！　地じ響ひびきも凄すさまじい！

　俺たちが転移した場所は、都市の中央広場から西部に位置するところだ。そこは、広大な公園となっており、緑が多く茂しげっていた。見上げれば、遠くに煙けむりが幾いく重えにも上がっている。先に到とう着ちやくしたシトリー眷属とデュリオたちが大暴れしてくれているようだ。

　まず、到着したと同時に、刃狗スプラツシユ・ドツグの幾瀬さんが、黒い狗いぬ──刃ジンと共に一歩前に出た。

「悪いが、俺は俺の仕事をさせてもらうよ。──健けん闘とうを祈いのる。兵藤一誠くん、ご両親を絶対救うんだ」

「はいっ！」

　返事をする俺。幾瀬さんはそれだけ確認すると、刃と共に音も無く神速でこの場を去っていった。幾瀬さんはアザゼル先生の指示で裏のサポートとして単独でやることがあるようだった。

「行きましょう！」

　リアスの号令のもと、俺たちオカ研メンバーはリゼヴィムがいるであろう浮ふ遊ゆう都市アグレアスの庁舎に向かう。公園を抜けて、北西部にそれはあるという。道に明るいリアスを先頭にして、俺たちは走り出していく。空を飛ばないのは、目立たないようにするためだ。

　空を見上げれば無数の量産型邪じや龍りゆうが、陽動部隊がいるほうに向かって飛んでいく。……さすがクリフォトの本ほん拠きよ地ちだぜ、とんでもない数だ。

　公園を越えて、建物の陰かげから目立たぬようさらに進むこと、十数分──。

　俺たちは高層ビルの前にたどり着いた。デザイン的に特とく徴ちようのある高層ビルが、アグレアスの庁舎である。俺たちは庁舎から少し離はなれた位置にある建物の陰で、辺りの様子をうかがっていた。

　庁舎の周囲は、数えるのがバカらしくなるほどの量産型邪龍が待ち構えている。上空にも飛び回っているほどだ。

「……さて、どうしたものかしらね」

　庁舎に飛び込む一手を思案しているリアス。庁舎前が敵だらけというのは、予想していた範はん囲いではある。前面から仕し掛かけようと、奇襲だろうと、否いや応おうなしに相手は本ほん陣じんを護るさ。当然だ。

　次の行動を決めかねるところで、小こ猫ねこちゃんが鼻を押さえながら言った。

「……臭くさい、というか。気づかれてますね」

　小猫ちゃんがとある一点を指さす。無数の邪龍の間から、細長い蛇へびタイプで黒い鱗うろこのドラゴンが、姿を現した。量産型とは比べようにないほど、濃のう密みつで強大なオーラを体にまとう邪龍──。

　──ニーズヘッグだ。

　俺は、その姿を見た瞬しゆん間かんに激情に駆かられた。……奴がオーフィスを……父さんと、母さんを……。

　怒いかりで再び我を失いかけたが、木き場ばが俺の肩かたに手を置き、アーシアが手を握にぎってくれた。

　……わかっているさ。冷静になれってことだろう？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。

　──ありがとうよ。

　俺は心の中で木場とアーシアに礼を言って、深呼吸をひとつして、気持ちをどうにか落ち着かせた。

　しかし、奴は構わずに姿を見せない俺たちに向かって口を開く。

《グヘ、グヘヘヘヘヘヘ。出てこいよぉぉぉぉ、いるんだろぉぉぉぉっ？》

　……すでに把は握あくされているってことか。

　俺たちは顔を見合わせて、うなずきあう。皆がそれぞれの得え物ものを手にした。俺も素早く鎧よろいを着込む。

　いつでも戦せん闘とうをしていい格好で、俺たちは庁舎の前に出ていった。

　ニーズヘッグの醜しゆう悪あくな顔に苛いら立だちを感じながらも、先ほど小猫ちゃんが「臭い」と言っていた意味も理解できる。……ニーズヘッグから、異い臭しゆうが漂ただよってきたからだ。皆、一様に嫌いやな顔になっていた。

　ドライグが皆に聞こえる声で言う。

『──ニーズヘッグか』

　ドライグの声を聞いて、醜悪な邪龍は一層嫌な笑みを深める。

《おめ、ドライグだろ？　グヘヘヘ、見ない間に随ずい分ぶんちっこくなったもんだ》

　俺は、一歩前に出て、ニーズヘッグに問う。

「……おまえがオーフィスをあんな姿にしたのか？」

　それを聞いた邪龍は、不ふ愉ゆ快かいな笑いを発した。

《グヘッ、グヘヘヘヘヘヘ！　そだよ、ルシファーの息子むすこにうめぇドラゴンのたまごがあるって聞いてよ？　そこに連れてってもらったら、そしたら、ちっこくなったオーフィスもいるもんでよ？　俺がたまごさくれって言ったら、ダメだっつーのよ。でも、やっぱり、うまそうなたまごなもんだから、俺も強引にいっちまってよ。おめのおっとうとおっかあをルシファーの息子から預かったからよ？　それを前にしてやったら、オーフィスが静かになったんだよなぁ。不思議だったなぁ。なんでだ？》

　……そうか、映像の通りなんだな……。

　奴は耳障りな話を止めない。

《んでよ、俺よ、オーフィスをぶ、ぶ、ぶん殴っちまったっ！　で、でよ？　オーフィスにお仕置きでもされっかと思ったけど、されないもんだから、つい調子に乗ってオーフィスさ、もっともっと殴っちまった》

　……嬉き々きとして、ニーズヘッグはオーフィスに暴行したときの様子を語る。

　俺は……怒りのあまり気がどうにかなりそうだったが、ぐっと堪こらえて、静かに真しん紅くの鎧の呪う文たを唱えだしていた。

　そんなことを露つゆほども知らずにニーズヘッグは楽しげに、愉ゆ快かいそうに、口から異臭を放つよだれをまき散らしながら言い続ける。

《あの無限の龍神ウロボロス・ドラゴンさまがぜーんぜん抵てい抗こうさしてこねぇもんだから、楽しくなっちまってよぉぉぉっ。殴って殴って蹴けって蹴って踏んづけて嚙かんじまったよぉぉぉぉぉぉっ》

　ぷるぷると拳こぶしをふるわせる俺……。

　──……ああ、ああ、こいつを……消し去ってしまいたい。

　リアスも木場も……もう俺を止めようとはしなかった。

　一歩、また一歩と俺は邪龍に歩み寄る。確固たる決意を抱いだいて──。

　ニーズヘッグは構わずに愉ゆ悦えつに満ちた言葉を発する。

《グヘヘヘへ、ありゃ、きんもちよがったなぁぁぁっ。すんげえ楽しかったぞぉぉっ。で、でもなぁ、たまごさ食えなくて腹減っちまったままなんだわ。せっかくだからよ、おめらでも食っちまおうかな？　そんなちっこくなったドライグの肉さ食うのも悪かねぇよなぁ？　あ、いや、そだよ。おめのおっとうとおっかあを喰くうのもいいよなぁ？》

　…………。

　……………………。

　……ああ、良かった。こいつが──一切の情もかけなくていい腐くされ外道で。

　俺は、口から絞しぼり出すように漏もらした。

「……そうか、それだけわかればいい」

　真紅の鎧、最後の一節を俺は静かに唱える。




「──汝なんじを真紅に光ひかり輝かがやく天道へ導こう」




『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』

　真紅の鎧を纏まとった俺は、拳に絶大なまでに極大なまでにオーラを集めさせた。

「食いたいなら、食わせてやるよ」

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　増大の音声が鳴り響き、高まったドラゴンのオーラが右拳に集う！

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

「──俺の一発でいいんならなっ！」

　ソリッド・インパクト仕様に膨ふくれあがった右みぎ腕うでを豪ごう快かいにぶちかましていく！　ニーズヘッグは前方に防ぼう御ぎよの魔ま方ほう陣じんを展開するが──。

　俺の勢いづいた拳は、怒りの感情も込めに込めて、奴の防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを容易たやすくぶち壊こわして、そのまま一気に鼻面目め掛がけて打ち込んでいく！

　インパクトが強きよう烈れつな轟ごう音おんとなり、俺の一発がニーズヘッグの巨きよ体たいを後方に吹ふき飛とばしていった！　邪龍は、勢いよく庁舎の一階入り口を粉ふん砕さいして建物の奥まで吹き飛んでいった。

　これを契機に仲間たちと量産型邪龍の戦闘も開始となった。庁舎の入り口前で、乱戦が始まりを告げたのだ。

「雷光の龍よっ！」

《ぶっ潰すッ！》

　朱乃さんが天空に雷光龍を複数出現させて、一気に量産型邪龍の群れを焼き払い、ギャスパーが獣と化して、周囲に無数の闇の怪物たちを解き放つ。

「消滅させます」

「ええ、正念場ですからね！」

　小猫ちゃんの火車、ロスヴァイセさんの魔法攻撃もこの一帯に幾つも飛び交う！

　ここまで多くの邪龍と戦ってきた仲間たちの攻撃は猛烈極まりなく、頼もしいものだった！

　一いつ拍ぱくおいて、瓦が礫れきの中からニーズヘッグが飛び出してくる。同時に絶ぜつ叫きようを発した。

《い、いでえええええええええええええええええっ！　いでぇえええええええよぉぉおおおおおおおおおおおっっ！》

　奴やつの顔は俺の一いち撃げきで歪ゆがんでおり、明らかに骨が砕くだけたのだと見て取れた。

　ニーズヘッグは庁舎から出てくると、怒りの形相で俺を睨にらむ。

《な、なにすんだ、こ、このクソちび悪あく魔まがよぉぉおおおおおっ！　殺すッ！　食い殺してやっかんなぁぁぁぁああああああああああッッ！》

　……ああ、やれるもんなら。

「やってみやがれェェェッッ！」

　俺は前方に高速で飛び出して、あいつが捉とらえきれない速度で攻こう撃げきを仕掛けていく！

　横っ腹に一撃ッ！　後ろ足にも一発ッ！　背中にも蹴りッ！　さらにもう一度顔面に攻撃、蹴りをぶち込んでやったッ！

《グヘッ！　グボォッ！》

　俺の高速での肉にく弾だん戦に為なす術もない奴は、口からだらしなく血ち反へ吐どを吐はくしかない。

　……俺の大事な友達であるオーフィスを痛めつけてくれたんだ。こんなもので済むわけがないだろ……？

　しかも俺の両親まで人質に取って、オーフィスを痛めつけたんだ……。ただでは済まさないさ。

　俺はソリッド・インパクト仕様の極太の腕うででニーズヘッグの喉のど元もとを摑つかんだ。

「殴なぐって殴って蹴って蹴って……なんだったっけな」

　訊きく俺を、巨体を揺ゆさぶって振り払はらうニーズヘッグ。後方に飛び退のいた奴は、距きよ離りを詰つめて、俺目め掛がけて前足を振り下ろしてきた。

《踏ふんづけてやるぅぅぅッッ！》

　俺を踏みつけるつもりなんだろうが……そう易やす々やすと踏まれるわけがないだろッ!?

　踏みつけをかいくぐった俺は、三度、奴の顔面をソリッド・インパクトでぶっ飛ばす！

「俺ん家ちの龍神さまをいじめんじゃねぇよッ！」

　ゴウオォンッ！　という打だ撃げき音を鳴なり響ひびかせて、俺の強大な一撃は、再び奴を庁舎の内部に吹っ飛ばしていった！

　ふいにリアスが一歩前に出た。

　俺の隣となりに並び立ち、こう言う。

「──イッセー、ちょうどいいわ。例のでケリをつけましょう。私もそのドラゴンに一発入れておかないと気が済まないものだから」

「……あれか。了りよう解かい！」

　リアスのその一声に応じて、俺は鎧の各宝玉より飛龍ワイバーンを出現させた。飛び出た複数の飛龍ワイバーンに俺は念じる。俺の思考に応じて、飛龍ワイバーンは紅べに色いろに輝きだして、リアスの周囲を飛び回り始めた！

　俺はリアスと、息とオーラを同調させていく。……兵藤家の地下プールやトレーニング用の例の空間で、何度も練習した俺とリアスの合体技──。

　俺とリアスの紅くれないのオーラが一体化したとき、飛龍ワイバーンは奇き跡せきを起こす！

　飛龍ワイバーンの一体が、リアスの右腕に張り付いた！　──と、同時に飛龍ワイバーンがカシャカシャと分解して、違ちがう何かを形作っていく！　それは──籠こ手てだった！　飛龍ワイバーンがまた一体、さらにもう一体とリアスに次々と張り付いて、装そう甲こうと化していく！

　すべての飛龍ワイバーンがリアスの体に張り付いた結果、そこにあったのは──真紅の鎧を身に纏った『紅べに髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス』だった。

　そう、これが俺とリアスの合体技！　飛龍ワイバーンがリアスに張り付いて、女性版──リアス専用と言っていい赤龍帝ブーステツド・ギア・の鎧スケイルメイルを作り出したのだ。

　鎧を纏った俺とリアスは、ちょっとしたポージングをかまして、こう叫さけぶ。

「「──『深紅のクリムゾン・滅殺龍姫エクステインクト・ドラグナー』ッ！」」

　それが俺たちの合体技の名めい称しようだった！

「リアス！　行こう！」

「ええ！　よくってよ！」

　お互たがい合図をしあって、高速で前方に飛び出していく！　二筋の真紅の閃せん光こうが、庁舎から飛び出てきたばかりのニーズヘッグに襲おそいかかる！

　俺とリアスは、打撃と滅びの魔力によるコンビネーションを繰くり広ひろげはじめ、ニーズヘッグに無数の打撃を打ち込み続けた！

　いまの鎧を着込んだリアスの魔力は、赤せき龍りゆう帝ていの力も付ふ与よしており、通常よりも強い能力を持ち得ている。

　この通り、俺とのコンビネーションが決まれば、伝説の邪じや龍りゆうにも通じるほどだ。

《……がっ！　あがががががっ！　い、いでええええよっ！》

　連係攻撃に悲鳴をあげるニーズヘッグに俺は決めのアッパーを放ってやった！

　上空に吹っ飛んでいくニーズヘッグ！　俺たちの合体技は初めての実じつ戦せんでも効果を出してくれたようだ！

　この合体技は、回数制限はあるが、リアスも赤龍帝の増加、譲じよう渡と、透とう過かの力を使うことができた。

　つまり、俺とリアスで赤龍帝の能力を戦況に応じてそれぞれで判断して使用することができるわけだ！　ま、まあ、これを使っている間、俺は飛龍ワイバーンを使用することができないし、リアスにも制限時間はあるんだけどね……。

　アッパーを食らい、地面に叩たたきつけられたニーズヘッグだったが、淡あわい光を全身から放ったあとで、何事もなかったように立ち上がった！

《グヘヘヘヘヘヘヘヘッッ！　復活だぁぁぁぁぁああっ！》

　再び嫌いやみな笑みを浮うかべる邪龍！　いまのいままで受けていた体の負傷、ダメージが完全に消えていた！

　……あの淡い光と、この邪龍の変化……覚えがある！

「フェニックスの涙なみだ!?」

　そう、それはフェニックスの涙だ！

　奴も意い気き揚よう々ようと手のなかにある複数の小こ瓶びん──フェニックスの涙を見せびらかしてきた。

《便利なもんだなぁ、いまの傷がすぐに治るなんてよぉぉぉぉっ！　もう許さねぇぇぞぉぉぉ、絶対になぁぁっ！》

　怒いかりと共に体中からドス黒い瘴気まで発し始めたニーズヘッグ。

　……そうか、あいつらフェニックスの涙を密造していたな。それを取り出したわけだ。

　俺とリアスは、対たい峙じするニーズヘッグに再度構えをとる。

「──瘴気、浴びるだけで体に異変が出そうね」

「だとしても、涙が尽つきるまでやるしかない！　とことんまで付き合ってやるさ！」

　そうだ。俺とリアスで、涙が尽きるまでとことんやればいいだけのこと！　いまの俺とリアスならそれも可能だろう！

　いままさに飛び出していこうとしたときだった──。

　俺たちとニーズヘッグの間に、一人の男が割り込んできた。

「──ドラゴンらしい言葉だ。高こう揚ようしてくるではないか」

　黒いコートを着た男性──それはクロウ・クルワッハだった！

　こいつ、どうしてここに!?　疑問に感じる俺だったが、奴は構わずにニーズヘッグに詰め寄よった。

「ニーズヘッグ……なんと、稚いとけない気のことか」

　瘴気を放つニーズヘッグの姿を見て、嘆なげくクロウ・クルワッハ。

「……クロウ・クルワッハ、どうしてここに？」

　問うリアスに奴は答えない。

　ニーズヘッグがクロウ・クルワッハを視界に捉えて言う。

《グヘヘヘヘヘッ！　クロウの旦だん那なじゃねぇが！　さっき会ったときは思わずビビッちまったけどよ、一いつ緒しよによ、俺とよ、こいつらさ、喰くって──》

　ドゴンッ、という快音が響く。見れば、クロウ・クルワッハの右腕が巨きよ大だいなドラゴンの腕と化していて、それをニーズヘッグの顔面に打ち込んだ様子だった！

　ニーズヘッグも虚きよを突つかれたようで、間ま抜ぬけな顔をしていた。

《い、いでええええよっ!?　いでええええじゃねぇかよ!?　な、なんで俺を殴んだよぉおおおっ!?》

　口から血を撒まき散ちらしながら喚わめくニーズヘッグにクロウ・クルワッハは首をコキコキと鳴らす。

「……貴様が、貴様たちが、あまりに小こ賢ざかしい真ま似ねをするものだからな」

　ニーズヘッグの瘴気を浴びても、ものともせずに迫はく力りよくある態度で真っ正面から言い放った。

「俺はオーフィスを通じてドラゴンを見ようとした。それを邪じや魔まするならば──消し炭にするしかあるまい？」

　クロウ・クルワッハは上空を──否いな、庁舎の最上階を見上げ、奴に向かって言う。

「リゼヴィム・リヴァン・ルシファー、見ているか？　多くの邪龍を手て懐なずけたことで勘かん違ちがいしたようだな」

　コートを翻ひるがえしたクロウ・クルワッハはニーズヘッグと対峙しつつ、ハッキリと断言する。

「──真のドラゴンは、生まれたときから死ぬときまであるがままに思うがままにわがままに生きるッ！　それが、ドラゴンなのだッ！」

　ふいにクロウ・クルワッハが、俺に視線を向け、庁舎の最上階に指を示した。

「──行け」

　──っ。

　俺は、クロウ・クルワッハのその行動に驚おどろいた。まさか、こいつ……ニーズヘッグを引き受けるというのか？

「……いいのか？」

　確認する俺に、

「…………」

　いつもの無言で返すだけだった。

「……さっきは悪かった」

　頭を下げる俺に奴やつは首を横に振ふるだけだった。

「──いらぬ。天てん龍りゆうならば、邪龍の俺に頭を下げるものではない」

　なんとも言えなくなってしまった俺。リアスはひとつうなずいて、俺と──アーシアに向けて言った。

「イッセー、アーシア！　ここは私たちに任せて先に行きなさい！　お義父さまとお義母さまを救うのは、『息子むすこ』だと、『娘むすめ』だと言われたあなたたちであるべきなの！」

　──っ！　リアス……っ！　俺とアーシアに……両親を救えと言うんだな。

　……そうだ、その通りだ。その役は──俺と、アーシアが適任なのかもしれない。

　俺はアーシアに視線を向けて問う。

「──危険でも行くか？」

　アーシアは強い瞳ひとみで、うなずいた。

「──はい」

　……よし！　なら、話は早い！　俺はドラゴンの両りよう翼よくを広げて、素早くアーシアを抱だきかかえて飛ひ翔しようする体勢に入った。一気に最上階までかっ飛んでいってやる！

　しかし、上空は黒一色に埋うめ尽くされていると思えるほどに量産型の邪龍が飛び回り続けている。あのなかを突っ切って最上階を目指すしかない。

　先ほど、庁舎の最上階を睨にらんだクロウ・クルワッハじゃないが、真っ黒なオーラ──リゼヴィムのオーラがそこからビンビン感じられるからな。一度、あいつのオーラを肌に感じれば、このじっとりとした邪じや悪あくな波動は忘れられるもんじゃない。

　アーシアをお姫ひめさま抱っこして飛び出そうとする俺だったが、量産型の邪龍は群がるように襲いかかってくる！　だが、そいつらが俺とアーシアのもとにたどり着くことはなかった。

　──濃のう密みつでありながら、静かなオーラを纏まとう聖魔剣にて、穿うがたれたからだ。

　瞬しゆん時じに三み度たび放つ突き──。あまりに神速すぎて、目には一度で三方向に攻こう撃げきを放ったようにしか見えない。

　──三段突き、木場が解禁した技だった。

　元新しん撰せん組ぐみ一番隊組長沖おき田た総そう司じが得意としていた技である。自ら師し匠しようの剣けん技ぎを真似るのを禁じていた木場は、心境の変化か、ここにきて扱あつかうようになった。

　元々高速戦せん闘とうの得意なテクニックタイプの木場だ。三段突きは得意中の得意といっていいだろう。物の見事、邪龍の群れを大きく抉えぐるほどの三つの強きよう烈れつな突きで屠ほふり去った。

　木場が聖魔剣を構えながら言う。

「イッセーくん、行ってくれ！　ゼノヴィア、イリナさんも二人に付き添そってほしい！」

　木場の指示に応じて、ゼノヴィアとイリナが手に持つ聖せい剣けんで邪龍を切り倒たおしながら、傍そばに寄った。

「任せろ！　アーシアの護衛は得意なんでね！」

「私たち、教会トリオって言われてるものね！　アーシアさんをゼノヴィアと一いつ緒しよに上までご案内するわ！」

　ゼノヴィアとイリナが俺の肩かたにつかまり、あとは俺が飛び出すだけという格好になったとき、ニーズヘッグが俺のもとに攻撃型の魔ま方ほう陣じんを展開し始めた！

《い、行かせねぇぞぉおおおおおっ！》

　俺たちに攻撃魔法でも放つつもりか!?　──と、警けい戒かいするが、阻はばむようにクロウ・クルワッハが強烈なオーラを解き放ち始めた。

「貴様の相手は俺だ。──久方ぶりだ、見せてやろう」

　クロウ・クルワッハの全身から、かつてないほどのプレッシャーとオーラが解放され、この一帯が大きく震しん動どうし始める！　ここで戦闘をしていたオカ研メンバー、量産型の邪龍たちですら、この変化に視線をクロウ・クルワッハに一いつ斉せいに向けるほどだった！

　全視線を集めるなかで、クロウ・クルワッハの体に変化が訪れる！　腕うでが、足が、背中が、腹部が、そして頭部が、本来あるべきドラゴンの姿に戻もどっていったのだ！

　黒と金色のオーラを全身から放ちながら、ドラゴンの両翼をバッと雄ゆう大だいに広げる一体の巨大な生物──。

　元の姿を解き放った邪じや龍りゆうのなかの邪龍が、口から火の粉混じりの息をひとつ吐はいた。

『──邪龍最さい凶きようと謳うたわれたこの俺の力をな』

　そこにいたのは──王道ともいえる強大なドラゴンのフォルムをした漆しつ黒こくのドラゴン。両翼を広げた姿は、威い風ふう堂どう々どうたる見み惚とれるほどの見事なものだった。

　クロウ・クルワッハの真の姿を見たニーズヘッグは──途と端たんに巨きよ体たいを大きく震ふるわせていく。口もガチガチと恐きよう怖ふに震わせていた。

《ヒ、ヒィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッ！》

　悲鳴を上げるニーズヘッグ。

　クロウ・クルワッハが全身に纏う黒きオーラは本物だ。絶対的すぎる！

　俺も……正直、心底ビビるほどに壮そう烈れつなものを感じてならない。まともに戦えば──いや、いまの俺ではまともに相手にすらしてもらえないと理解できる重圧だ……っ！

　クロウ・クルワッハは震えるニーズヘッグの手元に指をさす。そこには、フェニックスの涙なみだが入った小こ瓶びんがいくつか握にぎられていた。

　クロウ・クルワッハは堂々たる龍りゆうの風格で言い放った！

『そのフェニックスの涙とやらはいくつある？　十か？　二十か？　このクロウ・クルワッハを前にしたのだ。存分に使うがいい。──だが、俺は貴様を百以上殺し続けてやろうッ！　せいぜい、意識が燃もえ尽きぬよう繫つなぎ止めておくのだなッ！』

　ガタガタと震えるしかないニーズヘッグ。ニーズヘッグが、ビビリなわけではないだろう。何度殺されても復活するぐらいに執しゆう念ねん深ぶかいとされるそうだからな。だが、眼前の邪龍があまりにも桁けた違ちがいの相手すぎて、さすがの奴も勝ち目がないとわかったのだろう。

《ガ、ガアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！》

　涙とよだれを撒き散らしながら、無様な格好でニーズヘッグは果か敢かんにもクロウ・クルワッハに襲おそいかかるが──邪龍最凶のドラゴンは、まるで意にも介かいさずに真っ正面からの豪ごう快かいなパンチで、ニーズヘッグの巨体を遥はるか後方に吹ふっ飛とばしてしまった！　吹っ飛ばされたニーズヘッグの体は幾いくつもの建物を倒壊させていく。

　……なんつーパンチだ。サイラオーグさん級か、いや、それ以上のものだ！

　俺は気を取り直して、上空に飛び出すよう意識を向けた。クロウ・クルワッハとニーズヘッグの戦いを見るのも悪くないだろうが、それよりも最優先なのは当然両親を救うことに決まっている！

　俺が両翼を羽ばたかせたときだった。

　腕のなかのアーシアがクロウ・クルワッハに──頭を下げていた。

「あ、あの、ありがとうございました！」

　すると、巨大な邪龍は言葉を発する。

『──バナナ』

「え？」

　聞き返すアーシアに、クロウ・クルワッハは──大きな口の端はしをつり上げて、なんと笑みを浮うかべていた。

『バナナとは、いいものだな』

　その一言に感極まったのか、アーシアは目元を潤うるませていた。

「はい！」

　上空に飛び出していくなかで、俺は──クロウ・クルワッハの背中から感じる強大なまでの勇姿に心を奪うばわれかけていた。いや、一いつ瞬しゆんでも奪われた。

　……こんなのは、タンニーンのおっさんや逆げき鱗りん状態のファーブニル以来だ。

　…………クソ、クソッ！

　俺は心の中で、兵藤家でクロウ・クルワッハに詰つめ寄よったことを心底悔くいていた。親とオーフィスが危険に晒さらされたとはいえ、俺は……俺はっ！

『奴も人間界を永ながく見てきたドラゴンだ』

　猛もう省せいする俺にドライグが語りかけてくる。

『──相棒、クロウ・クルワッハの先ほどの姿を決して忘れるな。あれが、ひたすらに力とドラゴンを求め続けた邪龍の果てなる姿だ。──まあ、借りぐらいは返してくれるということだ』

　……ああ。ああっ！　俺が見み倣ならわなければならないドラゴンは多い──。

　だから、俺は、いつか必ず最高で最強のドラゴン──赤せき龍りゆう帝ていになってやる！

　そのときはクロウ・クルワッハ、あんたを超こえていきたい──。




　　　　─○●○─




　空中に飛び出した俺たちを待ち受けていたのは、無数の量産型邪龍だった。

「はああああああああああっ！」

「とりゃああああああああっ！」

　俺の体につかまっているゼノヴィアとイリナが、飛来してくる邪龍の群れに聖なる波動を放っていき、次々に打ち落としていってくれるが──。

「キリがないな！」

「まったく、何体作っているのかしら！」

　全然途と切ぎれる様子を見せない邪龍どもに呆あきれるしかないゼノヴィア、イリナ。そうこうしているうちに一層邪龍の群れはこちらに向かってくるばかりだ！

　庁舎ビルの真ん中よりちょっと上まで来たところで、ゼノヴィアとイリナの二人は悪あく魔まの翼つばさ、天使の翼をそれぞれ背中から生やして、俺の体から離はなれて独自に空中バトルをし始めた！

　二人が斬きり込みながら言う。

「ここから上はさらに邪龍が多くなる！」

「ここは私たちに任せて、そこの窓から侵しん入にゆうして内部から一気に上を目指したほうが早いかもしれないわ！」

　そう言うなり、イリナがオートクレールで聖なる波動を放ち、ガラス壁へきの一部を破壊した！　そこから中に入れというのだろう。

　俺は二人に「あとは頼たのむ！」と告げて、抱えているアーシアと共に内部に侵入を果たした。確かに中は邪龍があまり見当たらないようだ。まばらに小型の邪龍が通路にいるようだけどな。

　俺はアーシアにしっかりつかまってもらう格好で、一気に中を高速で飛び出していく！　邪龍にさえ、構うことなく、ただただ進むことに注力した。

　そのときだった。建物内にマイク音声が鳴なり響ひびく。

『ごきげんよう、冥めい界かいの皆みなさん。ディハウザー・ベリアルです。私が消息不明となっているようですが、この通り、平へい穏おん無事です』

　──ッ！　俺は声の主に驚おどろいた！　王者の声だ！　上にいるってことか？

　怪け訝げんに感じていた俺だったが、ふいに建物内部のとある部屋の前で飛行を止める。部屋の中に視線を送る俺。そこにはモニターが複数置かれており、そのすべてに皇帝エンペラーベリアルの姿が映し出されていた。

　……これ、中ちゆう継けいされている？　しかも、先ほど冥界の皆さんと言っていた。

　……まさか放送をジャックして、これが冥界に流されているというのか……？

　モニターのなかの王者は真しん剣けんな表情で続ける。

『さて、いまから皆さんにお伝えしなければならないことがあります。それは──レーティングゲームの闇やみだ』

　──っ！

　……やはり、王者は伝えるつもりなんだ。レーティングゲームの裏側を──。

　俺は立ち止まって見ているわけにも行かず、再び最上階を目指して飛び出した。移動中にも王者の音声は建物内に響いていく。

『私の世代は、豊作とされるほど、実力ある若手の悪魔が現れて、レーティングゲームの前線に立って試合を盛り上げてきた。現二位であるロイガン・ベルフェゴールとも、現三位であるビィディゼ・アバドンとも、互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まして力を、ゲームの内容を、高めあってきた』

　階段を見つけた俺は、そこから一気に上を目指して上がり続けた。

『だが、とある情報筋から、不ふ穏おんなものも耳に届いていた。ロイガンも、ビィディゼも、他のトッププレイヤーたちも、幼少時は、才能にあまり恵めぐまれない悪魔であったと──。最初はただのゴシップだと笑っていた。才能を開花させた者を妬ねたんだ輩やからがねつ造した話だとね』

　王者の声のトーンが低くなった。

『……しかし、ある日のことだ。従い姉と妹こであったクレーリアが私におもしろい情報を仕入れたと言ってきたのだ』

　──『王キング』の駒こまって知ってますか？　と。

　クレーリア・ベリアルさんはそう訊きいてきたという。クレーリアさんは、リアスの縄なわ張ばりの前任者だ。三大勢力が敵対関係の時代、人間の男性と恋こいをしたことで冥界の上役に粛しゆく正せいされてしまった悲劇の女性──。

『私は、「ああ、都市伝説程度にはね」と返したのだ。だが、彼女はこう続けた。「私がいま管かん轄かつを任されている日本のエリアの近くに魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブさまの隠かくれ家ががある」──と。アジュカさまが日本のどこかでご趣しゆ味みの「ゲーム作り」をされているのは、一部の者の間では有名な話だった』

　王者は、クレーリアさんにこう告げた。

『魔王の邪じや魔まをしてはいけない。何があっても、不用意に近づいてはいけないよ？』──と。

　だが、クレーリアさんは常々王者よりトップランカーのゴシップ話に興味を抱いだいており、独自に彼らの幼少時の情報も仕入れていたというのだ。探れば探るだけ突とつ然ぜん情報が途と絶だえるその噂うわさを、クレーリアさんは背後に何か大きな事情を孕はらんでいると睨にらんでいた。

　王者の声は悲ひ哀あいに満ちていた。

『……彼女は、私のゴシップ話を払ふつ拭しよくしたかったのだろうね。私が、長期間王者に留まり続けているものだから、冥界の記者がおもしろおかしく書いてくる記事を何よりも不快に感じていたのだよ。私のことをよく知っていた彼女だ、私の力が本物であることも知っていた。……私にとって、大事な家族の一人だった。……実の妹のように想っていたよ』

　王者はこうハッキリ告げる。

『結論から言えば、クレーリアは消されたのです。──冥界の政府にね。それは、現四大魔王さまの意思ではなく、古い悪魔の方々の意思だ。私にはそれを伏ふせられていて、真相を知り得なかった。ただ、従姉妹のクレーリアは死んだ、と。……疑ぎ惑わくをいつか解き明かしたいと思っていた私は、とある筋を頼たより、この真相を知り得たのです』

　……人間の男性と恋れん愛あいをしたから、消されたわけではない……？

　そして、これが王者ディハウザー・ベリアルがクリフォトに与くみした理由……？　ある筋ってのは、リゼヴィムたちクリフォトだ。そこから仕入れた情報だろう。

　皇帝エンペラーベリアルは続ける。

『結論から言えば──「王キング」の駒は存在する。そして、いまあなた方の目の前に開示されているだろう情報と、ゲームプレイヤーの顔ぶれ、彼らはその「王キング」の駒を使用していまの力を得たのだ』

　おそらく、いま冥界に流されているであろう映像には、俺たちがアジュカ・ベルゼブブさまのもとで見せられた情報が開示されているのだろう。王者がリゼヴィムに協力して得た情報は、クレーリアさんの死の真相とゲームの闇だった。

　……とんでもない情報がいま流されている！　冥界が混乱するのは必至だ……っ！

　そこからも王者の告白は続く。それは、冥界の住民が知ってはならないレーティングゲームの闇そのもの──。

　俺たちがベルゼブブさまより聞かされたことを、ほぼそのまま王者は放送に流していった。俺は無言でひたすら上階を目指すしかなかった。

　これは──クレーリアさんを殺された王者の古い悪魔たちへの復讐なんだろうな……！

　最上階とされる展望室にたどり着いたとき、すでに王者による独どく占せん中ちゆう継けいは、終わりを告げていたようだった。前方の巨きよ大だいなモニターは砂すな嵐あらしとなっていた。広い展望室だ。戦う分には十分かもしれないが……。

　俺がその場に足を踏ふみ入れたとき、皇帝エンペラーベリアルはこちらに顔も向けずに問うてくる。すでに気づいているようだった。

「……さて、赤龍帝くん。私はどうしたらいいと思う？　この情報、真実を得て、大衆に伝えるためだけに私は罪を犯しすぎだ。アグレアスも、ライザー・フェニックス氏とのゲームについても……」

　俺はアーシアをその場に下ろす。一歩下がらせたあとで、王者に歩み寄った。

　……冥界のことについては、魔王さま方を信用するしかない。ベルゼブブさまが言われたように、俺は俺の仕事をするだけだ。そして、いまの俺の使命は──。

　両親のことを追及しようとしたときだった。

「──そんなことはどうでもいい」

　覚えのある不快な声が耳に届く。

　そちらに視線を送れば、銀ぎん髪ぱつの外道悪魔が、映像機材の陰かげから現れた。

「俺が──否いな、このルシファーの息子むすこたる私が許そうではないか、ベリアル卿きよう」

「……リゼヴィムさま」

　リゼヴィムが、王者の肩かたを叩たたき、俺に視線を向けた。

「天界以来だ、赤龍帝。それに──黄金龍君ギガンテイス・ドラゴンの姫ひめ君ぎみ」

　俺はむかっ腹を多少は抑おさえて言う。

「……よう、ルシファーの息子さん。会いたかったぜ。さあ、返してもらおうか、俺の両親を。……ていうか、なぜオーフィスを狙った？」

　俺の問いにリゼヴィムは肩をすくめた。

「急ぎでオーフィスの協力が欲しくなっただけだ。オーフィス──というよりは、リリスの力を高めるためにだが……。ニーズヘッグがアジ・ダハーカの魔法で貴殿らの住む町の地下にまで行ったのはいいが、邪魔が入って手に入らずじまいになってしまった。ご両親はその際に利用させてもらった。友人の両親が人質ならば、かの龍神も隙ができるだろう──と」

　最低な発想だぜ、この野郎……っ！　怒りばかりが込み上がってくる！

　不敵な笑みを見せるリゼヴィム。……目に隈くまが見えるが、気のせいか？

「いいだろう。──と、その前にもう一人、大事な来客がある」

　──っ！　俺はすぐにそのリゼヴィムの台詞せりふを理解した。展望室のガラス壁の向こうから、覚えのある強きよう烈れつなオーラを感じ取ったからだ。一筋の閃せん光こうが、遠方の空より高速にて迫せまり来る！　ガラス壁をぶち壊こわして大だい胆たんに参上したのは、純白の鎧よろいを着込んだヴァーリだった！

　ヴァーリは到とう着ちやくするなり、リゼヴィムに対たい峙じして言った。

「…………追おい詰つめたぞ、リゼヴィム」

　リゼヴィムも口の端はしを吊り上げていた。

「最後の登場は私のかわいい孫だ。これにて、今こ宵よいの主要メンバーは揃そろい踏ぶみとなった」

　……何気取ってやがる、リゼヴィムの野や郎ろうめ！　言葉だけキレイにしたところで、腹の底はドス黒いままなんだろう？　俺にだって、それぐらいは見通せる。

　俺はヴァーリに歩み寄り、訊いた。

「他の奴やつらは？」

「そちらのメンバーと一いつ緒しよに外で暴れていることだろう」

　なるほど、じゃあ、下で合流したかもな。

　ヴァーリはリゼヴィム狙ねらいだろう。しかし、俺にも理由はある。

「仲間に余計な手出しをさせないってやつか。だが、俺はここに居させてもらうぜ。……ある意味で当事者なんでな」

「……いいさ。腐くされ縁えんだ。お互い、邪魔をせずにやろう」

　ヴァーリと意見を交わし、お互いに合意したところで、二に天てん龍りゆうでリゼヴィムに構える。

　リゼヴィムは嫌いやみな笑みを浮うかべたあとで、こう述べた。

「では、此こ度たびの演劇の観客を紹しよう介かいしよう」

　指を鳴らすリゼヴィム。すると、展望室の一角に転移型魔ま方ほう陣じんが展開し始めた。転移の輝かがやきが止やんだあと、そこにいたのは──俺の父さんと母さんだった。

「──兵藤夫妻だ」

　そう紹介するリゼヴィムだったが、とうの二人は状じよう況きようが飲み込めず、えらく当とう惑わくしている様子だった。

　俺は鎧のヘルメットを解き、素顔を見せて叫さけんだ。

「……父さん！　母さん！」

　俺の声を聞いて気づいたのか、両親はこちらに視線を向けてくれた。

「……イ、イッセーか……？　変な格好をして。それにアーシアちゃんまで」

「……さっきから、この銀髪のヒトがいろいろとおかしなことを言ってきて……母さん、頭が混乱してきているわ。どうなっているの……？」

　…………。

　……俺は、その母さんの台詞から、二人がこちらの現状を知っているのだと、理解した。

　つまり、俺が悪あく魔まだと──。

　俺はリゼヴィムに迫はく力りよくある声音で問う。

「……リゼヴィム、てめえ、どこまで話した？」

　奴は俺が思った通りの表情を見せたことで、愉ゆ快かいそうに笑う。

「何、軽く摘つまむ程度だ。本番はこれから。実演をもって、ご夫妻に貴き殿でんの真実を明かしていこうと思っている」

　…………ッッ！

　……俺たちの戦いを俺の両親に見せるってことか……ッッ！　ドクンドクンと心臓が激しく脈動し、手足が震ふるえるのがわかった。

　──両親に俺が異形の姿で戦うところを見せなきゃいけないのか！

　でも、戦わなければ、勝たなければ、両親を救えそうもない状況だ！　否いや応おうにも戦うしかない！　……なんてこった。もう、言い訳できねぇじゃねぇかっ！

　心臓をバクバクと鳴らしているなかで、ヴァーリが俺に言う。

「俺はリゼヴィムを狙う。キミは王者の相手をしてくれ」

　俺は深呼吸をひとつしてから返す。

「……将来、挑ちよう戦せんする予定の相手にこの段階で挑いどもうなんてな……。何が起こるかわかったもんじゃねぇな」

「……どうせ、どちらもバケモノだ。相手を変えたところで苦戦は必至。親を助けたければ死ぬ気でいくことだな」

「……二度、死んでるんでね。こうなったら、三度死んでも同じか」

　皮肉げにそう言う俺。……まあ、三度めの死が両親のためってのは、割といい死に方かもな。死ぬつもりは毛頭ないけどさ！

　俺はヴァーリと目で合図しあい、それぞれの相手に対峙する格好となる。俺と王者、ヴァーリとリゼヴィム。相手方もそれに呼応して、並んだ。睨み合う四人。

　しばしの静せい寂じやく。そして──。

　音もなく、戦いが始まる！　先に仕し掛かけたのはヴァーリだった。前方のリゼヴィムに突とつ貫かんして、莫ばく大だいなオーラがこもった拳こぶしを振ふりかぶる！　直ちよく撃げきするというところで、リゼヴィムが、神器セイクリツド・ギアで高まっていたヴァーリのオーラを霧む散さんさせた！　ヴァーリは毒づく。

「…………くっ、神器セイクリツド・ギアが絡からむ以上、直接的なものはやはりダメか」

　そう漏もらしたあとも果か敢かんにヴァーリはリゼヴィムに挑んだ！　高速戦せん闘とうによる拳打と蹴けりのラッシュ！　おそろしいことにリゼヴィムは素すでそれらを避けきった！　隙すきを見つけて、ヴァーリに攻こう撃げきを仕掛ける！　リゼヴィムは背中にルシファーの羽を生やし、魔ま力りよくのこもった拳でヴァーリの腹部に一いち撃げきを入れていく！

　ヴァーリは拳を受けた瞬しゆん間かんに鎧が、神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーの効果によって、崩くずされ、生身の状態で腹部にパンチをもらった！

「……がっ！」

　いい一発を深くもらったヴァーリは、声を詰まらせるっ！　口から血を滲にじませながら、ヴァーリは体勢を立て直し、再び鎧を着てから構えた！

　天界でリゼヴィムと戦ったときの俺と同じだ。正面から打ち込んでも、触ふれられただけで鎧を解除され、そこに痛い一撃を貰もらっちまう！　俺の透とう過かならば、あいつになんとか入れられるとは思うのだが……。ヴァーリが受け持つと言った以上は、いま俺の相手は眼前の王者だっ！

　俺のほうも戦闘は開始しており、距きよ離りを詰めて、軽く殴おう打だ戦をしては一いつ旦たん間合いを置くという攻こう防ぼうを繰くり返かえしていた。

　隙はない。まるで見つからない。ちょっと手合わせしただけで、あちらが軽くいなす程度でこちらの攻撃を平然と流せることがわかった。実力差は大きいっ！

　俺は王者に問う。

「……眷けん属ぞくの方々はいないんですね」

　そう、王者は一人のみでここにいた。ここに来る途と中ちゆう、王者の眷属とは誰だれとも会わなかったのだ。つまり、この行動に眷属を付き従わせていないことを示し唆さしている。

　その俺の思し慮りよ通り、王者は言った。

「その通りだ。彼らには外れてもらった。ここまで付き合う必要はないとね」

　……あくまで罪は自分ですべて被かぶるということか。律りち儀ぎというかなんというか。王者らしいと思ったよ。

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』

　俺は高めて増大させた力を拳に乗せて、一気にぶちかまそうとする！

　しかし、勢いよく放ったパンチは軽やかに避けられ、空を切る。体勢を立て直して、再び殴なぐりに行ったとき、王者が正面から俺の拳に触れた！

　刹せつ那な、俺の拳に宿った増大のオーラが、一気に消失していく！

　──っ！

　……俺のパワーが消えた!?　無効化!?　いや、リゼヴィムのとは、少し違ちがう！　奴に触れられたのなら、鎧ごと消えているはずだ！　いまのは俺のパンチに宿った増大の特性だけを消したように感じられた！

　この結果を見て、王者が言う。

「──『無価値』、私の、ベリアルの特性だ。話には聞いていると思うが……」

　……なるほどね、これが『無価値』か。特性を消し去る能力──。俺の増大を消したということだ。

　だとしても、攻撃を止めるわけにもいかねぇさ！　俺はさらに攻撃を苛か烈れつにしていく。パンチとキックの乱打に交ぜて、魔ま力りよく弾だんも放つが、すべて王者が僅わずかな所作だけで俺の攻撃をいなしていき、魔力弾さえ、強引に握にぎりつぶされてしまう！

　俺は、攻撃に『増加』『透過』も交ぜて、攻撃を加えていくが、増大させた攻撃は、回かい避ひと共に霧散し、透過で攻撃を通そうにもまともに当てることができず、死角からの反はん撃げきで『透過』を避けられた！

　……『透過』を乗せた攻撃が、正面から当たればそのまま通るはずだ！　──だが、それが当たらない！　すべて、躱かわされてしまう！　王者が回避する様は、優ゆう雅がに踊おどっているかのようだった。

　俺はこの結果に鎧のなかで脂あぶら汗あせを流していた。

　──遥はるか格上。

　相手は全然本気を出していない！　これが魔ま王おうクラス！　絶対王者！　レーティングゲーム一位！　クリムゾン・ブラスター、ロンギヌス・スマッシャーをまともに浴びせれば話は別だろう。けど、この王者に当てられるという自信はまるで湧わいてこない！

　それでも俺はラッシュを止めず、王者に向かっていく。

　皇帝エンペラーベリアルは、格下の相手に稽けい古こをつけているかのように静かな動作と声で言った。

「いい攻撃だ。真っ直ぐで迷いもない。ぜひともゲームで味わいたかった」

「いまなら遅おそくありませんよ！　やりたいことはやったんでしょう!?　その結果だって、冥めい界かいを駆かけ巡めぐるはずだ！　あんたの……王者の告白ってのはそれだけ重いはずだ！」

　そう、王者の言葉を受けて、冥界ではすでに様々な論争が飛び交っているはずだ。偽いつわりと見るだろうか？　いや、あれだけ冥界で絶大な支持をされていた王者だ、その告白は重く真実味を帯びていただろう。たとえ、テロリストに与くみしようとも、否、だからこそ、与してまで告げたいことがあったのだと、民衆は言葉を受け止めてしまうかもしれない。

「ああ、わかっている。わかっているとも」

「わかってなんてないんじゃないですか!?　……あんたの攻撃には、迷いがある！」

　そうだ、王者は──俺に直接的な攻撃を仕掛けてはこなかった！　あくまで無効化だけで俺と戦っている！　その気になれば、無効化した瞬間を狙って、こちらに致ち命めい傷しようを与あたえられたはずなのに！　王者は──この戦いに迷いが生じている！

「……くっ！」

　俺と王者が応おう酬しゆうをしているところで、ヴァーリが床ゆかに倒たおれ伏ふしていた。すぐに立ち上がり、鎧よろいを着込んで対たい峙じしていくが……あの状態では、いずれ体力を失って負ける！

　極きよく覇は龍りゆうになれば話は別だろうけど、あれは体力と魔力をバカみたいに消しよう耗もうする。相手が神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーを持っている以上、闇やみ雲くもに変身してもすぐさま無効化されて、体力と魔力を無む駄だに消費するだけだ。ヴァーリ的に、いまの戦いがベストだと思っているのかもしれない。

「ふふふ、どうした？　ヴァーリよ。こんなものではこの祖父には届かぬぞ」

　リゼヴィムが威い風ふうのある態度でそう言うが……ヴァーリは不ふ機き嫌げん極まりない顔つきだった。

　ヴァーリは右手の籠こ手てを解除して、手元に幾いく重えもの魔方陣を展開させ、リゼヴィムに打ち込んだ！　リゼヴィムはそれを──無効化せずに避けるだけにとどめた！　あれはただの魔法だ！　神器セイクリツド・ギアを介かいさず、ただの魔法を打ち込んだ！　あいつ、魔法の才能も飛とび抜ぬけているもんな！

　そうか、禁手バランス・ブレイカーの鎧で身体能力の実力差を埋うめて、魔ま法ほう攻こう撃げきやただの魔ま力りよく攻こう撃げきでリゼヴィムに詰つめ寄よろうってことか。

　ヴァーリは魔法を打ち込むなかで、不機嫌な口調で漏らす。

「…………まったく、かんに障る口ぶりだ。ルシファーの息子むすことして、リリンとして振る舞まうことで、壮そう麗れいたる姿を見せているつもりだろうが……」

　ヴァーリは指を突つきつけて言った。

「貴様の根底は、その体から隠かくそうとしても滲み出ている陰いん険けんで悪あく辣らつなオーラと同じもの。リゼヴィム、貴様は生まれもっての悪、悪意そのものだ」

　孫にそう告げられたリゼヴィムは、きょとんとしたあと、「うひゃひゃ」とくぐもった笑いを発して、醜しゆう悪あくな笑みを浮うかべた。

「だったら、どうすんだよ、クソ孫くん？　よぼよぼお祖じ父いちゃんに一矢も報いることもできない雑ざ魚こドラゴンの癖くせになぁ？」

　ベロまで出して、いつものふざけた態度を見せつけてくる。

　ああ、俺も思っていたよ。どんなに雄ゆう大だいな振る舞いを見せようとも、俺は、こちらのふざけた態度こそがリゼヴィムの本性だと思えてならなかった。魔王然とした姿は、あくまで演技だと──。

　孫であるヴァーリは、とっくに祖父の本性を見破っていたんだろうな。

　──と、リゼヴィムがこちらに視線を投げて叫さけんだ。

「王者くん！　あれだ！　あれをなさい！」

　そう指示が飛んだ。王者は苦く渋じゆうに満みちた表情を浮かべたあと、懐ふところに手を入れた。手に持っていたのは小こ瓶びんだ。中身は赤い──。

　王者が、音もなく、瞬しゆん時じにその場から消えて──。

「がっ！」

　俺の顔を手でつかみやがった……っ！　一いつ瞬しゆんで距離を詰められた！　王者は、小瓶の蓋ふたを指で外して、もう片方の手で俺の口を強引に開こうとする！　俺は抵てい抗こうしようと、両手で王者を弾はじき飛ばそうとするが、僅かな差で小瓶の中身が一部俺の口のなかに入り込んでいった！　俺の反撃は空を切って、王者が後方に飛び退いた！

　……口のなかに、不快な味が広がる。生なま臭ぐさく、ドロッとした舌した触ざわりだ。でも、覚えのある味だ。戦いのなかでよく口にするものとそっくりだからな。そう、あの赤い液体は──血だ！

　……なんの血か知らないが、一体何を飲ませて──。

　ドクンッ！

　そこで、俺は心臓が一気に高鳴るのがわかった！　同時に全身が震ふるえ出す、そして、徐じよ々じよに体の内側から、カッカッと熱がこもり、全身に伝わりだした！　自分でも驚おどろくほどの高熱が体から生じている！

　俺はたまらなくなり、右手の籠手を解除した。すると──右みぎ腕うでが意識もしていないのに変へん貌ぼうを遂とげて、ドラゴンのものとなっていた！

　……俺、ドラゴンの力を高めてもいないのに、腕が……ドラゴンのものに！　すぐに俺は思い至る。そう、あの血は──ドラゴンの血だっ！　ギャスパーが能力を高めるとき、俺の、ドラゴンの血を利用した。それと同じように、王者が俺に飲ませたのはドラゴンの血なのだろう。それによって、内なるドラゴンの力が高まり、熱を帯びて、勝手に体を変化させた。

　腕がドラゴンと化して、さらに頭部も異常な熱が襲おそう！　自然とヘルメットが解除していくなかで──、

「ひっ！」

　という母さんの悲鳴が聞こえてきた。

　俺が母さんのほうに視線を送ると、異物を見るかのような顔をしていたのだ。

　……どういうことだ？　俺は怪け訝げんに思い、手で顔を触さわった。……普ふ段だん、そこにあるはずの人ひと肌はだの感かん触しよくがなく、ゴツゴツした硬かたい皮ひ膚ふの反応があった……。

　リゼヴィムが、こちらに小型の魔ま方ほう陣じんを飛ばしてきた。魔方陣から、鏡が出現する。俺がそれをのぞき込むと──そこには、肌が硬こう質しつ化し、目がギョロッとし、口に牙きばが生えそろう、異形の者がいた。……俺、顔までドラゴン化を始めていたんだ……。

　この状じよう況きよう下かで、リゼヴィムは嬉き々きとして俺の両親に言った。

「よーく見たまえ、兵藤夫妻。あれはお二人の息子の姿をした──バケモノだ」

　──っ！

　……野や郎ろう、この現状でそれを言うってか!?　最初から、俺をドラゴン化させて、両親に見せようとしていたな!?　わざわざこのためにこんな演出を用意してたってのか!?　……天界でボコ殴りにしたお返しなんだろうな。そういうことに執しゆう着ちやくしそうだもんな、こいつは……っ！

　──とんだ、ゲス野郎だ……っ！

　リゼヴィムの告白は続く。

「去年の春にご夫妻の大切な息子さんは、お亡くなりになっていてね。そのドラゴンが息子さんの立ち位置を奪うばって、偽りの生活を送っていたのだよ。夏休み、遠くに行くと言ってましたよねぇ？　それは悪あく魔まの世界に行くためです。年末も忙いそがしく、あまり家族と接しなかったでしょう？　それも異形として、バケモノとして活動するためでーすっ！」

　奴やつは、心底愉ゆ快かいそうに、愉ゆ悦えつに満ちた表情でふざけた言葉を吐はき出していく！

　父さんも母さんもただただ恐おそろしげに俺やリゼヴィムたちを見ていた。

　……俺は、父さんと母さんにそんな顔でこれ以上見られたくなかった。

「……見ないでくれ、父さん、母さん」

　……絞しぼり出だすように俺は言う。ここに穴があるなら、そこに逃にげ込みたい！　こんな姿、両親に見せたくない！　止やめてくれ！　もう止めてくれ！　これが夢であってくれ！　こんなのは……こんなの……っ！

　俺は……心が決けつ壊かいしそうになって、ボロボロと泣くしかなかった──。

　それでもリゼヴィムは恍こう惚こつとした顔でふざけた言葉を続ける。

「父さん？　母さん？　おやおや、聞きましたかな、ご夫妻？　あのバケモノはまだあんな戯ざれ言ごとでお二人を騙だまそうとしていますぞ？」

　この状じよう況きようで俺の前に盾たてになる格好で庇かばってくれる者がいた。

　──アーシアだった！

　アーシアは、涙なみだに濡ぬれた顔で、父さんと母さんに必死で訴うつたえる。

「お父さん、お母さん！　この方はイッセーさんです！　信じてあげてください！　確かに悪魔に生まれ変わり、ドラゴンの力も宿していますが、それでも兵藤一誠さんであることは間ま違ちがいありません！　どうか、信じてください！　どうか……お願い！」

　アーシアの訴えすらもせせら笑って、リゼヴィムは言う。

「ご夫妻、あの金きん髪ぱつの麗うるわしい少女だって──悪魔だ。騙されてはいけない。悪魔というのは元来より甘い誘ゆう惑わくで人間を闇やみに引き込むバケモノです。いま、ご夫妻は悪魔の囁ささやきを受けている。気をつけたほうがいい」

　…………アーシアはいい子なんだ。

　……アーシアは、俺のせいで死んだだけだ……。……父さん、母さん、俺のことは信用しなくてもいい。けど、アーシアだけは──アーシアだけは……っ！

　……俺は……何もかける言葉もなく、ショックに打ちひしがれて、謝ることしかできなかった。

「…………ゴメン。……母さん、父さん……ゴメン……」

　……ここまで騙していた罪。黙だまっていた罰ばつ。それがいま、すべて俺に返ってきているのかもしれない。俺が悪魔であることをここまで話せなかった。いや、話したところで信用してもらえただろうか？　否、話したところで、二人を異形の世界に引き込む可能性だってあった。そんなことは……できようはずがない。

　……けれど、結果的に二人は、危険に晒さらされている！　そうさ、全部、俺のせいだ！　俺がレイナーレと付き合わなければ、こうはならなかったかもしれない。俺が、もっと機転の利きく奴であれば、人間として生きる方法もあったかもしれない。

　……でもね、父さん、母さん。

　俺は、悪魔になっても後こう悔かいはしていないよ。いろんなヒトに会えた。いろんなことを覚えた。人間のときには絶対に経験できないであろう出会いを体験できたんだ。

　それだけは、後悔していない。

　ひとつだけ悔くやまれるのが──ここまで二人に正体を明かせなかったこと。

　だから、俺は二人に謝る。

「──ゴメンね、父さん、母さん」

　ああ、謝れた。これで、いい。二人に拒きよ否ひされようと、子供ではないと縁えんを切られても、これでいい。あとは、二人を救えばいいだけだ。うん、絶対に救うよ。それだけは誓ちかう。

　救ったあと──俺は去るよ。

　二人にこれ以上、危険が迫せまるぐらいなら、俺は──消える。二人のもとから、消えるから。だから、ゴメンね、父さん、母さん。

　ボロボロと涙を流して、俺は──懺ざん悔げした。

　二人に拒否されることも覚かく悟ごしたところで、声がかけられる。

「……おまえ、イッセーだよな？　そうなんだろう？」

　──父さんの声だった。

　父さんが、少しずつ俺に歩み寄ってくる。

　リゼヴィムがきょとんとして、慌あわててこう言ってくる。

「おおっと、兵藤氏。騙されちゃいけない。涙を流して感情に訴えるなんてこと、悪魔は平気でやってくるのだから」

　しかし、父さんは首を横に振ふりながら、俺へと距きよ離りを近づける。

「いや、イッセーだ。……そのいつもの謝る癖、同じだ」

　それに母さんもついてきた。母さんもうんうんとうなずきながら言う。

「ええ、私もわかったわ。顔が変わっているけれど、すぐに反応でわかったわ。イッセーよ。この子、イッセーなのよ！」

　二人が──俺とアーシアの眼前に来た。

　ドラゴン化した俺は、まともに目も合わせられなかったが……ふいに父さんが俺を庇う形で、前に立った。

　リゼヴィムと王者を前にして、父さんが足を震わせながら叫んだ。

「この子をこれ以上やらせはしないぞ！　一誠を殴なぐるなら、先に俺を殴り飛とばしてみろ！」

　──っ！

　……驚くしかない俺に父さんは切々と語り出した。

「……俺は、この世に生まれて別段これといって特別なことなんて起きなかったし、起こそうとも思わなかった。普ふ通つうに仕事ができて、普通に家庭を持って、普通に家族と暮らせればそれでいいと思った。いまでもそう思っている」

　父さんは、ハッキリと言った。

「悪魔がどうこうだとか、魔ま王おうがどうこうだとか、俺にはまったくわからんし、この状況も正直理解しがたいことばかりだ。……だがな、この子が俺の子供だってのはわかったよ。当然だろう。俺の子供なんだからな」

　リゼヴィムが首を横に振りながら、父さんに言う。

「おいおいおい、お父さん。よく、見たほうがいい。そんな赤いバケモノが人間に見えるか？　おまえさんの子供に見えるか？　いいか、よく聞け。それは悪魔だ。それはドラゴンだ。つまり、バケモノってことだ」

「いや、こいつは俺の子さ。俺の一誠だ。あんたにはわからないだろうよ。でも、俺にはわかる。だってな、俺はこいつの親なんだから。十七年、俺が育ててきた子供なんだからな」

　父さんの言葉に嘆たん息そくするリゼヴィム。

「たかが十七年で何がわかるってんだ、人間くん？　この世の真理も、真実も知らなかった人間だろう？　気配の読み方も、オーラの質を見ることも叶かなわないおまえさんが何をもってそれがわかるというんだね？」

　母さんも俺を庇うように抱だき締しめてくれた。

「あんた、イッセーよね？　ああ、抱き締めてわかったわ。この子、イッセーよ。何度も抱き締めてきたから、わかるわ」

　父さんが腕を広げて、盾の格好となって言った──。

「──この十七年間は、俺たち家族のすべてだ。あんたの理り屈くつで片付けられるほどのちっぽけなものじゃないっ！」

　母さんも俺を抱きながら訴える。

「そうよ。この子は──私のかわいい息子むすこだもの」

「そうさ、たとえ、こんな体になったとしてもだ！　それでも……それでも！」

　父さんは、俺の顔を見て、朗らかに笑った。

「──生まれ変わっても俺たちの子でいてくれたんだろう？」

　──っ。

　……………………。

　…………涙が、流れた。ボロボロと涙が、流れて止まらなかった。

　…………俺は謝るしかなくて、存在を否定されることすら、覚悟した。

　──でも、父さんも母さんも、俺を見て、子供だと言ってくれた。

　親にしかわからないことがあったとしても、俺は──。

　父さんは俺と母さん、アーシアを一いつ緒しよに抱き締めて叫さけんだ。

「なら、こんなにもうれしいことはない。こんなにも親冥みよう利りに尽つきることはないじゃないかっ！」

　母さんも俺とアーシアを抱いて叫ぶ。

「そうよっ！　こんな姿になっても私のことを母親だと思ってくれるなら……それだけで十分よっ！」

　アーシアも──ただただ、顔を涙で濡ぬらし、嗚お咽えつを漏もらしていた。

　父さんがリゼヴィムに、魔王の息子に向かって叫ぶ！

「この子は俺たちの子だっ！　指一本だって触ふれさせやしないぞっっ！」

　その瞬しゆん間かんだった、俺の体から、温かなオーラが発生して、家族四人を包み込んでいった──。







　　　　─○●○─




　気づくと俺は──次元の狭はざ間まのような風景を漂ただよっていた。

　これは……現実？　いや、実感はない。似ているといえば、ロキとの戦いで朱あけ乃のさんの心象世界を覗のぞいたときのような──。

　ふいに目の前に映像が浮うかんでいく。

　そこに映し出されたのは、見知らぬ病院の診しん察さつ室だった。医者と……覚えがあるような男性と女性がそこにいる。よく見れば、若い頃ころの父さんと母さんだった!?　写真でこの頃ころの二人を見た気がするぞ！

　どうなってんだ？　この空間は……父さんと母さんの記き憶おく？　思い出の映像だとでもいうのか？　乳語翻訳パイリンガルが、勝手に母さんに発動してしまった……？

　疑問だらけのなかで、映像の医師と俺の両親は、悲痛な表情となっていた。

　医師が告げる。

『──残念ながら、お腹なかの子は諦あきらめてください』

　それを聞いた母さんは──その場で泣なき崩くずれてしまった。父さんも悲痛な表情で母さんの肩かたに手を置いていた。

　……これ、産婦人科の光景？　聞き覚えもない状況というか……。

　当とう惑わくするしかない俺の耳に空間に響ひびき渡わたるように母さんの声が聞こえてきた。

『私が生まれつき子供を宿しにくい体質だと気づいたのは、この人と結けつ婚こんしてから数年が経たった頃だった。なかなか子供ができずにいたなかで、ようやく数年越ごしにお腹に宿った赤ちゃん。けれど、私がそういう体質だったために……』

　場面は変わり、見覚えのあるリビングが映し出された。以前の俺の家だ。

　ソファに座る母さんは、いまだ泣いていた。

『ごめんなさい、あなた……』

　涙なみだに濡ぬれる母さんに父さんは、励はげますように言った。

『なーに、気にするな！　お腹の子は残念だったけど、まだまだこれからだ！　絶対に赤ちゃんは生まれてくるさ！』

　……お腹の子、赤ちゃん……。これって、もしかして……。俺の前に子供ができていたってことか？　けど、生まれることができなかった……？

　聞いたことのない情報に戸と惑まどう俺だが、母さんの声は聞こえてくる。

『それから二年後、また機会は訪れた』

　場面がまた変わり、リビングでうれしそうにお腹を撫なでる母さんが映った。

『やったな！　でかしたぞ！　大だい丈じよう夫ぶだ！　もう、大丈夫だぞ！』

　父さんのはしゃぎようもすごいもので、部屋のなかを駆かけ回るほどだ。

　記憶の光景のなかで、父さんと母さんは本屋に赴おもむき、大量の出産、育児関連の本を購こう入にゆうしていた。過か剰じようとも言えるほどの資料を買い漁あさって読みふけり、出産のために他の産婦人科──セカンドオピニオンもしている記憶が次々に目の前で展開していった。

『夫も私も今度こそはきちんと産んであげようと細心の注意を払はらって、お腹の子を大切にしようと──』

　再び、映像は産婦人科の診察室を映し出す。

　絶望した表情の両親がそこにいた。

　医師は、声を絞しぼり出だすように二人に説明をしていく。

『兵藤さん、お辛つらいとは思いますが、これは決してあなた方ご夫妻だけのことではなく、他にも──』

　雪の降る帰り道、道の真ん中で足を止める父さんが、母さんに言う。

『……諦めようか』

　あれほど、励ましていた父さんが──泣き崩れていた。

『おまえの体にこれ以上何かあったら、俺は……もう耐たえられん……っ！』

　母さんもまた父さんを抱き締めて、二人して悲痛な涙を流していた。

『半ば、私たちは子供を作ることを諦めて、気持ちを一新して生活することを決めた』

　二人だけの慎つつましくも和なごやかな生活が俺の前で映し出されていく。

　二人で旅行をして、二人でショッピングをして、二人で釣つりをして、二人で──。

　そこには俺の姿はない。……そこには二人の子供の姿がなかったんだ。

『けれど、この人と一緒になって八年が過ぎた頃──』

　仕事から帰ってきた父さんは、キッチンで母さんからの報告に仰ぎよう天てんしていた。

『あ、赤ちゃん!?　ほ、本当か!?』

　それを聞いた父さんは──覚かく悟ごを決めた顔となって母さんの肩をつかむ。

『……わかった！　今度こそだ！　今度こそ、俺たちの全力でこの子を産んでやろうな！』

　涙を浮かべながら、母さんは笑顔でうなずいた。

　そこから、二人が出産のための、赤ちゃんのための努力が次々と映し出されていった。

　以前にも増して、あらゆる関連書しよ籍せきに目を通す父さん、食事にも細心の注意を払う母さん、荷物を持とうとする母さんを慌あわてて止める父さん、専門の機関に通う両親二人はお腹に宿った命を懸けん命めいに守ろうとしていた。

　雪の降る夜、とある神社で裸足はだしの父さんが、お百度参りをしていた。

『お願いです！　どうか、どうか！　お腹の子を無事に産ませてやってください！』

　雪が舞まう冷たい夜に、父さんは何度も何度も本堂に向かって、頭を下げる。

『俺の命ならいくらでもくれてやります！　残りの寿じゆ命みようが半分になってもいい！　だから、どうか！　お腹の子供だけは！　お願いです！　お願いします！』

　足がかじかんでいくなかでも父さんはひたすらに神に願った。神頼だのみするほど、父さんは……お腹の子の無事を願ったのだろう。

　季節は映像のなかでも移り変わり、暖かくなってきた春の頃だ。

　病院の一室で横になる母さん。その傍かたわらには──生まれたばかりの赤ちゃんがそこにいた。

『男の子ですよ』

　いまだ信じられないという様子の父さんに看護師の女性がそう告げる。

　一いつ拍ぱくおいて、ようやく父さんは実感が湧わいたのか、言葉を発した。

『…………あ、そうか……。…………俺の子か……』

『ええ、私とあなたの赤ちゃん……。八年かかっちゃったね』

　ベッドの母さんが感かん慨がい深ぶかくそう言い、看護師さんが赤ちゃんを父さんに抱くよう促うながした。

　受け取った父さんは腕うでのなかの赤ちゃんの姿を見て涙を必死に堪こらえて笑顔で言った。

『……………………はじめまして、お、お父さんだぞ』

　赤ちゃんの視線が──父さんの顔を捉とらえる。その瞬間、父さんは堪えていたものをすべて止めどなく流していく。嗚咽を漏らしながら、腕のなかの赤ちゃんに笑顔を送り続けた。

『…………ありがとうな、生まれてきてくれて……本当に……ありがとうな……』

　夫の反応に共に涙を流していた母さんが訊きく。

『……名前は決まっているの？』

『……ああ、「一誠」だ。一番、誠実に生きてほしいって願いを込めた』

　その名前を聞いて、母さんは少しだけ笑った。

『……まあ、ありきたりね』

『こ、これでも一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだぞ！』

『うふふ。……けれど、いい響きだわ。一誠。イッセー。私の子』

　赤ちゃんを──俺を二人がやさしく包み込んでいく。

『ああ、俺たちの子供だ。──なあ、イッセー』

　そこからの映像は、徐じよ々じよに俺の記憶と符ふ合ごうしていく。

　夜中、寝ね付つけない俺に絵本を読んでくれた父さん。動物ものが苦手で、悲しい話をすると俺をそっちのけで泣いてたっけな。

　父さんが出張中のとある深夜、高熱が出て苦しむ俺を夜通し看病してくれた母さん。結局、父さんは出張先の仕事を早めに切り上げて飛んで帰ってきたんだっけ。

　小学校のとき、親子二に人にん三さん脚きやくレースで父さんとゴール目指して一緒に走った。結果は三位だったけど、その後グラウンドの端はじっこで三人で食べた昼食の唐から揚あげと玉子焼きの味は忘れられない。

　中学校のとき、初めての制服姿に両親は妙みように興奮してて、校門の前で何度も写真撮さつ影えいをした。俺は恥はずかしかったけど、父さんも母さんもいつも以上に喜んでいた。

　……父の日に買った安物の何気ないネクタイ、母の日を目指して家庭科の授業で作った不格好な花はな柄がらエプロン、二人はいまだに大切にしてくれている。

　そして、最後に映し出された映像は──デパートの端っこで泣きそうな顔をした幼い頃の俺だった。

　……覚えているよ。めったに行かない隣となりの県のデパートに三人で行ったとき、俺はついつい物もの珍めずらしさに釣られていつの間にか、両親と離はなればなれになった。見知らぬ人々が通路を行き交うなか、心細くなっていく俺はひとつの決まり事があったから、大泣きすることがなかったんだ。

　父さんと母さんがいなくなったら、どこでもいいから大きな時計のある場所を探してそこで待っていること──。

　その約束事を守って、俺が時計台のある広場で立っていると、必死な表情で俺を探す両親の姿が目に飛び込んでくる。

『父さぁぁぁぁぁんっ、母さぁぁぁぁぁぁんっ』

　たまらなくなって二人のところに飛び出していく俺を、父さんも母さんも見つけてくれて、親子三人、人目も憚はばからず抱だき締しめあった。

『おおっ、イッセー！　心配したぞ！』

『もう、離れちゃダメって言ったでしょ!?』

『ゴメンなさぁぁぁぁいっ！　ゴメンなさぁぁぁぁぁぁいっ！』

　泣きながら謝ったっけな……。その後、俺たち三人は二度と離れないよう、手を繫つないで帰っていったんだ──。

　──あのときの手の温もり、きっと一生忘れない。

　…………父さん…………母さん……っっ。

　……俺は、願われ、望まれて生まれてきた子供だった。特別な血筋もなく、資産家でもなかったけど、俺は──二人にとってようやく生まれた子供だった。

　きっと、どこにでもあるいち風景を過ごしてきたのだろう。

　きっと、特に珍めずらしくもない思い出と言われるだろう。

　それでも……それでも、俺は、俺たち家族は、十七年間一いつ緒しよに過ごしてきたんだ。誰だれが欠けてもいけない、この三人だからこそ過ごせたかけがえのない時間──。

　ああ、父さん、母さん。俺は──二人の子だよ。

　俺は一誠だ。二人のイッセーだっ！

　──俺は、兵藤一誠なんだっ！

　……記き憶おくの映像はまだ続いていく。三人で暮らしていく生活に──金きん髪ぱつの少女が入ってきていた。──アーシアだ。

　母さんの声が聞こえてくる。

『私たちの生活に年とし頃ごろのお嬢じようさんが入ってきてくれた』

　アーシアが満面の笑みを浮うかべて、父さんと母さんに話しかけている光景──。

『もし、私たちに女の子がいたら、女の子をきちんと産んであげられたのなら、こうだったのかもしれないと一緒に生活していくたびにその想いは募つのっていった』

　アーシアが俺の両親に告げる。

『お父さん、お母さん』

　その一声を聞いて、父さんも母さんも感慨深そうな表情を浮かべていた。

『──うれしかった。私に──私たちに娘むすめができたのだから。この子に何があったのかはわからないけれど、それでもこんなにいい子が私を母と呼んでくれる。そう、それだけで、この娘は私のかわいい娘に違ちがいない』

　そして、四人家族になった俺たちの生活は、さらに一人、また一人と増えていき──いつの間にか、大勢で食しよく卓たくを囲むようになっていた。

　父さんと母さんが、賑にぎやかになった家庭を見て、微笑ほほえましく見守っている。

『ねえ、あなた』

『なんだい』

『もう、二人だけじゃないのね』

『ああ、そうさ。俺たちには息子むすこがいる。──娘もたくさんできた』

『こんなに賑やかな生活を送れるなんて……私は本当に幸せだわ』

『おまえと一緒になって二十五年──。長かったけど、このためにあったのかもしれないなぁ』

『……もう少しだけ、見ていたいわね』

『ああ、願わくばもう少しだけこの家族で──』

　二人の姿を見て、俺は目元を手で覆おおい、無言で涙なみだを流すしかなかった。

　その瞬しゆん間かん、空間は広がっていき、弾はじけていった──。
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　…………。

　……目を覚ましたとき、俺は、両親の本当の想いを知った。両親の抱いだいていた愛情を知り得た。

　──俺は、両親に愛されて生まれ、育てられた。ここまで平へい穏おん無事であるよう見守ってくれていたんだ。

　……涙が止まらず、ただ止まらず、俺を抱き締めてくれている父さんと母さんに言った。

「……なあ、父さん、母さん。──俺さ、父さんと母さんの子供でいいかな？」

　二人は、満面の笑みでうなずいてくれる。

「当たり前だろう」

「一誠は私たちの子供よ」

「…………ありがとう」

　……ああ……ああ、俺は、俺はもう──。

　──ああ、俺はもう何も怖こわくない。

　すべてを知った上で、両親は、俺を受け入れてくれた。問題もなく、息子だと信じてくれた。……こんなにも幸福なことが、他にあるというのか……？

　こんなにも素晴らしいことが、あるというのだろうか──。

　俺は立ち上がり、王者と、リゼヴィムに言った。

「……リゼヴィム、ディハウザーさん、ありがとうよ。あんたたちのおかげで今日、俺は──怖いものがなくなったよ」

　そう、もう何も怖くない。何も恐おそれる必要なんてないんだッ！

「──いまの俺は、無敵だ」

　宝玉の光が──かつてないほどに、莫ばく大だいに極大に輝かがやきを放ち始めていた。この展望室を赤い光が包み込んでいくのではないかというほどに、輝きはますます強まっていく。

　俺は全身を再度真紅の鎧よろいと化して、勢いよく──リゼヴィムに突つっ込こんでいった！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　腹の底から声を吐はき出して、絶大な輝きを宝玉から放ったままに突とつ貫かんしていく！

「リゼヴィムさまっ！」

　リゼヴィムに当たるというところで、王者が間に入り、俺の攻こう撃げきを無効化させる！　そこにリゼヴィムが一いち撃げきを加えて、鎧を解除させた！

「うぜえっ！」

　リゼヴィムの蹴けりが俺の腹部に突き刺ささる！　後方まで吹ふき飛とばされて、床ゆかを何度も回転していく。

　……口から血を吐き出す俺。……めちゃくちゃ痛いてぇ。死ぬほど痛ぇ。

　──でも、宝玉の輝きは一切陰かげらなかった。

　神器セイクリツド・ギアは想いの力が強ければ強いほど応えてくれる……！

　俺のもとに父さん、母さん、アーシアが駆かけつける！

　アーシアが回復の神器セイクリツド・ギアで俺のダメージを消してくれた。

　父さんと母さん、アーシアが俺に声をかける。

「一誠！」

「一誠！」

「イッセーさん！」

　……ほらな、すげえだろ？　いまの俺を家族三人が見てくれるんだ。

　宝玉の輝きはまだまだまだまだ増していく一方だ。

「うああああああああああああああああああああああっ！」

　俺は鎧を具現化させて、懲こりずにリゼヴィムたちに突貫していく！　王者が俺の攻撃を防いで、リゼヴィムが神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーで鎧を消し去り、一発を繰くり出だしてくるのはさっきと一緒だ。

　俺はもう一度吹き飛ばされて床に転がった。そこに──俺の家族が駆けつけてくれる。

　床に転がる俺を父さんが起き上がらせてくれて、母さんが背中を支えてくれた。そこにアーシアの回復の光が照らされる。

「ほら、立て一誠！」

「立ちなさい、一誠！」

「イッセーさん！　回復を！」

　父さんは俺に真っ正面から言った。

「何度だって立たせてやるさ！　俺は──父親だからな！」

　母さんが背中を叩たたいて言う。

「がんばりなさい！」

　俺に応おう援えんを送ってくれるアーシア。

「イッセーさん！　勝って！」

　ああ、見ろよ。これだよ。これで十分だ。

　──これだけで俺は何度でも立ち上がることができる……ッッ！

　俺は真紅の鎧を何度も着込んで、ひたすらに王者とリゼヴィムに食いかかった！

「おりゃああああああああああああああああああああああああっ！」

　結果が同じであろうとも、宝玉に宿った輝きはまだまだ増していく。たとえ、体力が失われようとも、魔ま力りよくが尽つきかけようとも──。

「……もう少しだぞ、一誠。いける！　なんなら俺も一緒に行ってやるぞ！」

「なら、母さんも一緒に行くわ！　一緒にあんなちんちくりんを倒たおしてしまいましょう！」

「私も行きます！　私も──兵藤家の一員です！」

　家族が見守ってくれるんだ。俺の家族が俺を支えてくれるんだ。

　──なら、何度だって立って、向かわなければならないだろうっ！

　格好つけさせてくれよ。大事な家族の手前なんだ。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、父さん、母さん、アーシア。三人が俺を支えてくれる限り、俺は何度だって──」

　そう、何度だって、立ち上がり、向かっていける！

　俺を何度も打だ倒とうしていくリゼヴィムは、不思議そうな表情をしていた。

「……なんでこいつは立つのだ？」

　俺がこいつと王者の攻撃でぶっ倒れようとも、俺は諦あきらめずに立ち上がるだけだ。血を噴ふき出そうとも、足が折れようとも、手が砕くだかれようとも、俺は一度も後退せずに突き進んでいった！

「…………」

　顔を歪ゆがませるリゼヴィムは、俺に訊きいてくる。

「おい、なんで立つ？　なぜ立ち向かってくる？　……すでに体力も限界だろう？　なのになんで立つ？」

　そう疑問を口に出しながら、リゼヴィムはまた俺の鎧を無効化したあとで、蹴り飛ばしていく。

　……蹴り飛ばされようとも俺は、家族の支えを得て、立ち上がるだけだ……！

　この光景を見て、奴やつは不愉快極まりなさそうな表情となる。

「──っ。…………なんでだ。なんで立つッ!?　なんで立ち向かってくる!?」

　叫さけぶリゼヴィムに、魔力も体力も尽きかけている俺が、のろのろと歩いて立ち向かっていく。満まん身しん創そう痍いのなかでも、神器セイクリツド・ギアの輝きだけはまったく衰おとろえていない。莫大な輝きを放ち続けている。

　俺の姿を見て、王者が──構えを解いた。

「…………リゼヴィムさま、私はもう……」

　苦く渋じゆうに満みちた表情だった。

　リゼヴィムがそれを見て激げつ高こうする。

「なぜ、構えない！　構えろよ！　なんであんなのを見て構えを解く!?」

「…………わからないのですか？」

　顔を伏ふして問う王者に、リゼヴィムは憤ふん怒ぬの形相を作るだけだった。

「わかるわけねぇだろッッ！　あんな人間どもの考えなんてよッ！」

　リゼヴィムは──俺の父さんと母さんに視線を向けて、ハッと気づく。

「そうか！　その親どもが原動力か！　何か得体の知れない異能を発揮してんだろう!?　なら！」

　リゼヴィムの手元が妖あやしく輝きを放つ！

「ぶっ殺せば上々ってことだッッ！」

　極大の魔力の波動を、俺の両親のもとに撃うち出した！

　不ま味ずい！　あれは不味い！　俺は両親を庇かばおうとするが、体力が限界のために、膝ひざが笑っていて、飛び出すことも適わずにいた！

　両親に魔力の波動がぶち当たろうとする──っ！

「父さん、母さぁぁぁああああん、アーシアァァァッ！」

　大事な家族三人が魔力の輝きに消えていくなかで──。

　……いや、リゼヴィムの魔力が、打ち消されていく。同時に、黄金の輝きが両親のもとに生まれていた！

　見れば、アーシアを中心に輝かしい金色のオーラが、発生していた。オーラは、ドラゴンの形をしており、まるで巨きよ大だいなドラゴンが、三人を護まもっているようだった！

「チィィィィィッッ！」

　毒づきながら、リゼヴィムが魔力の弾たまを無数に撃ち放ち続ける！　──が、魔ま王おうの息子むすこが放つ魔力を、着ちやく弾だんの瞬間に黄金のオーラがすべて消し去ってしまう！

　オーラの中心にいるアーシアは、手を祈いのりの形にしていた。双そう眸ぼうは黄金に輝き、彼女は体に金色のオーラを纏まとっていた。そのオーラはまるで鎧のようだ。

　アーシアは覚かく悟ごの涙なみだを流しながら、強い瞳ひとみで言う。

「──お父さんとお母さんは、私が守ります。絶対に守り切ってみせますっ！」

　彼女の背後に──黄金のドラゴンが、オーラとなってリゼヴィムを睨にらんでいた。

　それを見て、リゼヴィムは一いつ瞬しゆん、戦せん慄りつしたかのようになっていた。忌いま々いましそうに言葉を吐きつける！

「……禁手バランス・ブレイカーだと!?　しかも、そのオーラは……黄金の龍りゆ王おう……ッッ！　ここまで私に……俺に楯たて突つくってのか……ッッ！」

　そうだ、リゼヴィムが言うように、あのオーラはファーブニル！　……あの野や郎ろう、オーラになってまで、アーシアを護ろうってんだな？　しかも、アーシアの神器セイクリツド・ギアに呼応して、禁手バランス・ブレイカーに至らせた！　これは、アーシアとファーブニルの想いが重なったことで生まれた禁手バランス・ブレイカーなのだろう。

　魔王の息子の攻撃すら、消し去る絶対の守り──。

　やさしいアーシアだからこそ、その能力に目覚めたのかもしれない。

「…………んだよ、それ。何なんだよ、それ……ッッ！」

　俺とアーシアの姿に、苛いら立だちを隠かくしきれないリゼヴィム。髪かみをかきむしっていた。

　王者は、悲ひ哀あいに満ちた顔で言う。

「……リゼヴィムさま、彼らは私たちも抱いだくであろうものを見せているだけです」

　リゼヴィムは王者の胸ぐらを摑つかんで怒いかりをぶつけていた。

「だから、何なんだよ、それは!?　愛、とか言うつもりか!?　バカか！　バカかよッ！　んなものは幻げん想そうだ！　クソみてぇな噓うそっぱちだっ！」

　……いや、幻想なんてものじゃないさ。

　噓っぱちでもない。現にいま俺を動かしている原動力は、家族からの愛だぜ？　アーシアだって、そうだ。いま、その愛で禁手バランス・ブレイカーに至った。

　俺とアーシアは、ただ、親を守ろうとしているだけだ。

　リゼヴィムの慌あわてる姿に、ここまで静観していたヴァーリも複雑な表情をしていた。……よく静かに見ていたな、ヴァーリの奴。……俺たち一家の姿に何か想うところがあったのかもしれない。

　しかし、体力も限界だ。俺はよろけた。……足下がふらつている。このまま戦っていても、いずれ押し通されるかもしれない。その前に、両親だけは家に戻もどす。それが今回の俺の役目だからな。

　……いや、もうひとつあった。

　レイヴェルと約束したか。無事に皆みんなで戻るって。じゃあ、俺も死んじゃ不味いな。

　決意を心のなかであらためているときだ。

　俺の心に話しかけてくる者がいた。

　──イッセー。

　それは聞き覚えのある声だ。

　──イッセー、ようやく届いた。

　オーフィスの声だった。オーフィスはいま家で寝ねているはずだ。まだ意識が戻っていないはずなのに……。

　オーフィスはこう訴うつたえてくる。

　──我の声が聞こえるなら、それはやっと満ちたということ。

　……満ちた？　どういうことだ？

　訝いぶかしげに思う俺だったが、ドライグは意味がわかったのか、笑っていた。

　そして、皆に聞こえる声で言う。

『ルシファーの息子よ。白はく龍りゆう皇こうヴァーリ・ルシファーの祖父よ。おまえが最初の客になりそうだ』

「うん？　客？」

　ドライグの声に首をかしげるリゼヴィムだったが、オーフィスの声は俺のなかで続く。

　──イッセー、我と共に謳うたおう。

　ドライグはさらにリゼヴィムに言った。

『だが、喜べ。こんな呪う文たはそう聴きけたもんじゃない。よく、耳を傾かたむけておけ。何せ、龍りゆう神じんが作りし無二の呪う文たなのだからな』

　──我の一番最初の友達。それがどういう意味か、皆に教えよう。

　ああ、オーフィス。わかった。──謳おう。

　俺は、オーフィスを信じて、身も心も委ねることにした。

「俺のなかでさ、オーフィスの声がするんだ。──一いつ緒しよに謳おう、と。──一緒に、游およごうってな」

　──頭のなかに、その呪文が浮うかび上がる。

　俺は──静かに口にし出した。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでの籠こ手ての宝玉から、真紅の輝かがやきが発する。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼なけ』

　オーフィスが、それを唱える。同時に、左ひだり腕うでの籠手の宝玉より、漆しつ黒こくのオーラが解き放たれる。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅のオーラが、俺の全身を包み込み、

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　漆黒のオーラが、それをさらに覆おおっていく──。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが禁を見届けよ』」

　真紅の鎧よろいは、漆黒の色合いを乗せて、さらなる変化をもたらしていく。

　籠手が、脚きやつ甲こうが、兜かぶとが、両りよう翼よくが、真紅と漆黒が混じり合うなかで、形を変えていく。

　そして、俺とオーフィスは同時にその最後の一節を謳った──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　宝玉から、その音声がけたたましく鳴なり響ひびき、宝玉のすべてに∞の記号が浮かび上がっていた！

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」

　ドライグとオーフィスの声が入り交じったような音声が宝玉から飛び出して、俺とオーフィスの呪う文たは終わった。

　…………。

　……いま、リゼヴィムの眼前に立つのは、真紅の鎧よりも有機的なフォルムと化し、紅と黒を基調とした色合いの全身鎧プレート・アーマーだろう。

　翼つばさは四枚になっており、そのすべてにキャノンも収納されている。

　この結果にリゼヴィムは絶句していた。首を横に振ふりながら叫ぶ。

「覇龍ジヤガーノート・ドライブ!?　いや、違ちがう！　覇龍ジヤガーノート・ドライブのように有機的な変化が訪れているが、あれのように禍まが々まがしいオーラは微み塵じんも感じられない！　むしろ、この肌はだに伝わってくる波動は……っ！」

　そう、覇龍ジヤガーノート・ドライブじゃない。でも、覇龍ジヤガーノート・ドライブのように生物的な特とく徴ちようもある。

　リゼヴィムが顔を引きつらせていた。

「……んだよ、それ。ここに来て、進化だってのか……ッ！」

　ドライグがリゼヴィムに言う。

『──龍神化。オーフィスが許してくれた唯ゆい一いつ絶対の力だ』

「──オーフィスの力を得たっつーのかッッ！」

　その通りだ。俺は──オーフィスの力を発現させた。俺のいまの体は、グレートレッドの肉とオーフィスの力で構築されている。いま、そのオーフィスの力を一時的に解放させたんだ。グレートレッドの体でできているからこそ、オーフィスの力に耐たえることができた。二体のドラゴンによって構成された体の俺だからできる禁断の力──。

　オーフィスが心に語りかけてくる。

　──イッセー、僅わずかな間しかその状態は維い持じできない。

　そうか、僅かな間か。それは数秒か、数十秒か、それとも数分か。どちらにしてもそう長くはいられないだろうな。

　──すでに体のあちこちが悲鳴をあげつつある。

　気を抜ぬいたら、バラバラになりそうなほど、俺のなかで異様なパワーが渦うず巻まいていた。

　ま、すぐにケリをつけよう。いまの俺なら──いける！

　俺は、リゼヴィムに構える。奴やつが身構えた瞬しゆん間かん、少しだけ足を動かした。刹せつ那な、俺は瞬しゆん時じに距きよ離りを詰つめて、リゼヴィムの眼前に立っていた。

　奴は反応できなかったようだ。完全にいまの動きは、リゼヴィムの理解の外側にあったのだろう。

　俺は右の拳こぶしを構えて、ストレートを放つ！　音声も鳴り響いていく！

「『《D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　リゼヴィムが俺のストレートを左手で受け止めようとする！　背中のルシファーの翼が広がって、一層力を強めてきた。俺の拳を受け止めて、リゼヴィムが無効化を働かせようとするが……。『透とう過か』も使っていないのに、一向に俺の拳の勢い、オーラが消失しないことで、リゼヴィムは「なんだと!?」と仰ぎよう天てんしていた。

「──まずは一発だッッ！」

　俺は拳に勢いを乗せて、リゼヴィムの顔面に一発ぶちかましてやった！

　俺の一発を顔面にもろに浴びて、奴は床ゆかにぶっ倒たおれていく！

　リゼヴィムはすぐさま立ち上がって、パンチを受けた頰ほおを撫なでていた。いまの一いち撃げきは相当なものだったようで、鼻っ柱が折れているようだった。鼻血が多量に噴き出ている。

　リゼヴィムは鼻を強引にグギンと治して、目を引きつらせていた。

「…………んだ、そりゃ。なんで無効化できない!?　俺の能力が効かないってのか!?　あり得ねぇだろッッ!?」

　信じられない様子の奴にドライグが言う。

『いや、ルシファーの息子むすこよ。おまえの能力は効いているぞ』

「じゃあ、どうして無効化できない!?　その力はオーフィスのものがかかっていようとも神器セイクリツド・ギアを通している以上、俺の神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーで無力化するはずだろう!?」

『単純な話だ。おまえのその力にも無効化できる限界値があったということだ。こちらは、赤せき龍りゆう帝ていの力に無限の特性が備わっている。打ち消しきれないほどのパワーがかかれば──話は別だろう？』

　ドライグの言葉にリゼヴィムは驚きよう愕がくするしかなかった。

「……俺の無効化で打ち消しきれないほどの質量を放たれたってことか……ッ！」

『それがオーフィス──無限ということだ』

　ドライグの答えに、リゼヴィムは悔くやしそうに笑うしかなかったようだ。

「……イカサマもいいところだぜ……ッッ！」

　そう、イカサマだろうよ。こんな力。まともな勝負で使いたくないほどだ。というよりも、平和に暮らしてもらいたいオーフィスに力を借りるのは……本当は嫌いやだ。

「単純だろう？　パワーで押し切るってことさ。俺らしい攻こう略りやく方法だよな。あんたの言う通り、こりゃオーフィスにおんぶに抱だっこっつーイカサマだろうよ。けど、てめえを殴なぐり倒す分には皆許してくれると思うぜ？」

　こいつをぶん殴るだけなら、ちょっとぐらい使ってもいいだろうってことだ！

　この結果にリゼヴィムは一歩後ずさるが、嫌みな笑みも作り出していた。

「だが、見たところ、それ、長続きはしない類たぐいの能力と見受けられる。ならば──」

　こちらの状じよう況きようを看破していたようで、奴は懐ふところに手を入れた。

「持久戦といこうか。涙なみだならたんまりあるのでね」

　取り出したのは、フェニックスの涙を入れた小こ瓶びんだ。

　リゼヴィムは小瓶の蓋ふたを取ると、

「では、ひとつめをいただこう」

　そのまま呷あおった。

　──クソ！　ダメージを消し去るつもりか！

　まあいい。この状態がどれぐらい続くかわからないけど、やれる限り、殴り続けるだけだ！

　覚かく悟ごと決意を持った俺だったが……フェニックスの涙を吞のんだリゼヴィムには、変化が一切起きなかった。

「…………」

　自分に回復が起こらず、眉まゆ根ねを寄よせるリゼヴィム。

「……どういうことだ？　なぜ、傷が癒いえない？」

　王者がつぶやく。──手元には小型の魔ま方ほう陣じんが展開していた。

「……本物でしたよ。いま、そのときまでは」

　その一言に得心したのか、リゼヴィムが王者を睨にらんだ。

「……貴様、無効化したのか……？　フェニックスの涙の効果を無くしたというのか？」

「……ベリアルの特性『無価値』は、本来対象者の能力にだけ働く。──ですが、『物』も例外ではない。……構成されている物質と原理さえわかれば『無価値』にできます。あなた方が所有するすべてをいま『無価値』にしました」

　そんなことも可能なのか……。構成されているものさえわかれば、物にさえ効果が及およぶ。この場合、フェニックスの涙の成分を知り、回復の効果を無効化したのだろう。

　これを知ったリゼヴィムはすべてを把は握あくした。

「……フェニックス家とのマッチングは、最初からこれを想定していたというのかッッ！」

　なるほど、そういうことか！　ベルゼブブさまが、言っていたことはこれだ！　王者は最初から、クリフォトがフェニックスの涙の密造をしていることを知っていた。無効化も考こう慮りよした上で、ライザーとのマッチングに狙ねらいを定さだめた。つまり、ライザーかレイヴェルの魔ま力りよくを解かい析せきして、涙の構成を知ったのだと思う。そして、クリフォトが所有しているすべてを無効化してしまった。

「悪に染まりきる度量もない若造が……ッ！」

　吐はき捨すてるリゼヴィム。顔は怒いかりに歪ゆがみきっていた。完全に予想外のことをされたのだろう。

　その姿に俺は笑った。

「天界でミカエルさんと対たい峙じしたてめえを見たとき、これが魔ま王おうルシファーの息子なのかって、結構ビビッたんだけどな」

　雄ゆう大だいな口調になり、ルシファーの翼まで生やして、俺は天界でこいつに恐おそれを抱いだいた。

　でも──違ったんだな。ヴァーリがさっき言っていたように、こっちの姿が本来のものなんだ。性根のところは、ふざけたおっさんのまま。

「──父親の真ま似ねしようと無理してんだろ、おっさん？　いまの姿が本当のあんたなんだろ？」

　俺は真っ正面から堂々と言ってやった。

「──俺は、ありのままの十七歳のガキで通すぜ？　あんたはどの体てい裁さいで通すつもりだ？」

「……言ってくれるな、赤龍帝ッッ！」

　俺の一言に心底苛いら立だったようだ！　手に魔力を光らせて、背中にルシファーの羽をすべて展開させていく！

　俺はオーフィスの力を纏まとって、リゼヴィムに突とつ貫かんしていく！　ここで決めてしまおう！　オーフィスの力が加算しているいまなら、それも可能なはずだッ！　こんなふざけた野や郎ろうをいまここでッッ！

　俺とリゼヴィムは展望室でいくつかの攻こう防ぼう戦せんをしたあと、ヴァーリによって砕くだかれたガラス壁へきから外に飛び出していった！

　空中で翼を展開させながら、お互たがいに魔力の砲ほう撃げき戦を繰くり広ひろげ始める！　さらに詰め寄って、近接戦の打ち合いもしていった！

　俺のパンチが、奴の蹴けりが、お互いのあらゆるところにぶち当たっていくっ！　その余波、衝しよう撃げきだけで、周囲の建物が、空を舞まっていた量産型の邪じや龍りゆうが、崩くずれ、打ち落とされていく。

　あらためて俺は、こいつの強さを超ちよう常じよう的なものだと認識していたっ！

「おらあああああああああああああああああっ！」

　リゼヴィムのすべての翼が、意思を持つようにうねりだして、俺に降り注ぐ！　鋭するどい翼の先せん端たんが襲おそいかかるが、俺は高速でそれらを躱かわしきった。翼は眼下の建物や道路にまで伸のびていき、崩ほう壊かいさせていく！

「ぬらああああああああああああああっ！」

　今度は、極大の魔ま力りよく弾だんを複数撃うち出してきた！　そのすべてが桁けた違ちがいの濃のう密みつさと攻こう撃げき性を有していて、真紅の鎧よろいだった頃ころの俺が浴びれば致ち命めい傷しようだっただろう。

　だが──いまの俺は、オーフィスの力が加わっている！

「はあああああああああああああああああああああああっ！」

　襲い来る巨きよ大だいで密度の高い魔力の弾たまを俺は拳打と蹴りで全部弾はじき飛ばしていった！

　弾かれた魔力の弾は、アグレアスの町並み、建物、遠方にまで飛んでいき、着ちやく弾だんしていく。着弾した瞬間に各地で甚じん大だいな大爆ばく発はつを引き起こしていた。爆ばく風ふうが周囲一帯に吹ふいていく。一番近くに着弾したところでは、建物複数が丸ごと消え去って、巨大なクレーターと化していた。

　腐くさっても魔王の息子ってことか。──けど、俺はこうも思った。

　……超ちよう越えつ者がこの程度？　いや、そんなことはないだろう。サーゼクスさまやアジュカ・ベルゼブブさまからいつも感じるあの静かな迫はく力りよく、絶対的なオーラは、こいつの比なんかではないと思う。

　俺が思うに、三人の超越者でこいつだけ一枚か二枚、ランクが落ちるのではないか？

　そう思えてならないが……まあ、凶きよう悪あくな敵であることは同じだ。

　リゼヴィムは背中の羽を一層揺ゆらめかせて、体中に強きよう烈れつなオーラを発していく。そのまま、俺よりも上空に飛んで、奴は叫さけんだ！

「へっ！　ならな！　一発すげえのをお見み舞まいしてやらぁよっ！　下にはお仲間もいるんだろう!?　躱したら、死ぬぜ!?　仲間がなっ！　余波で庁舎にいるご家族も一いつ緒しよにお陀だ仏ぶつだッ！」

　そう叫んだあとで、奴やつは両手にいままでにないほどの圧あつ倒とう的てきなオーラを高まらせて集めていく！　信じられないほどの魔力が、奴の手元に生み出されていった！

　奴の頭上に──数十メートルはあろうかという魔力の塊かたまりが生み出されていた。しかも、六つもっ！　あんなのがアグレアスの地表に降り注いだら──仲間どころか、この町すべてが吹き飛ぶっ！

　強大な六つの魔力の塊は、ゆっくりと円を描えがいていく。

「──消えろォォォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　リゼヴィムが、それを解き放った！

　極大の重圧を放ちながら、巨大な魔力の塊が降り注いでくる！

　俺は──覚悟を決めて、ドライグに言った。

「──最後まで付き合ってもらうぜ、ドライグ！」

『いいだろう。決めようではないかッ！』

　俺は背中に生える四枚の翼つばさからキャノンを前方に突つき出だす！　両りよう肩かたに二、両りよう脇わきの下からもう二、砲ほう身しんが伸びていく！　オーフィスの無限のパワーが、キャノンに集まっていった！

「『《D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　各宝玉も『∞』の記号を表示して、紅と黒で点てん滅めつしていった。

　ドゥゥゥゥゥゥ……と鳴動して、キャノンにオーフィスの──無限の龍神ウロボロス・ドラゴンの力が集つどう！

「いけええええええええええええええええええええええええええええっ！」

「『《∞インフイニテイ Blasterブラスター!!!!!!》』」

　音声と共に、四つの砲ほう口こうより、強烈で膨ぼう大だいな極太の、紅べに色いろと漆しつ黒こくが混ざった砲撃オーラが放たれていく！　四つの砲撃は襲い来るリゼヴィムの六つの強大な魔力の弾に突き刺ささり、そして──。

　浮ふ遊ゆう都市アグレアスの空中全域で空一面を覆おおい尽つくすほどの大爆発を引き起こしたっ！

　轟ごう音おん、爆ばく音おん、爆風、あらゆるものを引き起こして、俺の砲撃とリゼヴィムの魔力は空で打ち消し合ったのだ！　アグレアス中の建物の窓ガラスがすべて割れるであろう衝撃が広がっていった──。

　──空が紅色と漆黒が入り交じった模様となっていく。

　ふたつの超ちよう攻こう撃げき力の塊がぶつかり合い、消しよう滅めつし合ったあとで、爆煙のなかから、人ひと影かげが視認できる。

　──リゼヴィムだった。

　しかし、いまの砲撃の余波を浴びたのか、すでに翼の半分以上が折れていて、全身から血を噴き出させていた。

　ごふっと口からも血を吐き出していた。飛んでいるのがやっとなのだろう。

　それに比べて、こちらは無事だった。俺がダメージを受けていないことを見て、怒りと焦あせりが入り交じった表情となっていた。

「……シャルバと曹そう操そうのときと同様に俺もこんなくだらねぇゴリ押しで突とつ破ぱされるってのかよ……ッ!?」

　これを受けて、ドライグは呆あきれるように言った。

『──関わらなければ良かったのだ。我が相棒──兵藤一誠は静せい寂じやくを求めようとしているのだから。それを、あの新旧ベルゼブブの血族も、英えい雄ゆうの血族も、ルシファーの息子むすこたるおまえも無ぶ遠えん慮りよに触ふれて、踏ふみ荒あらした』

　そして、ドライグはこう断じる。

『ならば、滅ほろぼすしかないだろう。──それが二天てん龍りゆう、赤せき龍りゆう帝ていというものだ。……いや、違ちがうな。真二天龍の片割れ、悪あく魔まにして真紅のカーデイナル・赫龍帝クリムゾン・プロモーシヨン──「Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン」と称しようするべきか』

　……悪魔にして真紅のカーデイナル・赫龍帝クリムゾン・プロモーシヨン──「Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン」、か。なんだか、仰ぎよう々ぎようしくて恥ずかしい。

　ドライグの声を聞き、リゼヴィムは苦笑する。

「……くくく、新たな超越者『龍の魔王サタン』になろうとでもいうのか。……こうなると、うちの孫も近い将来超越者に数えたほうがいいのかもな」

　そう言うなり、奴は背後に──転移型の魔方陣を出現させたっ！

「……だが、ここで死ぬわけには……いかんのよッ！」

　奴めっ！　逃にげる気か！　リゼヴィムは俺たちを一いち瞥べつしたあとで、転移の光に消えていく！　クソッ！　逃げ足早すぎだろう!?　つーか、見切りが早すぎる！

「逃がさんぞ、リゼヴィム」

　ヴァーリが庁舎から飛び出していく。──が、振ふり返かえって、俺に一言だけ告げていった。

「──見事だ。兵藤一誠。キミの、キミたち家族の戦いに……つい見とれたよ」

　それだけ、言うと奴はリゼヴィムを追ってアグレアスの空に消えていった。

　……ヴァーリは、寂さびしそうな表情を浮うかべていたように思える。




　　　　─○●○─




　リゼヴィムに逃げられたが、俺は展望室に戻もどって両親とアーシアと無事を確認しあった。

　オーフィスの鎧もすでに解かれていて、いつもの俺の姿に戻っている。

　さて、展望室に戻ったのはいいけど……。俺は部屋の真ん中で力なくうなだれている王者のもとに歩いて行った。

　すでに抵てい抗こうする気もないようだった。

　俺は真っ正面から言う。

「……チャンピオン、あなたのやったことは許されることじゃないです」

　すると、王者は腕うでを広げて瞑めい目もくする。

「やりたまえ。キミにはその権利がある」

　…………殺せ、ということか。そんなの……できるわけねぇじゃねぇかよ。

　──が、母さんがツカツカと近寄って、王者の頰ほおをビンタしたっ！

「……うちの子を、うちの子供たちをこんな目に遭あわせたんですから、これぐらいは受けてもらいますっ！」

　気き丈じようなまでの母さんの姿──。父さんも「あわわわ」とビビッてた。

　一発ぐらい、王者を殴なぐってもいいかなと思っていた俺だったが、母さんがビンタをしてくれたなら……それでいいか。

　王者も母さんに、「申し訳なかった」と謝っていた。

　……俺は首を横に振って、こう言った。

「……罪を償つぐなってください。何年でも何千年かけてでも。……俺の好きな女性が、あなたと試合をしたいと言っていました。……あなたとゲームをするのが夢だと。きっと、それはリアスだけじゃない。いろんなプレイヤーが思おもい描えがいているはずなんだ」

　そう、リアスだけじゃない。サイラオーグさんやソーナ元会長だって、このヒトと将来戦いたかったはずなんだ。

　そして──。

「……俺だって、いつか自分の眷けん属ぞくを持って、あなたと試合をしたかった。だから……何千年でも待ちますから、罪を償ってください」

「…………ここまでした私に死ぬなと言うのか。……キミは誰だれよりも残ざん酷こくだ」

　顔を伏ふす王者は俺に訊きいてくる。

「……ひとつだけ、教えてくれ。噂うわさを聞いた。……天界で八や重え垣がきさんとクレーリアの魂たましいが出会ったと。……クレーリアは……どんな顔をしていた？」

　俺の脳のう裡りに天界で見たクレーリアさんの幻げん影えいらしきものが思い返される。クレーリアさんは、八重垣さんを包み込んでいった。

「……やさしい顔をしていました」

　俺の一言に──王者は涙なみだを一筋だけ流していた。

「…………そうか…………私の負けだ」

　その場にくずおれる王者を見て、俺は天てん井じようを仰あおいだ。

　……なんとも言えない戦いだった。王者の抱いだいた想いも理解できなくはない。けど、やってはいけない領域に足を踏み込んだのも事実──。

　でも、俺としては収しゆう穫かくも大きかった。大きすぎた。

　俺は──家族に振り返る。父さん、母さん、アーシア。俺の大事な家族だ。皆みんな、いまの俺を笑顔で迎むかえてくれていた。もう、隠かくさなくていいんだ。でも、父さんと母さんを危険に晒さらすことになるかもしれない。

　──なら、アーシアと一緒に、アーシアと共に、皆と力を合わせて、守ればいい。守り切ればいい。

　それを新たに抱かせる戦いだった──。

　──と、俺を唐とう突とつな吐はき気けが襲おそう。すぐに手で口元を覆った。喉のどの奥──腹の中からこみ上げてきたものは覆っていた手でも押さえきれないほどのものだった。

　ごふっ。

　……気づくと、俺は口から大量の血の塊を吐き出していた。鼻からも熱いものがつーっと流れるのがわかる。鼻血であることは何となく察することができた。

　次に俺に訪れたのは、突とつ然ぜんの脱だつ力りよく感かん──。全身から力が抜ぬけ、崩くずれ落ちるように床ゆかに倒たおれ込んでいった。

「…………あれ？」

　床を眺ながめるしかない俺……。力を入れたくても指一本にすら力は宿らず、動かせない。口から流れ出ている血が床を赤く染めていくのだけは見えていた。

「イッセーさん!?」

「イッセー！」

「イッセー！」

　悲鳴をあげるアーシア、父さん、母さんの声が耳に届くが……それも徐じよ々じよに聞こえづらくなってきて……。

『……相棒。──力の代だい償しようだ。オーフィスの力は……あまりに……』

　ドライグの険しい声こわ音ねが聞こえてきたが……眼前が白くなっていき、しだいに暗転していく……。

　そこで俺の意識は遠のいていった──。




　そう、代償はあまりにも──。
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「…………」

「…………」

　俺──アザゼルは、アグレアスの内部に侵しん入にゆうして、大分奥に進んだところで、黒いドレスを着た少女と対たい峙じしていた。動力室に続く巨きよ大だいな両開きの鉄の扉とびらを前にして、その少女は待ち構えていたのだ。広い空間となっている場所だ。

　──待ち構えていたのはオーフィスの分身体、リリス。

　……こいつとはどうにも手合わせをしたくない俺だった。まあ、まともにやり合っても俺が押おし潰つぶされるだけだろうしな。

　かと言って、俺はこの奥にある動どう力りよく炉ろに行きたいわけだが……。事前に用意してきたアグレアスの内部地図があったから、ここまで割とスムーズに進めたんだがな。途と中ちゆう、煩わずらわしいトラップの数々が行く手を阻はばんだが、その手のトラップ解除は技術屋の手前、得意なほうだ。やはり、俺がこちらに来て正解だった。他の奴やつらじゃ、トラップに引っかかって時間を食っただろう。

　俺はリリスを前に頰を指でかく。

「……なあ、やっぱり、通してはくれないのか？」

「むり。リゼヴィム、ここ、まもれとリリスにいった」

「戦わんとダメか？」

「たたかう？　リリス、つよい。とても、つよい」

「……まあ、そうなんだろうが」

　拳こぶしをシュッシュッとかわいく突つき出だしているリリス。仕草はかわいらしいが、おそらく、その一いち撃げきは常じよう軌きを逸いつしている威い力りよくだろう。

　あー、まいったね。どうしたものか。こういうとき、イッセーなら、案外要領よく事を運びそうなんだよな……。あいつ、子供に好かれるからな。

　アーシアならこの場面、どうするだろうか？　ドラゴン使いとして類たぐい稀まれなる才能を有した元聖女。あの娘むすめなら、このドラゴンをどうあやすだろうか。

　……そこまで思し慮りよして、とあることを思い付く。

　俺は懐ふところから、非常食として持ってきていたチョコバーを取り出した。袋ふくろを半分だけ破り、中身を露ろ出しゆつさせる。

　それをリリスに突きだして言った。

「じゃあ、ほら、お菓か子しをやろう」

「──ッ！」

　お菓子を見た途と端たん、目の色が変わりやがった！　うーん！　オーフィスも大たい概がいこの手のものに弱いが、この分身体も同じか？

　俺はチョコバーを持つ手を上下左右動かしてみる。リリスの視線がそれに応じて盛んに動いていた。物もの凄すごく興味を引かれているようだ。

　そういや、イッセーたちがツェペシュ派の町でこの娘むすめと出会ったとき、食事を奢おごったと言っていたな。……食い意地があるタイプのドラゴンか？

「欲しいか？　うまいぞ、甘いぞ？」

　俺がそう言うと、無言と無表情で生なま唾つばを飲み込むリリス。

「…………」

　目をうるうるさせるな！　こっちが酷ひどいことをしているようじゃないか！

「……通してくれるなら、やる。通してくれないなら、やらん。どうだ、欲しいか？」

「……ほしい。でも、とおせない。……リリス、どうしたらいい？」

　首をかわいく傾かしげて訊いてくる少女。……どうしたらいいんだろうな。
















　息を吐つく俺。……ああ、敵わんな。

　俺はチョコバーをリリスに突き出す。

「……そんな目で見るな。わかったわかった。とりあえず、これはやる。通してくれるかくれないかはそれ食ってから考えてくれ」

　受け取ったリリスは、

「…………」

　無言でチョコバーを頰ほお張ばる。……満足そうにしていた。

　俺はその場でうな垂れて、お手上げ状態だった。さて、どうしたものか。菓子でどうにか釣つって、この場を離はなれてもらうか？　それができたら楽なんだろうが……意外に頑がん固こっぽそうだしな。

「……ったく、おまえを作ったクソ野や郎ろうは、何を思っておまえをこんなふうに作ったんだろうな」

　さてさて、時間はないが、食い意地張ったドラゴン少女を前に戦術を組み立てますかね。

　腕うでを組んで、うーむと作戦をひねり出そうとしたときだった。

　俺が来た通路の奥から、誰かの靴くつ音おとが聞こえてきた。しばらくすると、声も聞こえてくる。

「…………クソッタレがッ！　赤せき龍りゆう帝ていのクソガキが……ッ！」

　そう言いながら通路から姿を現したのは──ボロボロの格好となったリゼヴィムの野郎だった！

　奴は、顔を下に向きながら、ぶつぶつと独り言をつぶやいている。

「やはり、リリスの力を使うべきか……。いいや、不安定すぎて盾たて役としても機能しなくなってきているしな。いまのリリスを二に天てん龍りゆうに会わせたら丸め込まれる可能性もある。だからこそ、本物を調べて再調整と強化が必要だったんだが……。……じゃあ、アレしかねぇよな。……うひゃひゃひゃ」

　嫌いやな笑みを発したあとで、叫さけんだ。

「リリス！　リリスはどこだ!?」

　リリスの名を呼んだところで、俺の姿を視界に捉とらえたようだ。

「ちっとばかり時間を食いすぎたと思ったら、おまえの登場か」

　リゼヴィムの負傷をあざ笑う俺。奴も負けじと嫌な笑みを浮うかべていた。

「……おーおー、これはこれはアザゼルおじさんじゃないか。先にアグレアスの動力炉に足を向けるなんて、さすがはさすが。しかもよくもまあここに来るまでのトラップを全部回かい避ひしてきたもんだ」

「いいザマだな、リゼヴィム。イッセーか、ヴァーリにやられたか。まあ、そうなるだろうなと思ったぜ」

「……この結果に驚おどろく素そ振ぶりも見せない。さすがは二天龍の導き手さまだ」

　イッセーもヴァーリも歴代のなかでも実力と意外性が飛び抜けている。いずれ、こいつがこうなることは、なんとなく予感していたさ。

「あいつらにちょっかい出した奴はどんな実力者でもみーんな斜ななめ上の現象に巻き込まれて消えていったよ。ま、おまえもいずれそうなるんじゃないかってな。要は時間の問題。俺はどれだけおまえからの被ひ害がいを最小に抑おさえ込めるかだけを計算していた」

　シャルバも、曹そう操そうも、皆みんなイタズラに奴らにちょっかいを出して、消えていった。二度あることは三度ある。リゼヴィムもそうなるんじゃないかって思いは強かった。

　リゼヴィムは口を引きつらせて、不ふ機き嫌げんな様子だった。

「……むかつく物言いだな」

「いや、それでもおまえの悪意は俺の予想をいくらか上回ったよ。聖せい杯はいといい、生命の実といいな。だが、まあ、焦あせったな。ここにきて、この急な動きは雑だ。あまりにな。その目の隈くまと関係しているのか？」

　奴の目には隈ができていた。寝ね不ぶ足そくによるものか？　煽あおり屋であるこいつが何をもって寝不足になることがあるのか？　先行き不安になって毎夜寝ね付つけないって繊せん細さいなタイプでもないだろうにな。

　──が、俺の予想に反して、奴は自じ嘲ちようしていた。

「……意外に俺も繊細だったってことだ。……ああ、クソ。やっぱな、俺の予想は当たってたじゃねぇか。一番厄やつ介かいなのは、サーゼクスくんでも、赤龍帝でもヴァーリでもなく、ましてや『Ｄ×Ｄデイーデイー』でもない。……目の前のこの……」

　目を細め、俺のことを意味深に睨にらんでくるリゼヴィム。

　……その傷ついた身で、何を思慮しているというのか？

　訝いぶかしげに感じていた俺だったが──、視界に突とつ如じよとしてまばゆい輝かがやきが映り込みだした。

　見れば、この広い空間全域を照らすほどの光量と共に──龍門ドラゴンゲートが開こうとしていた！　しかも二種！　どちらも黒を主張した色合いのものだった。

　現れたのは──翼つばさを生やした三つ首の巨大な黒いドラゴンと、黒い祭服を着た褐かつ色しよくの肌はだの美青年。

　巨大な三つ首のドラゴンは『魔源のデイアポリズム・禁龍サウザンド・ドラゴン』──アジ・ダハーカ、褐色の青年のほうは人間の姿をしているが、おそらく『原初なる晦冥龍エクリプス・ドラゴン』──アポプスだろう。

　青年──アポプスが呆あきれるようにリゼヴィムに言った。

《──詰つめが甘いな、王子》

　呼応するように三つ首のドラゴン──アジ・ダハーカが嘲あざ笑わらう。

『というよりは、ここぞというところで精神的な弱さが出ちまっただけだろ』

『豆とう腐ふメンタル！』

『態度ばかりデカかった！』

　真ん中の首に続いて、左右の首もそれぞれリゼヴィムに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせていた。

　邪じや龍りゆうのなかでも別格と名高い二体を前にして、リゼヴィムは苦笑する。

「……これは、アポプスくんとアジ・ダハーカくんじゃないか」

　アジ・ダハーカはリゼヴィムの負傷が大層愉ゆ快かいなようで、小こ馬ば鹿かにして言った。

『やー、リゼ公。なかなか、いい塩梅あんばいじゃないの』

『こりゃまた派手にやられたね☆』

『ざまぁざまぁ！』

　アジ・ダハーカの態度にリゼヴィムもいらついた表情をしていた。

　しかし、そのなかでアポプスはこう断じる。

《悪いが、リゼヴィム王子。貴君には大変世話になったが……ここまでだ。──我らは我らで独自にやらせていただく》

　アポプスが手を突き出すと、そこに魔ま方ほう陣じんが展開して、あるものを出現させた。

　──一個の杯さかずき、ヴァレリーの聖杯だった。

《これをちょうだいさせてもらった》

　聖杯を手に取るアポプスを前にリゼヴィムは舌打ちをする。

「……聖杯か。いちおう、俺の固有の亜空間に隠かくしておいたんだが……おまえらにそれを問うたところで今いま更さらか」

　アジ・ダハーカが『くくく』と笑う。

『まあな。魔ま術じゆつの類なら、あんたよりも俺のほうが上うわ手てってことだ』

『ボクは大変魔ま法ほうがお上手なのよ☆』

『この二流魔ま王おう！　三流魔王！』

　……リゼヴィムの野郎、ここにきて裏をかかれたか。

　こいつら、リゼヴィムが近いうちに失敗しそうだと、目測を立てていたのではないだろうか？

　そして、この機を狙ねらって、聖杯を奪うばった──と。

　俺の予感を代弁するようにアポプスが言う。

《ファーブニルの呪のろいによって、夜な夜な魘うなされていたようだ。その隈がなんとも痛々しい。リリスを強化させて、それに備えさせようと目論んだものの焦りすぎてこの状況を生む始末。超ちよう越えつ者に数えられようとも、貴君はもう二人の超越者より、格が二枚も三枚も劣おとっていたのだろう》

「…………言ってくれるぜ、邪龍がよ」

　忌いま々いましそうにそう返すリゼヴィム。

　……合点が行った。そうか、リゼヴィムの野郎、ファーブニルに呪いを受けていたのか。

　あの龍王、意識を失う直前に自分の精神を呪いと化して、リゼヴィムのもとに送ったに違ちがいない。そして、奴やつの精神体が、夜な夜なリゼヴィムの夢に現れて、夢のなかで襲しゆう撃げきを繰くり返かえしていたのだろう。リゼヴィムの目の隈は、ファーブニルに毎夜魘されていたから──。そして、オーフィスを狙ったのもそれが原因か。ファーブニル対策にリリスの強化とはな。

　アジ・ダハーカがさらにバカにしていく。

『超越者さまが夢の中で抵てい抗こうもできず、何百、何千とあの金色野郎に殺され続けたってか』

『夢の中では超越できなーい！』

『夢の呪いも解呪できなーい！』

　アポプスも嘆たん息そくしていた。

《それに苛さいなまれて自らが計画の足かせになるようでは度量の程度が知れるというものだ。──が、かの者の呪いが極めて烈れつ々れつたるのもまた事実。余計なものに手を出しすぎたのだ》

　こいつらじゃないが、まったくもってその通りだ。

　余計な煽りまで入れておいて、足下を掬すくわれるなんてよ。しかも、精神的に追い詰められて、イージーミスを連発して、このザマだ。あまりに相手を舐なめすぎた結果だろう。

　二体の邪龍に散々バカにされて、わなわなと怒いかりに身を震ふるわせているリゼヴィム。

　俺は構わずに二体の邪龍に言う。

「そいつを、聖杯を渡わたしてもらおうか、アポプス、アジ・ダハーカ」

《それはできぬ相談だ、堕天使の長おさよ。我らは我らで異世界への戦いに興味があるのだ》

　──っ！

　……なんてこった。リゼヴィムだけのこだわりかと思ったが、こいつらまで異世界に興味を持ったってのか！

　アポプスに呼応するようにアジ・ダハーカも言う。

『異世界の神にケンカを売るってのもおもしろそうでな』

『めっちゃ楽しそうだもんね☆』

『行ってみたいな、まだ見ぬ世界！』

　目的だけは同調したってことか。しかし、リゼヴィムとは縁えんを切る、と。それはそれで厄介だな。力のあるドラゴンが、聖杯を思うがままに使うなんて、想像しただけで恐きよう々きようとする。

　ふと、アポプスが通路のほうに視線を送る。しんと静まりかえる暗がりの通路を見て、アポプスは小さい笑みを作る。

《……貴君の魂たましいを誘いざなう者が来たようだ。それではさらばだ、魔王の子よ。心置きなく死ぬといい》

　アポプス、アジ・ダハーカの足下に光が生まれて、再び龍門ドラゴンゲートが開いていく。

『ま、心意気だけは引ひき継ついでやる』

『バイバイ！』

『無残に死んでいけぃ！』

　それだけを言い残して、アポプスとアジ・ダハーカは黒いオーラと共にこの場から転移していった──。

　凶きよう悪あくな二体の邪龍が去ってからすぐに通路の奥より白はく刃じんのような閃せん光こうが一筋だけ、光の軌き跡せきを生みながら直進してくる。

　この広い空間に舞まい降おりたのは──純白の鎧よろいに身を包むヴァーリだった。

「いま感じた波動は、アジ・ダハーカのものだった。──どうやら、蘇よみがえらせた邪龍にも愛想を尽つかされたようだ」

　そう言いながら、ヴァーリはリゼヴィムの眼前に立つ。

　リゼヴィムは孫の登場に苦笑するしかなかったようだ。

「──ここで登場のヴァーリきゅんか」

「あの三つ首の邪龍とクロウ・クルワッハはおまえに制せい御ぎよできるほど、甘くはなかったということだな。──ドラゴンを舐めるなよ、リゼヴィム」

　右手を前に突つきだすヴァーリ。手の先に危険なほどの莫ばく大だいなオーラが集まっていく。

　それを見て、途と端たんに笑みを引きつらせるリゼヴィム。

「まあ待て待て。ヴァーリきゅん。俺が悪かったって。ほら、俺、じいちゃんなんだし？　そこは労いたわろうよ？」

　いまのケガでは、ヴァーリの力を御ぎよしきれないかもしれないと察したのだろう。ここにきて、奴は焦りつつあった。

　──だが。

「…………」

　ヴァーリは無言でひと息を吐いたあとで、力ある言葉を紡つむぎ出す！

「我、目覚めるは──律の絶対を闇やみに堕おとす白はく龍りゆう皇こうなり──」

　この空間自体が途端に震えだした。ヴァーリの体より圧あつ倒とう的てきなまでの絶大なオーラが解き放たれていく。純白の鎧は、白銀の輝きに変化していき、形状をも変えていった。

　ヴァーリが行き着いた答えのひとつ──『白銀のエンピレオ・ジヤガーノート極覇龍・オーバードライブ』の呪文を唱えだしたのだ。

　体力と魔ま力りよくの消しよう耗もうの激しさは相当なものだが、その力は伝説の最上級死神グリム・リツパーですら、容易に屠ほふり去ってしまうほどだった。

　──神殺しさえ可能な恐おそるべき力の具現化だ。

　その光景を見て、リゼヴィムは目を見開き、説得をさらに口にしていく。

「これからは若者に必要なスキルは老人の介かい護ごだぜ？」

「無限の破は滅めつと黎れい明めいの夢を穿はいて覇は道どうを往ゆく──」

　構わずにヴァーリは呪文を唱えていくだけだ。

　リゼヴィムは続けてわざとらしく謝り出す。

「あー、わかった！　いままでのことを全部謝ろう！　いじめて悪かった！」

「我、無む垢くなる龍の皇帝エンペラーと成りて──」

「ほらほら、俺が悪かったって！　金でも女でも何でも欲しいものならくれてやるぞ？」

　だが、祖父に対して孫は一切の慈じ悲ひを見せずに、呪文最後の一節を口にした──。




「「「「「「汝なんじを白銀の幻げん想そうと魔ま道どうの極地へと従えよう」」」」」」




『Juggernautジヤガーノート Overオーバー Driveドライブ!!!!!!!!!!!!』

　宝玉からの音声も鳴なり響ひびき、ついに白龍皇デイバイン・デイバイデイングの鎧・スケイルメイルは、白銀の輝かがやきを放つ上位の姿へと変へん貌ぼうを遂とげた。

　全身から、銀色のオーラと、殺意に塗まみれたプレッシャーを放つ極覇龍のヴァーリ。万全のリゼヴィムが相手だったら、消耗の激しさゆえに持久戦で負けていただろう。しかし、傷つき、体力も万全ではない今のリゼヴィムならば、話は変わる。これほど、極大のパワーを有したヴァーリならば、御しきれる可能性は高まるだろう。

　たとえば、神器セイクリツド・ギアの力が通っていない魔法の類で、魔法力の剣けんを作りだして、切り刻むこともできる。ヴァーリは北ほく欧おうの魔法をすぐに習得できるほどの天才だ。魔法も相当な腕うでだ。神器セイクリツド・ギアの力が通った直接攻こう撃げきができなくとも、極覇龍を身体的能力の向上だけと割り切れば、リゼヴィムとの戦いにおいて、メリットは大きい。

　そのことを悟さとったのか、笑みを引きつらせて説得を試みていたリゼヴィムは、俺のほうにも甘かん言げんを飛ばす。

「アザゼルッッ！　おまえならどうよ!?　金でも何でも欲しいものは──」

　奴の言葉を遮さえぎって、俺はハッキリと言ってやる。

「リゼヴィム、おまえは最低最悪だ。せめて、赤せき龍りゆう帝ていと孫の白龍皇の手にかかって死ぬことを誉ほまれと思え」

　土ど壇たん場ばにきて、なんと……なんと情けないことか。

　あれほど、様々な者たちを煽あおりに煽り立てた前ルシファーの息子むすこが、いま目の前で命いのち乞ごいを始めたのだ。しかも、今日までバカにしていた者たちに対してだ。

　あまりの姿に俺も哀あわれみどころか、呆あきれるしかなかった。

　右みぎ腕うでの籠こ手てを解き、魔法の剣を作り出すヴァーリ。神器セイクリツド・ギアの通わない魔法の剣だ。

　剣の切っ先をリゼヴィムの眼前に向けて、ヴァーリは言う。

「違うぞ、アザゼル。こいつは──ごく普ふ通つうの人間の一家に敗北したんだ。……俺が手にできなかったものを兵ひよう藤どう一いつ誠せいは持っていた。……こいつは、それに負けたんだ」

　……その一言で、上での戦せん闘とうの光景をなんとなく、想像できた。

　……そうか、イッセー、おまえは正体を親おや御ごさんに知られたんだな。だが、それでもご両親はおまえを受け入れた。うれしかっただろう。打ち震えただろう。そんなことが起きたのでは、あいつが張り切って神器セイクリツド・ギアの力を高めるのは想像に難かたくない。神器セイクリツド・ギアは想いの強さによって力を高める。

　──リゼヴィムは、兵藤一家の家族愛に追い詰つめられたということだろう。

　生まれも育ちもごく普通の一いつ般ぱん的な少年。両親も異能を有した一族の出でもなく、普通の一般人だ。普通に暮らしてきた親子の絆きずな──。

　リゼヴィムがわからなかったものであり、……ヴァーリが欲しかったものだ。

　それが勝敗を分けたんだな。……皮肉だな、リゼヴィムよ。

「…………いやいや、何それ」

　ヴァーリの言っていることが理解できないリゼヴィムは、途端に叫さけんだ。

「リリィィィィィスッ！　リリスちゃんッッ！　俺を守りやがれェェェェェエッ！」

　リリスの名を呼びやがった！　扉とびらの前で俺たちの様子を静観していたリリスは、リゼヴィムに呼ばれて、歩み寄る。

「リゼヴィム、まもる？」

　リゼヴィムの盾たてになる格好のリリスに奴はいやらしい笑みを作って何度もうなずいた。

「ああ、そうだ！　俺を守れッ！　死守しろッ！　護衛しろッ！　無限の力でここにいる白龍皇と堕天使を葬ほうむれッ！　うひゃひゃひゃひゃっ！」

　リリスが盾になったことで、一転していつもの嫌いやみな笑いを発するリゼヴィム。

　ヴァーリはリリスと対たい峙じしながらも、やさしく語りかける。

「オーフィスの半身、か。そこをどいてくれないか？　俺は……キミまで攻撃するつもりはない。うしろのそれはキミが守るべき存在ではないぞ？」

　ヴァーリもまた、イッセー同様にオーフィスを大切に扱あつかっている。同じ存在であるリリスにも思うところはあるのだろう。

　リリスはヴァーリのやさしい語りかけに少しばかり当とう惑わくの表情となった。イッセーのときといい、二天てん龍りゆうが語りかけると、感情が働くのだろうか？

「でも、リリス。リゼヴィム、まもる。おしごと」

　背後のリゼヴィムが首を何度も縦に振ふって同意する。

「そうだ、仕事だ！　お仕事だ！　いい子だぜ、リリスちゅあん！　俺のママンの名をつけただけのことはあるッ！」

　……調子よくなりやがって。まったく、度し難いほどにクズだな、リゼヴィムよ。

　しかし、ヴァーリはあくまで冷静にこうも言った。

「なら、俺と来い。──俺と来れば、グレートレッドともう一人のキミ、オーフィスと会わせよう。……兵藤一誠、赤龍帝もキミと会いたがっているだろう」

　グレートレッドと、イッセー──赤龍帝、そして、オーフィスの名前が出たせいか、リリスはいままでにない反応を見せて食いついた。

「……グレート、レッド？　もうひとりの……リリス？」

　ヴァーリはリリスがドレスにつけているドラゴンのアクセサリーに指をさした。

「それを貰もらったのだろう？　きっと、彼ならもっといいものをキミにくれるはずだ。そこにいる男よりもずっといいものを──」

　説得を続けるヴァーリの言葉を遮って、リゼヴィムが叫ぶ。

「おいおいおいおいおいおいおい、うおぉぉぉぉいっ！　何、懐かい柔じゆうしようとしている!?　うちのリリスちゃんはなッ！　俺の専用ガードだッ！　こういうときにこそ、働いてもらわないと、作った意味が──」

　ダメ押しとばかり、俺が再び懐ふところからチョコバーを取り出して言った。

「いまなら、菓か子しもつけるぞ？」

　それが決め手だったのか、リリスは頭を抱かかえてその場に座り込んでしまった。

「…………グレートレッド、もうひとりのリリス……赤龍帝……おかし……グレートレッド、おかし、もうひとりのリリス、おかし……赤龍帝からのおかし……」

　おやおや、グレートレッド、オーフィス、二天龍に菓子までついてくると知って、リリスが混乱しちまった。かわいいもんだ。リゼヴィムとは比べるのがかわいそうなほどにわかりやすく、尊い存在だ。

　こちらの言葉に混乱するリリスを見て、リゼヴィムは再び焦あせり出す。

「か、か、菓子でかよッッ!?　俺より菓子だと!?　な、なら、俺が特大のケーキでもチョコレートでもマシュマロだろうと！　用意して──」

　言いかけるリゼヴィムの左ひだり腕うでが、唐とう突とつに斬きり飛ばされていく──。ヴァーリが魔ま法ほうの剣で、無む慈じ悲ひに切り落としたからだ。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　絶ぜつ叫きようをあげるリゼヴィム。不意打ちでの攻撃だったためか、避さけることすら適わなかったのだろう。身体能力は、極覇龍で高まっているからな。ガード役のリリスの意識が散れば、そりゃ腕を持っていかれるさ。

　腕から大量の血を噴ふき出させるリゼヴィムにヴァーリは冷れい酷こくに言い放つ。

「迷い始めたら、もう終わりだということだ。こんな調子の彼女では意識も散さん漫まんするだろう。この通り、隙すきが生じて俺の攻撃がおまえに届いた」

　腕を押さえながら、顔を怒いかりに歪ゆがませるリゼヴィム。

「…………クソが……ッッッ！　僅わずかに感情を持たせたのが、ここにきて仇あだかよッッ！」

　そうか、こいつ、リリスに僅かながら感情が灯ともる要素を残しておいたんだな？　結果、リリスには感情が生まれだして、こんな結末になっちまった。

　どうせ、こいつのことだ、お遊び半分で入れた要素だろう。それが、ここにきて自らの首を絞しめることになるとはよ。

　ヴァーリが魔法の剣を構えて、一気にケリをつけようとする。

「──死ね」

　剣を放とうとするが──ヴァーリは急に構えを解いた。憎ぞう悪おの感情をいまのいままで剝むき出だしにしていたのにもかかわらずにだ。

　首を横に振り、息を吐はく。

「…………兵藤一誠が追い詰めたおまえを俺がトドメを刺さしたのでは、格好がつかないな。おいしいところだけを食うようで、らしくもない。──それにどうやら、おまえを真に殺したい者がいるようだ」

　ヴァーリの視線が一点に向けられていた。おそらく、その気配を察知したため、考えをあらためたのだろう。

　──この空間に龍門ドラゴンゲートが再び開こうとしていた。

　龍門ドラゴン・ゲートからは、黄金のオーラが解き放たれている。

　それを見て、リゼヴィムは酷ひどく狼ろう狽ばいして、絶句していた。

「…………噓うそだろっ」

　龍門ドラゴン・ゲートから、姿を現したのは──黄金の鱗うろこを持つ、一体の龍王だ。巨きよ体たいをよろよろと動かしており、天界で消しよう耗もうした体力は完全に回復できないでいる。

　しかし、強きよう烈れつなまでの迫はく力りよく、戦意、明確なまでの殺意を抱いだいて、黄金龍王ギガンテイス・ドラゴン──ファーブニルは体を引きずらせながら、動き出す。

『…………ようやく、見つけた』

　眼前の仇きゆう敵てきたるリゼヴィムを捉とらえたファーブニルは、プレッシャーを放つ一声を絞しぼり出していた。

　リゼヴィムは信じられない様子で、首を横に振りながら──恐おそれおののいていた。

「……ッッ！　なんでだ……ッ！　なんで、ここまで執しつ拗ように……ッ!?　夢のなかにまで追いかけてきやがってよッッ！」

　リゼヴィムが憔しよう悴すいし、冷静さを欠いたのは、夢のなかにまでファーブニルが追いかけ、追い詰めていったからだ。この狼狽うろたえぶりから、夢のなかで何十、何百、何千と致ち命めい的てきなものを受け続けたのだろう。そう、夢のなかで殺され続けて、精神を追い込まれたのだ。

『……おまえは、アーシアたんを泣かした』

　双そう眸ぼうを凶きよう悪あくに危険なまでに輝かせるファーブニルは、体を引きずらせて一歩、また一歩とリゼヴィムに近づいていく。

　怒りが、恨うらみが、憎にくしみが、黄金龍王ギガンテイス・ドラゴンの全身から滲にじみ出ていた──。

　その異様なまでの迫力にリゼヴィムは顔面蒼そう白はくとなって後ずさる。──が、すでに傷を負っているせいもあり、足がもつれてその場に倒たおれ込んでしまう。

　その間にもファーブニルはゆっくりでありながらも距きよ離りを詰め、ついに眼前にまで迫せまった。

　リゼヴィムは両手を前に出して、無理矢理作り笑顔をする。

「……待てッ！　待ってくれッ！　あれは……ほら！　演出だッ！　盛り上げるための！　天界のあそこまでルシファーの息子が攻せめたら──」

　ズンッ！　という地じ響ひびきと共に生々しくも骨の砕くだける鈍にぶい音が、一帯に鳴なり響ひびいた。

　ファーブニルの巨きよ大だいな足が、一片の慈悲もなく、リゼヴィムの訴うつたえをかき消して両りよう脚あしを踏ふみ潰つぶしたからだ。

「があああああああああああああああああッッ！　クソッッ！　クソッッ！　ドラゴンがぁぁああああああああああッッ！」

　怨えん嗟さも含ふくんだ絶叫をあげるリゼヴィムは、激痛からか、その場で上半身を撥ね上げていた。両脚をファーブニルの前足が踏んでいる以上、その場から逃にげることもできないだろう。

　ファーブニルは憤ふん怒ぬの色に染まりきった大きな顔をリゼヴィムに近づけて、声を発する。

『──おまえは、アーシアたんをいじめた。絶対に許さないッ！　絶対にだッッ！』

　龍王の怒りに満みち溢あふれた声こわ音ね、表情、オーラ──。ファーブニルの苛か烈れつなまでの執しゆう念ねんは、とうに常じよう軌きを逸いつしており、ついには超ちよう越えつ者たるこの男を追い詰めるに至ったのだ。

　こちらにすらすがろうと視線を向けてきたリゼヴィムに俺は言う。

「リゼヴィム。おまえは、あまりにドラゴンを刺し激げきしすぎた。──これは報いだ」

　──因果応報。

　散々各勢力の様々な者たちを己の欲よく望ぼうを満たすためだけに無む闇やみに乱暴なまでに煽あおり立てた。幾いく人にんもの骸むくろを積み立ててまで、こいつは自分の欲よくに直進し続けた、他者をとことんまで陥おとしいれて。いま、全部がそのままこいつに跳ね返ってきた。

　皮肉なことに最さい期ごの最後にこいつを追い詰めたのが、戦せん闘とうに興味を示さないユニークなドラゴンだ。




　ファーブニルには宝物さえあればよかった──。




　煌きらめく金銀財宝、世にも珍めずらしい武器の数々、そして、それよりも一層大事なやさしい少女との眩まぶしいほどの絆──。

　それさえあればファーブニルは十分だった。

　アーシアが微笑ほほえんでくれるなら、それで十二分に幸せだったのだ──。

　ファーブニルの瞳ひとみには、輝かがやかしいほどのアーシアの笑顔がいつも映っていただろう。

　──それをこいつは遠えん慮りよなしに傷つけた。

　イッセーにしてもそうだ。あいつも楽しい仲間たちと平和な生活さえ送れればよかった。ヴァーリも……本当の親ともっと平へい穏おんに過ごしたかったはずだ。

　リゼヴィム、おまえが手を出してきたものは何よりも尊く、他に代えられないものだ。それに手を出せば、恨みを買うのは必定。おまえはな、それらをあまりに多く踏み砕きすぎた。

　俺は真っ直ぐに非情なまでに言い放ってやった。

「死ぬ前に学べて良かったな、大だい魔ま王おうの倅せがれくん。世の中には、絶対に触ふれちゃいけない領域ってもんがあるのさ。おまえはそれにイタズラに何個も触れちまった。おまえが死ぬ理由はそれだけだ」

　俺の一言に奴は心底憤いきどおったようだが、すぐに悔くやしそうに言葉にならないものを吐き出していた。

「…………ッッ！　ちくしょう……」

　リゼヴィムは最後の抵てい抗こうとばかりに手元から魔ま力りよくの弾たまを撃うち続けるが、ファーブニルは鱗が剝はがれようと、肉が弾はじけようとも、血を垂れ流しながらも意にも介かいさない。

　龍王の堂々たる絶対の意思がそこにあった──。

　無情なまでにファーブニルの大きな口が開け放たれた。どうやら、最後の一いち撃げきをそれにするようだ。

　ここにきて、絶望に包まれた表情を見せたリゼヴィムは、最期の絶叫を放つ──。

「クソォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　バグンッ！

　……黄金龍王ギガンテイス・ドラゴンの顎あぎとが、前魔王ルシファーの息子むすこを嚙かみ潰していった。

　最期の瞬しゆん間かんを目にしたヴァーリは憑つき物ものが落ちたかのような表情となり、同時に悲ひ哀あいに満ちたものも見せていた。

「リゼヴィム、おまえはルシファーの名をあまりに辱はずかしめすぎた。穢けがしに穢しすぎた。だが、安心しろ。ルシファーの血だけは俺が引ひき継つぐ。──少なくとも俺はおまえのようなルシファーにはならないさ」

　これが、俺たちを煽りに煽った扇せん動どう者たる超越者リゼヴィム・リヴァン・ルシファー──リリンの最期だった。

　ヴァーリは最後まで、心の底から気が晴れるようなことはなかったが、ひとつの落としどころを得たような顔はしていた。

　だが、まあ……。おまえなら、少なくともあんな野や郎ろうよりもよっぽどいいルシファーになれるさ。

　比べるのがバカらしくなるほどのな──。







　　　The Beast 666.







　リゼヴィムの最期を見届けた俺とヴァーリ──そして、リリス（トコトコとついてきた）は、アグレアスの動力室に続く大きな扉とびらを開いて、中を進んでいく。

　ファーブニルはリゼヴィムを倒したあと、龍門ドラゴンゲートを開いて戻もどっていった。今度こそ、ゆっくりと休めるはずだ。元気になって、早くアーシアを守ってやれ。あいつはおまえのことを深く信しん頼らいしているんだからな。

　さて、説明の限りでは、ここにどデカい結けつ晶しよう体──『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の大本の素材となる結晶体の塊かたまりがあると聞く。それを中心にして、アグレアスの動どう力りよく炉ろは作られており、広大な浮ふ遊ゆう都市を動かすだけの力を生み出している。

　そこに足を踏み入れると──俺は動力炉の光景に言葉を失ったっ！

　アグレアスの最深部は、ぽっかりと超広こう範はん囲いに空いた円形の空くう洞どうとなっていた。中心に動力炉たるどえらい結晶体があるのだが……その結晶体が丸ごと、それ以上に巨大な生物と繫つながっていたからだ。

「…………ッッ！　こ、これは!?」

　驚おどろきで目を見開くしかない俺！　……まさか、そういうことなのかよ、リゼヴィムの野郎め……っ！

　それは七つの首と十の角を持つ、あまりに強大すぎる『獣けもの』──。その巨きよ体たいは、ゆうに数百メートルを超こえており、グレートレッドよりもさらに巨大だった。

　──黙示録の皇獣アポカリプテイツク・ビースト、６６６トライヘキサだ。

　首のひとつひとつが、すべて異なる生物を形作っていて、獅し子しのようなもの、豹ひようのようなもの、熊くまのようなもの、龍りゆうのようなものと、統一感はない。体の作りもあらゆる生物の特とく徴ちようを有していて、異物感を放っている。室内全域から伸のびる無数のケーブルが獣と繫がっていた。

　頭部すべて眠ねむっているようで意識は閉ざされていた。

　……忘れ去られていた世界の果てにいたはずだ。リゼヴィムが、ここに連れてきたというのか……。なるほど、アグレアスを強ごう奪だつした理由はこいつを格納して手元に置くためでもあったんだな。

　……問題は、このドス黒すぎるオーラだ。なんていうものを放ってやがる……っ！　この場にいるだけで感覚がおかしくなりそうなほどの邪じや悪あくなものを体から滲にじみ出している。

　……リゼヴィムの奴やつめ、ここまで復元が済んでいたのか。張られていた封ふう印いんも、すでに数えるほどになっているだろう。天界で得た生命の実がトライヘキサを活性化させて、解呪を加速させたんだろうな……。

　何よりも体の中心に埋うめ込まれた結晶体だ。アグレアスの動力炉をこいつと同化させてやがったとはな……。アグレアスの動力を解呪のためにも使っていたわけだ。前魔王時代の遺産をここまで活用してくれるなんてよ。親父おやじの遺産はすべて使い込むってか。ダメ息子らしい考え方だったな、リゼヴィム。

　……何はともあれ、この段階で未然に防げるのは幸運だ。どう考えてもロスヴァイセの封印研究は間に合わなかっただろう。あいつは天才だが、さすがにこの解呪速度は異常だ。あらゆる手を使って、解呪を速めていたんだろうな……。

　ヴァーリが巨大な獣を見上げながら言う。

「……なるほど、これは俺の手には負えないな。やれと言われても、現状の俺では無理だ」

　ヴァーリですらもトライヘキサを間近に見て、顔を強張らせていた。

　ふと、リリスが壁かべを指さす。

「ドライグ、ドライグ」

　何を言っているのかと思って視線をリリスの指さす方面に向けたら──。

「──ッ！　こんなものも作っていたのか……っ！」

　俺はその光景に仰ぎよう天てんする。円形の空洞、その壁一面に無数の繭まゆが吊つるされていた。繭から、中身の一部分が顔を覗のぞかせている。

　──覗かせていたのは、すべてが赤龍帝ブーステツド・ギア・の鎧スケイルメイルの頭部だった。

　つまり、空洞の壁一面にびっしりと吊された繭には、量産型の赤龍帝ブーステツド・ギア・の鎧スケイルメイルが入っているということになる。

　……ユーグリット・ルキフグスが装備していたものの発展型か？　多分、中身は入っていないだろう。自動で動く量産の赤龍帝ブーステツド・ギア・の鎧スケイルメイルだとしたら……想像しただけで身み震ぶるいする。この数はヤバい。この空間の下から上、前後左右、繭の数は千をゆうに超えているぞ……っ！

　俺はクリフォトが用意していたものの内情を見て、あらためて戦せん慄りつしていた。

　だが、運がいい。これも発動させずに停められるってことだ。

　俺は息を吐つき、気持ちを落ち着かせたあとで、すべてを停めるために動力炉の操作装置の前に足を進めた。

　──そのときだった。

　突とつ然ぜん、動力炉が激しく動き出していく！　轟ごう音おんを鳴なり響ひびかせて、動力が活性化し始めた！

　バカな！　俺はまだ何もしていないぞ!?　なぜ、動いて──。

『うひゃひゃひゃひゃひゃっ！　うひゃひゃひゃひゃひゃッッ！』

　突然、動力室内に耳障りな例の笑い声が響き渡わたる。

　リゼヴィム!?　いや、あいつは先ほど完全に死んだ。では、これは──。

『こいつが発動したってことは、俺はもうやられたんだろうな。どこの誰が俺をやったのか……まあ、サーゼクスくんか、ヴァーリきゅんってところか？』

　……これは、記録音声か？　死んだあとに発動するようになっていたということか。

　遺ゆい言ごんとも取れるリゼヴィムの音声はさらに続く。

『まあ、これが動いたってことなら、んなこたぁどうでもいいか。──この反応は、俺が死ぬと強制的に段階を吹ふっ飛とばしてトライヘキサを復活させる最終手段ってやつだ。俺の魂たましいが最後のエネルギー源となるよう調整してあるんだなぁ、こいつが』

　──ッ!?

　……なんだと……？　俺は動力炉のほうに振ふり返かえる！　すると──トライヘキサの首のひとつが、目を開け始めていたッッ！　同時にかけられていたであろう封印の術式紋もん様ようが浮うかび上がり、儚はかなく砕くだけていく──。

　リゼヴィムめ、自分の魂を対価に解呪が強引に進むようにしてあったか！

　不ま味ずいッッ！　これは……不味いなんてもんじゃねぇぞッ！

　焦あせる俺はその場ば凌しのぎの封印術を展開するが──トライヘキサの目覚めを止められる気配は微み塵じんも感じられないッッ！

　ひとつめの首が完全に目覚め、咆ほう哮こうをあげる！

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！

　──鳴き声だけで、魂まで摑つかまれる感覚を覚えてしまうっ！

　いまの咆哮は空洞だけじゃなく、都市部全体にまで響き渡ったはずだ！　上の連中も、気づいただろう！

　さらにふたつめの首の目も──開き始めた！

「ヴァーリィィィィィッッ！　攻こう撃げきしろッ！　あれが復活したら──世界が終わるぞッ！」

「チィッ！」

　俺の指示を聞き、ヴァーリが瞬しゆん時じに鎧を着て、飛び出していく！　極大のオーラを浴びせるが──トライヘキサは無傷！　ヴァーリの一撃でもダメか!?　いくら、先ほど極きよく覇は龍りゆうになり、消しよう耗もうしているとはいえ、歴代最強の白はく龍りゆう皇こうの一撃が、皮ひ膚ふを焼き飛ばすことすらできないなんて……ッ！

　絶句する俺だが、構わずに封印術を幾いく重えにも展開して、少しでも、僅わずかでも可能性に賭かけていく！　ヴァーリも休まずに攻撃を加え続けていた！

　そのなかでもリゼヴィムの遺言音声は続く。

『強引に強引を重ねての復活だからなぁ、何が起こるかわからんし、予想以上の被ひ害がいが出てもおかしかない。──トライヘキサの復活と同時におもしろいものも解放するようにしている。それが……もう目の前に現れているかもしれないが、いちおう量産しておいた偽にせ赤せき龍りゆう帝ていの、しかも大軍団だ』

　壁に吊つらされていた量産赤龍帝の繭──。それが、ひとつ、またひとつと破れだした。

　中から、自動で動くよう調整された全身鎧プレート・アーマーが、のろのろと出てくる！

「リリス！　あとで菓か子しやるから、おまえもなんとかできないか!?」

　俺は藁わらにもすがる思いでリリスにもそう叫さけんだ。リリスは、トライヘキサを前にして、眺ながめるだけだった──。

「こわい」

　……本能的にトライヘキサを恐おそれているのかもしれないな。手段を変えよう。

「じゃあ、量産型の赤せき龍りゆう帝ていをどうにかしてくれ！」

　この指示には動いてくれたようで、トタトタと小走りして、動き出したばかりの量産型赤龍帝を一体、パンチ一発だけで吹き飛ばしていた！

　さすがはオーフィスの分身体！　と言いたいところだが、あのゆっくりペースじゃ、無数の量産型を全部破は壊かいするのは……っ！

『模造品だから、本物ほどの力はないけどよ？　そんだけあれば都市部をいくつも破壊できる規模になるだろうさ』

　量産型の赤龍帝どもがドラゴンの翼つばさを展開させて、一いつ斉せいに宙に飛び出していく！

　トライヘキサの首が、三つめ、四つめと、目を開けていく。

　絶望的な状じよう況きようで、あいつの声は嫌いやみな笑いを辺り一帯に響き渡らせる。

『うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃーひゃひゃひゃッッ！』

　……リゼヴィム……ッッ！　リリンッッ！　……あの野や郎ろう……ッ！　死んでもなお俺たちに悪意を振りまくというのか!?

『黙もく示し録ろくに記された伝説の獣と、それに従事する偽赤龍帝軍団ッ！　さあさあ、おまえら全員これをどうするよ!?　どう対処できる!?』

　ヴァーリがリゼヴィムの音声に苛いら立だちながらもトライヘキサに攻撃を加えていくが、最さい凶きようの獣は、びくともせずに目覚めていく。

　音声のリゼヴィムが嬉き々きとして続けていくが──。

『このまま冥めい界かい天界人間界を滅ほろぼして、俺の意思と夢を抱いだいて、いざいかんまだ見ぬ異世──』

　突然、音声が途と切ぎれてしまった。

　今度は、第三者の声が動力室に響き渡った。

《遺のこした音声すら戯ざれ言ごとだらけとは……まったく度し難がたいものだな、リゼヴィム王子よ》

　──アポプスの声だ。

　姿を現していないが、その声は先ほど俺たちの前に現れた邪じや龍りゆうアポプスのものだった。

　さらにもう一体の邪龍の声も聞こえてくる。

『グックック、まあ、らしいとは思うが』

『うぜぇ！』

『死んで正解！』

　アジ・ダハーカもか！

「この声、アポプスとアジ・ダハーカか!?」

　俺が空を見上げながら、そう叫んだ。

　どこからともなく、アポプスが答える。

《肯こう定ていだ、元総そう督とく殿どの。先ほどと違ちがい、声のみで失礼する。せっかく王子が遺した音声を聞いているところ大変申し訳ないが、ひとつ宣言を聞いてもらいたい》

　アジ・ダハーカとアポプスが、俺たちに向けて宣戦布告を始める！

『俺たちはこのトライヘキサと偽赤龍帝どもをいただく』

『もらっちゃうよ！』

『使っちゃうよ！』

《我らは邪龍だけの世界を冥界にも人間界にも異世界にも作りたいのだ。それに利用させていただく》

　そうこうしているうちにトライヘキサの頭部は──最後の七つめが目を覚まそうとしていた。それは必然か、偶ぐう然ぜんか、ドラゴンめいた生物の頭部だった──。

「……おまえら、最初からリゼヴィムも俺たちも利用したのか？」

　問う俺にアポプスは言う。

《それは違う。最初からというわけではない。──リゼヴィム王子が、あまりに情けないがために考えをあらためただけのことだ》

『何よりも奴はドラゴンを舐なめすぎた。そこの白龍皇やファーブニルじゃないが、たかが悪あく魔ま風情が最強の種族を手て駒ごまにしようと、利用しようと、小こ賢ざかしい真ま似ねを取り過ぎた』

『ドラゴンは単純明快が一番！』

『考えるな！　感じろっ！』

　俺とヴァーリの眼前で──七つめの頭部も完全に目覚めるっ！

　グオォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！　ズオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！　ギュオォオオオオオオォォォオオオオオオッッ！

　七つの首が、それぞれ咆哮をあげる──。

　この都市部全体を大きく震ふるわせていく規模の声量。俺たちも耳に防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを張らなければいけないほどのものだった。咆哮が終わったあとでも、耳の中が痛いぐらいだ。

　──トライヘキサの復活だった。

　巨きよ大だいな獣けものが、巨きよ体たいを揺ゆり動うごかして、接続していたケーブルなどを無理矢理引きはがしていった。同時にこの部屋も崩ほう壊かいを始める。いや、この部屋だけじゃない。都市部の一部がトライヘキサの復活の余波で崩壊し出しているのだ。

　頭部のひとつが、上空を見上げて、大きく口を開いた。凄すさまじいまでのオーラが口に集まっていく！

　──ヤバいッ！

　俺はすぐさまリリスを拾って、壁かべ際ぎわに避ひ難なんして、防御型魔方陣を幾重にも張はり巡めぐらせた。

　刹せつ那な──。トライヘキサの頭部のひとつが、口から極大の火か炎えん球を吐き出していく！

　天てん井じようがそれを受けて、大爆ばく発はつを起こして崩ほう落らくした。俺は爆発の余波を強固な防御魔方陣で防ぐが……一枚、二枚、三枚と爆発の余波だけで魔方陣は次々と砕かれていった！

　……首のひとつが軽く火炎を吐はいただけでこれか……っ!?

　開かれた天井から──光明が降り注ぐ。光に照らされるトライヘキサ──。頭部のすべてが久方ぶりに浴びるであろう光に目をやられていたが……どこか、満足げな様子も見て取れた。

　トライヘキサが、開かれた天井を目め掛がけて、ゆっくりと飛び出していく。それに千を超こえる量産型赤せき龍りゆう帝ていが付き従うように追っていった！

　……なんて、光景だ。黙示録の獣が数多くの赤い龍りゆうを伴ともないながら、動き出す。

　俺は──終末の始まりを予感する情景を目にして、黙示録の一節を思い浮かべていた。





　──私は海から一いつ匹ぴきの獣が上がってくるのを見たのだ。



　穿うがたれた動力室の天井から、巨大な獣が解き放たれる──。


　──獣には、七つの頭と十の角があり、その角には十の冠かんむりがあった。そしてその頭上には、神を穢けがす名があった。



　６６６の数字を冠かんした七つの頭部を持つ、あまりに強大すぎる獣──。


　──その獣は、豹ひように似ていた。熊くまの足を持ち、口は獅し子しのようであった。龍は獣に、自分の力、座、そして大いなる権けん威いを与あたえたのだ。



　真なる赤龍神帝アポカリユプス・ドラゴングレートレッドと並び、黙示録に記された伝説の皇こう獣じゆう──。


　──頭のうちの一つは致ち命めい的てきな一いち撃げきを受けたが、その傷はすぐに癒いえてしまう。地に住むすべての者は驚おどろき、その獣と、獣に権威を与えた龍に従うしかなかった。



　天井から出て行くトライヘキサに対して、外にいた『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーが攻撃を加えている姿が、遠目に視認できるが……最悪極まりない獣には、まるで通じていない──。


　──誰だれがこの獣に匹ひつ敵てきするのか。



　……グレートレッドとこんなものが戦ったら、冥界や人間界だけじゃない、他の神話勢力の世界も……無事では済まないっ！


　──誰がこの獣と戦うことができようというのだ。



　そう、誰が、こいつを止めるというんだ……っ！

　動力室から、完全に飛び立って行ったトライヘキサと赤い龍の大群──。

「……クソッ」

　崩壊していく空くう洞どうのなか、俺は苦く渋じゆうの思いを抱きながら壁かべに拳こぶしを打ち付けた。

　アポプスとアジ・ダハーカの声は、最後にこう告げてきた。

《来るならば、来るといい。──我ら邪龍と貴公ら『Ｄ×Ｄデイーデイー』による最後の戦いをしよう。何、我らはリゼヴィム王子のような小細工はしない。トライヘキサと共に眼前のすべてを一切合切破壊するのみ》

『来いよ、ヴァーリ・ルシファー。もう一度やろうぜ。トライヘキサが行う破壊を眺めながらの一戦だ。燃えるだろう？　戦いを生きがいにするのなら、この状況で戦わないドラゴンは噓うそだ！』

『天てん龍りゆう対邪龍！』

『赤龍帝も連れてくるのだっ！』

　とうのヴァーリは──不敵な笑みで上空のトライヘキサを見上げていた。

「いいだろう、アジ・ダハーカ。実におもしろい。そのほうがわかりやすくていいさ」

　……まったくよ。この状況でリゼヴィムよりもある意味で厄やつ介かいな二体がやる気になるなんてな……。アポプス、アジ・ダハーカ、小こ癪しやくなリゼヴィムとは違った純じゆん粋すいな力の塊かたまり。

　そうか、ようやくわかったぜ。力あるドラゴンってのは──純粋なのだ。夢に、戦いに、暴力に、魔ま法ほうに、生き方に──。だからこそ、そこに全力を注ぎ、あらゆるものにぶつかり続けて、勝利して、果てには散っていく──。

　ああ、リゼヴィムよ。だから、おまえは勝てなかった。最期の最後で足を掬すくわれ、すべてを奪うばわれた。

　こいつらドラゴンは絶大な力を、思うがままに自由に振ふるうのだからな。

　さて、世界の命運は、ドラゴンしだいってことになるわけだ。あの三大勢力の戦争に介かい入にゆうしてきた二天龍のときと一いつ緒しよだぜ。

　──こいつらは、自分が最強と信じ込み、自分の思うがままに生きているだけさ。

　トライヘキサを巡っての最後の戦いは始まる。

　味方陣じん営えい、敵陣営の中心にいるのは、ドラゴンだった──。







　　　Deterrence.







　──冥界、堕天使領。

　堕天使が続々と開かい拓たく中である各勢力のＶＩＰ向けのリゾート地。すでに業務を開始している宿しゆく泊はく施し設せつの一角、そのプールにかの少年はいた。

　プールサイドにパラソルを立てて、デッキチェアに寝ね転ころがっていた。彼の視線はプールの水面みなもに注がれている。彼だけに見えるビジョン──。

　そこに映し出されていたのは、禍まが々まがしきオーラを放つ巨大な獣と、その周囲を漂ただよう無数ともいえる規模の赤い全身鎧プレート・アーマー。

　少年は興味深そうに水面の映像──終末の始まりとも言える情景を見ながら、テーブルに展開していた盤ばん上じようゲームの駒こまを動かす。

「チャトランガ──。チェスや将しよう棋ぎの起源となったとされる盤上のゲームでしたな」

　ふいに声がかけられた。少年が視線を向ければ、そこには妖よう美びな雰ふん囲い気き、格好の男性悪魔がいつの間にか立っていた。

　男性悪魔はテーブルを挟はさんで対岸に設置してあったデッキチェアに座ると、盤上ゲーム──チャトランガの駒をひとつ摘つまんで動かした。

　男性悪魔は少年に言う。

「シヴァ様、こんなところで奇き遇ぐうですね」

　シヴァと呼ばれた少年──否、破は壊かいの神はニヤリと笑みを浮うかべる。

「これは奇遇かそれとも必然かな。──はじめましてだ、現ベルゼブブのアジュカ」

　シヴァが、男性悪魔──アジュカ・ベルゼブブの誘さそいを受けるようにチャトランガの駒を動かし始める。

　アジュカもゲームを進めながら言った。

「トライヘキサの討とう伐ばつを三大勢力よりお受けしたと聞きましたが」

　シヴァも駒を動かしつつ会話に乗る。

「ま、いちおうね。だが、これは……予想外かな。──おそらく、僕でも正面からはそれの打だ倒とうは無理だ。それこそ、世界が崩壊するほどの戦争をしなければこれを封ふうじることはできない」

「封じる、ですか。破壊神のあなたが世界を崩壊させてでも封じるしかできないと」

　アジュカの言葉にシヴァは肩かたをすくめる。

「さすがに僕でもあれを殺しきるのは不可能だ。それはキミやアザゼルでも最初からわかりきっていただろう？　あくまで封ふう印いんか、それに近しい結果か。破壊はするさ。けれど、破壊だけで滅ほろぼせるほど、柔やわでもないだろう、あの伝説の魔物トライヘキサくんは」

　破壊神が皮肉げに笑い、アジュカは双そう眸ぼうを少しだけ細める。

「──『滅ぼす』としたら、全盛期のオーフィスか、次元の狭はざ間まを漂うグレートレッドぐらいでしょう」

「それで、キミがここに来た理由は？」

　あくびをひとつしながらシヴァが問う。

　アジュカは指を二本立てた。

「二点のみです。我が友──サーゼクスの邪じや魔まをさせないことと、これを機にあなたが破壊を始めないように見極めさせていただくため」

　そう言うアジュカの背後には──いつしか蒼あお色いろの長く美しい髪かみをした女性がひとり佇たたずんでいた。冷めた雰囲気を漂わせる美女は、しかしながら強きよう烈れつなドラゴンのオーラを内包させている。強大な力を有するドラゴンが人型に化けているであろうことはすぐにわかるほどだった。

　ティアマット、だろうとシヴァは認識する。最強の龍りゆう王おうだ。ドラゴンのなかでも指折りのもの。そして、そのティアマットの手には髪の色とそっくりな蒼色の小型機器──携けい帯たい電でん話わが握にぎられている。

　シヴァはその機器を見て瞬しゆん時じに異常性を察知した。

　おそらく、いや、確かにそれは、その携帯電話は神滅具ロンギヌスに関するものだ。

　……それが、本物か、偽にせ物ものか、超ちよう越えつ者が用意してきた以上、僅わずかな邂かい逅こうで看破するのは破壊の神であろうと少し難なん儀ぎである。

　その神滅具ロンギヌスが、何をもたらすのか。その神滅具ロンギヌスで、何をするつもりなのか。

　ただ、眼前の悪あく魔まが揺さぶりに来ているのは明白だ。

　それをすべて見通した上でシヴァは小さく笑う。

「この僕がトライヘキサと共に世界を滅ぼすとでも？　悪魔くん？」

　シヴァの言葉にアジュカは微笑ほほえみ、首を横に振った。

「いえ、俺はあなたがこの世界を滅ぼすとは一言も。しかしながら──異世界の破壊と再生を目的とするのなら、別だ」

　アジュカの物言いにシヴァは酷ひどく興味が引かれた。

「へぇ、それはおもしろい推察だ」

　シヴァは、アジュカがある程度こちらの動きを把は握あくして訪れたのだと断定した。

　アジュカもお構いもなく進める。

「トライヘキサがグレートレッドを退しりぞけ、異世界への門をこじ開けたとしたら、あなたはどうするおつもりか？　これに関しての約束をアザゼル殿やサーゼクスとは交わしておりませんね？　あなたはあくまでトライヘキサの抑止力を買って出ただけ」

　シヴァは──心の底で打ち震ふるえた。

　ああ、いい悪魔だ。この超越者は、すでにこちらの思おも惑わくの一片を捉とらえていたのだ。こういう魔ま王おうがいてこそ、サーゼクスは輝かがやけるのだろう、と。

　シヴァは堪こらえきれずに笑いを発した。

「アハハハ、めざといな、現ベルゼブブ。各神話の神々が、ある意味でサーゼクスよりもキミを恐おそれるのも頷うなずける。けど、僕はそんなことしないよ。──たぶんね」

　魔王が語ったのは、あくまでシヴァの思惑の一片に過ぎない。そう想像したこともあるという程度だ。──しかし、諦あきらめてもいないが。

　それすら把握しているのか、アジュカは意味深な笑みでうなずく。

「ええ、そうでしょう。しかし、俺はここであなたと共に世界の行く末を見守ることで、僅かな可能性への抑止力となりましょう」

　盤上に駒を打ちながら、アジュカはそう断じた。

「……神と超越者の考えることはわからないわ」

　彼の背後にいる美女は、別段おもしろくもなさそうにため息をついていたが……。

　駒を指し返しながらもシヴァは言う。

「ハーデスに向かったときのサーゼクス・ルシファーと同じことをするつもりか。そんなに彼との友情が大事なのかな？」

『禍の団カオス・ブリゲード』の英えい雄ゆう派とシャルバ・ベルゼブブの暴走によって引き起こされた『魔ま獣じゆう騒そう動どう』の折、混乱に乗じてオリュンポス──冥めい府ふの神ハーデスが事を起こそうと企くわだてていた。それを自ら冥府に赴おもむき未然に防いだのが、サーゼクス・ルシファーである。

　アジュカの今回の行動は、そのことに似ていたのだ。──が、ハーデスとシヴァの違ちがいは、破壊の神には冥府の主のように悪魔に対して恨うらみも、妬ねたみも、不満もないことだ。

　ただ、ちょっとだけ、アジュカのこの行動が勇ましく、好ましく思えたのである。稚ち気きを帯びたような媚こびへつらう態度であったなら、問答無用で一いつ蹴しゆうしただろう。

　なるほど、とシヴァは無言でうなずいた。今ならば、インドラ──帝たい釈しやく天てんが俗ぞく世せの者たちに興味を引かれたのもわかるかもしれないと少年破壊神は思う。

　実にこの者たちはおもしろい。もっと見たくなってくるではないか。

　とどのつまり、インドラは、彼奴きやつは、己だけの新たなリグ・ヴェーダ──賛歌集を再び世に作り出すため、属する神話体系の外側から『駒』を集めようとしているのだろう。

　──僕に人気を取られたのが、そんなに悔くやしかったのかな？

　こう言ったときのインドラの反応を想像するだけでなかなかにおもしろい。

　サーゼクスの名を出した途と端たん、アジュカの表情が一いつ瞬しゆんだけ和らぐのが見て取れた。

「単純な話ですよ。──あいつの敵になるのなら、俺の敵になるだけのことです」

　友情に厚い一言とは裏腹に、その顔つきは真に迫せまっていた。本音だろう。

　シヴァは、テーブルに頰ほお杖づえをつきながら余よ裕ゆうのある笑みを浮かべていた。

「いいね。じゃあ、僕と一緒に見ていようじゃないか。──トライヘキサの、この世界の行く末を」

　悠ゆう長ちようにそう漏もらすシヴァ。

　冥めい界かいの空は──しだいにどんよりとした様子となり、不安を大いに感じさせるものとなっていく。黙もく示し録ろくに記された獣けものが蘇よみがえった影えい響きようは、すでに冥界の空に出始めていた。じきに冥界も人間界も天界も各勢力の世界も瘴気が漂うだろう。

　ゲームは──終末を予感させる戦いは始まった。







　　　あとがき







　お久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　四章の最終戦がスタートしました！　間にＤＸデイーエツクスを挟はさみながらの二十巻となりましたが、前巻のあとがきで次はヴァーリ回と書いておきながら、イッセーがメインで、そこにヴァーリが絡からむというスタンスに変へん更こうとなりました。

　これは私自身、二十巻めを迎むかえることもあり、「イッセーのほうがいいのではないか？」と思い改めたところがあったからです。今回、イッセー回となってしまいましたが、二十一巻こそは、ヴァーリ回となり、四章の最終戦を二に天てん龍りゆうで締しめようかなと思ってます。

　もう一点、今巻にお色気を入れようか迷ったのですが、さすがに前巻のあの引きでは、レイヴェルを出すまではメンバーの心理的にやれないでしょうし、意外なところでクソ真ま面じ目めなイッセーなので、ノッてくれないだろうと判断して、今回シリアス一いつ辺ぺん倒とうでやりました。申し訳ないのですが、四章が終わるまではＤＸのほうでエロコメ分を補ほ充じゆうしてください。まあ、章の終わりなので、どうしても真面目になってしまいますよね。

　さて、色々と解説します。






・イッセーのパワーアップと今後





　イッセーの両親に正体をバラさせるか、ずーっと悩なやんでおりました。最後まで隠かくすのもありだったでしょう。しかし、記念すべき二十巻をイッセー回とした場合、彼のお話をするとしたら、一番的確なのは両親との関係性だと思いました。そのため、今回、このようなドラマ性に仕立てました。パワーアップのイベントとしてもこれ以上ないものでもありましたので。ただし、今回は、彼を死よりも辛つらいものが襲おそいます。龍りゆう神じん化の対価です。次巻、覚かく悟ごを持って読んでください。






・リアスとの合体技、アーシアの禁手バランス・ブレイカー





　リアスとの合体技は、リアスの鎧よろい化でした。これは、イッセーのように着込むというよりは張り付いて装そう甲こう──スーツのようになるってのが正しいです。某ぼうアイ○ンマンですね。ていうか、数年前にあれを見て思いついた技です。ようやく出せました。バカップルで鎧化させたかったので出してみました。これでリアスも前線である程度打ち込めますね。

　アーシアの禁手バランス・ブレイカーは、一定時間、一定の領域内、凄すさまじい回復フィールドが展開して、実質あらゆるダメージソースを無効化してしまう能力です。リゼヴィムの攻こう撃げきが打ち消されたというよりは、アーシアより放出されている回復パワーとその領域が、攻撃を受けてもまったく揺ゆるがなかったのです。それが攻撃を打ち消す障しよう壁へきのように見えただけのことです。そこにファーブニルのドラゴンオーラも追加されているので、まあ、防ぼう御ぎよ力もえらいことになっているので、攻撃を防ぐ障壁という意味でも合ってます。こちらもオーラが鎧めいたものになってますが、リアスとアーシアの二大ヒロインはいつかそれでやろうと担当さんと話し合っていたので数年越ごしに出せた感じです。名めい称しようは次巻にて。

　どちらもまだ登場したばかりなので、四章最終決戦でも活かつ躍やくさせようと思います。






・リゼヴィムの最さい期ご





　四章で数年越しにずっと書きたかったものがあります。それはリゼヴィムの最期です。今回で死んで驚おどろいた方もいらっしゃったかもしれませんが、こいつは元々四章の最終決戦開始時に片付けようと思ってましたので、予定通りです。

　倒たおし方、倒す者もずーっと思案していて、最初はヴァーリだけで倒そうと思いました。ですが、実の祖父なので、憎ぞう悪おの対象としても直接始末するのは……やはり、気が引けるといいますか、読んでいてちょっと引いてしまう方も出るかなと思ったので追おい詰つめて奴やつに命いのち乞ごいをさせるようにさせました。イッセーにもボコボコにしてもらおうと思い、今巻のように龍神化の力で奴を追い詰め、プライドをズタズタにさせました。

　最後にトドメとしてファーブニルを選せん択たくしました。ファーブニルは四章の象しよう徴ちようともいえるキャラの一体で、平和の権ごん化げたるアーシアの守護者です。リゼヴィムは天界でアーシアを傷つけ、ファーブニルの怒いかりを買いました。ドラゴンというものは伝承で、宝物に執しゆう着ちやくする生き物として描えがかれてもいます。これだ！　と思い、私はリゼヴィムを最後の最後まで追い詰め、打ち倒す者として、ファーブニルを選びました。

　蘇よみがえらせた邪じや龍りゆうを利用していたリゼヴィムは、最後にアポプスとアジ・ダハーカにバカにされたあげく、裏切られましたね。落としに落としきってから死んでもらったつもりです。

　しかし、なんといいますか、アーシアに手を出した者は大たい概がい無残に死にますね。






・トライヘキサとアポプス、アジ・ダハーカ





　四章の最後の敵として、邪じや龍りゆう軍団の筆頭たるアポプスとアジ・ダハーカが参戦となります。彼らはリゼヴィムと違ちがい、純じゆん粋すいかつ大だい胆たん不ふ敵てきないかにもドラゴンなキャラでして、堂々たる敵役として『Ｄ×Ｄデイーデイー』と相対していきます。彼らをここまで出さなかったのも、章の最後の相手として、正面勝負で決められる存在を取っておきたかったからです。

　ついにトライヘキサも復活しました。規格外の怪かい物ぶつです。三章最後のジャバウォックよりも遥はるか上のバケモノでして……さて、この危機的状じよう況きように世界はどうなってしまうのか？






・レーティングゲームの闇やみ





　今回色々とゲームの裏側を話しました。まあ、この手のものは現実世界でも割とあることでもあるのですが、それでも悪あく魔まとは文化と価値観も違いますし、我々との認識、衝しよう撃げきの受け方も変わるでしょう。このことも次巻に絡んできますが、実のところ、今後の展開のための大きな伏ふく線せんでもありまして……それは楽しみにしておいてください。






・一いち人にん称しよう、三さん人にん称しよう





　今巻で序章と終章だけ三人称で書いております。おそらく、Ｄ×Ｄでは初めてでしょうか。元々、私は三人称書きでしたが、Ｄ×Ｄでは一人称メインで書いてます。Ｄ×Ｄでも試験的に三人称を織り交ぜてみようかなと思いました。感じは大分違うかもしれませんが、真面目な話や緊きん迫ぱく感かん的なものは三人称のほうが出しやすいので入れてみました。







　ここで謝辞をば。みやま零ゼロさま、担当編集Ｈさま、関係者の皆みな々みな様さま、ここ一、二年、原げん稿こうが遅おくれがちで申し訳ございません。ご迷めい惑わくをおかけしております！

　さて、四章の最終決戦の火ひ蓋ぶたが切られたわけですが……やはり、三章の十一、十二巻の最終戦を書いたときのように、クライマックスは書いていてとても楽しいです。この勢いで四章の終わりまで書いていく所存です。次の二十一巻……と言いたいところですが、次はＤＸの２巻となります。こちら、限定版にアニメＢＤが付いてまして内容は、十三巻に収録されていた短編の「蘇らない不死鳥」です。レイヴェルが好きな方はこちらでも補充していただけたら幸いです！　それでは、四章の最終決戦の続きにご期待ください！




　最後に手前勝手ではありますが、数行だけお許しください。

　二十巻準備中に最愛の母が亡くなりました。この数行を、亡き母、そして亡き父に贈おくらせてください。

　父ちゃん、母ちゃん、色々とたくさん作品をファンに届けなきゃいけないから、まだまだ行けないけど、こっちでできなかった親孝行、あっちでできたらいいな。ごめんね。

　けど、俺は二人の子供で幸せだったよ。本当にありがとう。










ハイスクールＤ×Ｄ20




進しん路ろ相そう談だんのベリアル







石いし踏ぶみ一いち榮えい
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